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日本行勤分析学会第 13 回大会 （明星大学） の 開催 に あ た っ て

　会員 の 皆様方に は 、 研究 ・教育 に 、 益々 ご活躍の こ とと思 い ます 。 こ こ に 、 日本行動分

析学会第 13 回大会 （明星大学）の プ ロ グ ラ ム と発表論文集をお届 けい た します 。 明星大

学は 、 昭和 39 年に開設 された 、比較的新 しい大学で すが 、 そ れで も 30 有余年 を経過 し、

伝統校に 比肩 し うる ほ どまで に 、 教育 ・研究機関を充実させ て きま した 。 東京西部に あ り 、

交通 が なに か と不便で す が 、会員の 皆様 の 、 奮 っ て の ご参加 を切 に要望い た します 。

　本大会は 、基 礎 と応用の 研究者の 交流 、 情報交換を で きる だ け可能 に す る よ う、 ワ
ー

ク

シ ョ ッ プを除い て 、 記念講演 、 研究発表すべ て 単独開催 とい た しま した 。 記念講演は、デ

ン シ ョ バ トを被験体 と した実験的行動分析を 日本 に初めて 紹介 され 、 また 、 それ に 基づ く

実験 を 日本で 最初に 行な っ た 、 小川隆先生 （慶應義塾大学名誉教授） に お願い しま した 。

また、 ワ
ー

ク シ ョ ッ プは 、研究発表 とい うよ りは 、 行動分析の 中に お け る最新 の 話題に つ

い て 、 そ の 方面 に つ い て の 知識を ほ とん ど持 っ て い な い研究者に 紹介 し 、 内容を知 っ て も

らい
、 関心 を持 っ て も らう主 旨で 行うこ とに しま した 。

　大会の 運営に 、 多少の 不手際が あ るか と思 い ますが 、 これ も、 「不手際 オ ペ ラ ン ト」 と

して 、分析 して くだ さい 。

日本行動分析学会第 13 回大会 （明星大学）

　　　　　　　 凖備委員長　　菅野　衷
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　　　職業行 動の 行動分 析

企画者

司会者

講師

指定討論者

：望月　昭 （愛知県 コ ロ ニ ー発達障害研究所）

山本淳一
（明星大学）

：望月　昭
： 島宗　理 （鳴門教育大学 〉

：梅永 雄二 （日本障害者雇用促進 協会

　　　　　　　　　 障害者職業総合セ ン ター）

：井上 貞郎 （ジ ェ ッ ク株式 会社 ）

：千田　茂 （千葉県立我孫子養護学校）

　行動分析の 応用 と して は こ れ まで 、 障害を持 っ 個人を対象に した機能的言語の 獲得 、 教

科学習の 確立 、 不適切行動の 低減な ど、教育 ・臨床的な 閊題 を扱 うこ とが多か っ た よ うに

思い ます 。

一
方 、 応用行動分析は 、 こ の よ うな個入臨床 の 観点以 外に も、環境問題か らビ

ジネ ス に 至 る まで の 様 々 な社会的課題 に活 用 しうる こ とが主 張 され て きて い ます 。

　当ワ ーク シ ョ ッ プで は 、 そ の よ うな問題 の ひ とっ で あ る 「職業行動」 に焦点を あて 、  

様々 な職業分野で 何が 問題 に な っ て い るの か ？　   現実 に は どの よ うに 対処が な され て い

るか ？　  それ らの 問題 の解決 に っ い て 、行動分析学が どの よ うな貢献を お こな うこ とが

で きるか ？　 な どの 点に っ い て検討 した い と考えて い ます。

　これ まで 応用 の 主 な舞台で あ っ た 障害児教育や 福祉現場 とい うの は 、 行動分析が 導入 さ

れ る まで 、 具体的な職業的行為とそれ に対す る様々 な効 果を 合理 的に 評価す る こ とや 、あ

るい は具体的目標を定めて 作業す る とい っ た こ とす らも不充分で した 。 従 っ て 、行動分析
の 方法が導入 され るこ とは必然的で あ っ た （あ る） とも言え ます。

　しか し一
方、 「利潤」や 「生産量」 とい うきわめて 客観的か っ シ ビ ア な 目標が 定め られ

る企業 な：どで は 、 そ の よ うな結果に よ る、い わ ば
“
ナ チ ュ ラ ル ・コ ン テ ィ ン ジ ェ ン シ ー”

に近 い行動修正の プ ロ セ ス や制度が 、 　（行動分析家が介入す る以前か ら）既 に山 ほ どあ る

の で はな い か と も思え ます。 果た して 、行動分析的方法は、 どの よ うな新 しい メ リ ッ トを

訴え る事が で きるの で し ょ うか 。 また、その よ うな 目標に対 して 、 雇用者 と被雇用者が同
一

の 行動修正 プ ロ セ ス を選ん で 行 け るか 、 とい っ た労 使問題 な ど も想起 され ます 。

　今回は 、 島宗理氏に 、 まず
一

般企業 な どを含め た組織に お け る行動分析的な方法の 位置
づ け に つ い て 、 そ して梅永雄二 氏 に 、障害を持 つ 個人に対する 「職業 リハ ビ リテ ー シ ョ ン 」
とい う作業 にお け る行動分析的 ア プ ロ ーチの 意味な どに っ い て紹介 して も らい ます 。 企画
者の 希望 と して は、行動的手法の 適用 の 事例に とどまらず 、 そ れ ぞれ の 現場 に おい て 行動
的な方法を選択す る 「根拠」 とい っ た もの を どの よ うな形で 表明 し、 どの よ うに 自らの 職
業行動を維持 しえて い るの か 、 とい っ た観点 か らもお話 し願えれ ば と思 っ て い ます 。 そ し

て 、おふた方の 講義に っ い て 、井上貞郎氏と千田茂氏 に 、 そ れぞ れ一
般企業と教育現場で

働 く方を代表 して コ メ ン トを して もらい ます 。

　こ う した 問題 を考え る事は 、 福祉施設の 運営や学級経営 な ど、 こ れ ま で の 行動分析の 伝
統的フ ィ

ー ル ドで あ っ た教育や福祉の 現場に 関 して も 、 新 しく重要な示唆を与え て くれ る

よ うに も思 われ ます 。 企業の 現場や雇用促進 の現場で の現実的な仕事の あ り方とそ の 実践
の 具体的な と こ ろを知 る こ とで 、 これ か ら、自分の 職業領域で 行動分析的方法 を導 入 し 、

根づ かせ て ゆ こ う とす る様 々 な領域の 方々 に 、具体的で効果 的な弁別刺激 とな る ワ ーク シ

ョ ッ プが 展開で きれ ば と考えて い ます 。
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ワ
ー

クシ ョ ッ プ 1　 職業行動の行動分析

　組織行動 マ ネジ メ ン トに おけ る

　　　　　　　シ ス テ ム 的視点
　　　　　 島宗　理

　　　　鳴門教育大学

組織 行動 マ ネ ジ メ ン トと は 〜

　応 川 行 動 分析学 と聞 くと何 を思い 浮 かべ られ ますか ？

　反転 法や 多層ベ ー
ス ラ イ ン 法 とい っ た研究方法 で し ょ

うか ？シ ュ イ ピ ン グや プ ロ ン プ トとい っ た技法 で し ょ う

か ？そ れ とも遅滞児や 自閉症児とい っ た、研究の 対象 と

な る 人達 で しょ うか ？

　紐織 行 動マ ネ ジ メ ン トは、企 業 や学 校 な どの 組織 で 働

く人 々 の 行 動 を、行動 分 析学の 立 場か ら研究する 領域で

す tt応川 行 動 分析’1耋：の 流 れ の
一

つ で すか ら 、 祉会的に価

値の あ る と 思 わ れ る 行動 を対象 と して 、行動 と環境 との

因 果関係 を実験 的 に と らえて い くと こ ろ は 他 の 領域 とか

わ り ませ ん。

　1977年 よ り発 行 され て い る専門 誌、Jouranl　of

Orga ’）izationaB‘thaviorManagement には、強 化や ペ ナ ル テ ィ

な ど 、様 々 な行動的手法 を使 っ て 、勤怠や 生 産性 の 向上

な どの 問題を改善 しようと した研 究が 発表されて い ます。
ま た、こ うした研究 の 成果を踏まえた コ ン サ ル テ

ー
シ ョ

ンが、AT ＆ T
．
や GM 、　 GE な ど、多 くの 企 業 に 導入 さ

れ て い ます 。

れ だ け影響 を及 ぼ して い た の で し ょ うか ？遅刻 を 減 らす
た めに使 わ れ た部 長 の 時間 （コ ス ト）は そ れ に見合うも
の だっ た の し ょ うか ？こ の プ ロ グ ラ ム に嫌気が さ して 配

置転 換や 転職 を考え始め る人 間 は い ない で しょ うか ？遅

刻の 減 少 が 会社 に と っ て 価値あ る もの だ っ た と して 、こ

の 部長 の 管理者 と しての 行動を持続させ る環境条件は 整っ

て い る で し ょ うか？

　紐織行動 マ ネ ジメ ン トで は、ただ 「問 題だ と思うか ら」

とい う理由だけで 行動修正 を行 っ た りは しませ ん。紅織

や 個人の 【
．
驃 の 達成 に イ ン パ ク トの ある 行 動 を選 ん で 、

さ ら に その 行動が 組織 の あ らゆ る レベ ル で 指 示 され る よ

うに環境を操作 します。

先

行

刺

激

会社の レベ ル

後

続

刺

激

　ま た、組 織行鋤マ ネジ メ ン トと は言 っ て も、組織 で実
際 に 観察 ・測 定 され る の は 行動の 所産で ある こ とが 多い

の で す 。 た とえば 、精密部品 を組 み 立 て る動作を 直に 観

察す る の で は な く 、 組立行動 の結果 で ある 部品 を検査 し

ます。こ れ も測定に 要す る コ ス トを最小限 に す る た めの

工 夫で す 。

　さ らに、な んで もか ん で も測定す る の は能 率が よ くあ

りませ ん か ら 、 目標の 達成 に 最もイ ン パ ク トの あ る 指標

を うまく選 ば な ければ な りませ ん 。測 定の 対象 を決定す
る 方法 も組織行動 マ ネジ メ ン トに お ける ノ ウハ ウの 1 つ

で ある と言えま し ょ う。

聖．
’l　　r

ミ

．1
述

シ ス テ ム 的 視 点 と は 〜

　紐 織行動 マ ネジ メ ン トに応川 行動分析学の 他 の 領域 と

異 な る と こ ろ が あ る とすれ ば 、シ ス テ ム 的視点の 導入 で

は な い か と思 わ れ ます 。

　 シ ス テ ム 的視点 の 定義 は 瞹昧で すが、た とえば、次の

よ うな こ と で す 。

　あ る 企 業 の 営業部長 が 部 下 の 遅刻が 多い こ とを気 に し

て、自 ら行動修正 プ ロ グ ラ ム を実施 した と します。毎朝、
自分が

一
番 早く出勤 して 、 部下 の

一
人
一

人 が 席に 着い た

喝燭 を記 録 し、こ れ を壁 に張 りだ した の で す 。 さ らに、
遅刻 した 剖1下 を昼休み に 呼び 出 して 簡単 な 注意 も与えま

した 〔そ うで す 。 こ の 部長は 「ユ分 問マ ネー
ジ ャ

ー
」 を

愛読 して い たの で す）。こ の 結果、部 下 の 行動は 変 容 し、
遅 刻の 回数 は 減 りま し た。

　さ て、こ れ だけ だ っ た ら万 々 歳 。 行動修JiEの 効果を示

す一事例 と し て終 わ りそ うで す 。 で もよ く考えて み ま し ょ

っ n そ もそ も こ の 行動修正 は必 要だ っ たの で し ょ うか ？

　こ の 会社に お ける営業部 の役割 や貨任 は何 だ っ た の で

しょ うか ？会祉 全 体か らみ て、営 業 部 に は どん な成 果 が

期待 され て い る の で し ょ うか ？その 成 果 に 朝 の 遅 刻 が ど

ワ
ー

ク シ ョ ッ プ の 目的

　こ の ワ
ー

ク シ ョ ッ プ で は 、行 動分析学の 基礎 的な概念

（強化 や 3 項随伴性）など をす で に理解 して お られ る 方々

を対象 に、組織 （会社 で も官庁で も学校で も） に お け る

行動の 改革に シス テ ム 的観点を取 り入れ る方法 を学ん で

い た だ きます。

　組織 に お い て行動的手法 を用 い る の に ど うして シ ス テ

ム 的観点が 必要 なの か、ど うす れ ば シ ス テ ム 的観点 か ら

組織 を分析 で きるの か、具体 的 な事 例 を交 えて お 話 し し

ます。

　ワ
ー

ク シ ョ ッ プ の 後 半 で は、参加者 の 方々 か らの 問題

提起 を題 材 に 討論 を進め て い く予 定 で すの で、振 る っ て

ご 参加 下 さい 。
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｝
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職 業 リ ハ ビ リ テ ー
シ ョ ン

1 ．職 業 リ ハ ビ リ テ
ー

シ ョ ン と は

　 リ ハ ビ リ テ
．一

シ ョ ン と い う こ と ば は 医 学 リ ハ ビ リテ

ー
シ ョ ン の イ メ

ージ が 強 い が 、そ の 定 義 を み る と 「リ

ハ ビ リテ
ー

シ ョ ン と は 障害 を 受 け た 者 を、な し 得 る 最

大 の 身 体 的 ・精 神 的 ・社 会 的 ・職 業的 ・経 済 的 な 能 力

を 有 す る ま で ．に 回 復 させ る こ と で あ る 亅 と い わ れ て い

る 。よ っ て 、教 育 リ ハ ビ リ テ
ー

シ ョ ン 、社 会 リ ハ ビ リ

テ
ー

シ ョ ン そ し て 職 業 リ ハ ビ リ テ
ー

シ ョ ン 等 が 存 在 す

る 。そ の 職 業 リ ハ ビ リテ
ー

シ ョ ン の 措 置 と し て 、 佐藤

（IS88）は 次 の よ うな も の が 該 当 す る と 述 べ て い る 。す

な わ ち 、  職 業 リ ハ ビ リ テ ーシ ョ ン の 対 象 と な る 障 害

者 の 把握 を 含 む こ れ ら の 障 害 者 に 関 す る 情 報 の 収 集 、

  職業 評 価 、  職業指導、  職 業 訓 練 、  職 業 準備訓

練 ・適 応 訓 練 、  職 業 紹 介 、  就 職 後 の 障 害者 に 対 す

る 職 場 適 応 ・職 場 定 着 に 係 る 助 言 及 び 指 導 、  事 業 主

に 対す る 職場適 応、職場 定 着 等 に 係 る 指 導 で あ る 。

2 ．職 業 リ ハ ビ リ テ
ー

シ ョ ン の 問 題 点

　職 業 リ ハ ビ リ テ
ー

シ ョ ン の 様 々 な 措 置 は 障 害 者 の 自

立 を 図 る 際 に い ず れ も重 要 な リ ハ ビ リテ ー
シ ョ ン サ ー

ピ ス で あ る が 、、従 来 そ れ ら を 行 う際 に 障 害 者 個 人 に そ

の 対 象 が 置 か れ 、障 害 者 を 取 り 囲 む 環 境 を ど の 程 度 踏

ま え て い た か 甚 だ 疑 問 で あ る。例 え ば 、職 業 評価 を 行

う 際 に 、障 害 者 個 人 の 職 業適 性 、あ る い は 職 業 能 力 の

み に 焦 点 を 当 て る こ と が 多 く 、 そ の 障害者 が 居 住 す る

地 域 や そ の 地 域 内 に 存 在 す る 企 業 な ど の 環 境 的 側 面 を

考 慮 に 入 れ る こ と は 少 な か っ た 。

　 よ っ て 、企 業 が 要 求 す る 課 題 は 個 々 の 企 業 に よ っ て

異 な っ て お り、．そ の 企 業 を 含 む 環境 と障 害 者 との 相 互

作 用 の 中 で 考 え て い か ね ば な ら な い 。

日 本 障 害 者 雇 用 促 進 協 会

障 害 者 職 業 総 合 セ ン タ
ー

　 梅 永 　 雄 二
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ッ テ リ

ー、検 査 器 具 で 行 わ れ て い
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一

っ の IEP
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！

亙
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く 必 要 が あ る 、，職業 リ ハ ビ リテ
ー

シ ョ ン の 各 揩 置 に お

け る 応 用 行 動 分 析 と の 関 連 を 以 下 に 記す。
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シ ェッ ク株式会社

　井上　貞郎

1 ．企業の側面

　企業に おける人の 管理は、会社として の人事、教育
諸制度と上司の 指導、監督の 2 っ の 側面で行われ て い

ます 。 どちらの 側面 に よ り貢献する の で し ょ うか 。

（遅刻 の 例は後者です 。 ）

2 ．既存 の 手法 との 関連

　企業に おい て 、こ の 問題 に もっ とも感心を持っ 人 々

は 、 人事、教育、企画畑 の 入々 で あ る と思われます 。

こ の 分野の人々 はすで に 目標管理 、 品質管理 、 鞠略理
論、合理化理論等さ まざまな手法を知 っ て い ます 。 こ

れ らの 既存の 手法 に 基 づ き給与制度 、 人事評価、表彰 、

教育訓練 ・ 配闘 奐・CI な ど言者制度 の 運用が行わ
れ て い ます 。 既存の手法や 制度を活用 して あるい は改
良 して 行うの で し ょ うか、独立して 独特の手法 で行う
の で しょ うか

。

3 ，評価とフ ィ
ー ド バ

ッ ク

　測定 した結果の 評価基準は どの よ うに して作るか、
結果の フ ィ

ードバ
ッ ク の 形 に は どん な もの があるか、

どの よ うな形で やれば、目標の達成に効果的 に結びっ

くの か な どが 従来の諸手法 の 弱L・点 で あ り、 行動蜥
が 生 きて くると こ ろで あ る と思い ます 。

4 ，導入

　
コ ン サ ル テ ー シ ョ ン、セ ミナー

、 出版など、企業へ

の 導入の ために どん な形が あるで しょ うか 。 企業の内
部、およ び外部 に 導入 の 主体は ど う作るの で しょ うか 。

5 ．大学で の 研究

　
こ の 分野 の 研究は大学で はどの よ うに展開すべ きで

し・ うか ・ 何学部で どん な糎 の 研究者が や る の で し
・ うか ・ ア メ リカ で はど う で し・ うか、躰 で は どう
あるべ きで し ょ うか 。

貅 堂 ’・
高
片
　に おi る　

・
　 me

千葉県立我孫子養護学校

　　　　千田　茂

　1．企業就労を実現する条件
指示や臆 を素直・聞き入れ る ・ とや衡 夢、 返事 、 ｛

報告などが行えな い と・断わ られる理由となる． また、li
周囲の人々 に 不快感を与え る言動は致命的 な結果を も　1
たらす こ とに な る

． しか し、意欲的に 職 且め たり、 、
i

正確 に 最後まで作業を持続で きる場合は 、 か なり能
率が 悪 くて も極め て高 い 評価を得る こ とが で き、そ の　1
他 の 問題を許容される こ とも多い 。 何れ に せ よ、企業　li
側が に の生徒はなん とか で きる」とい う見通 しを実 1
感で き る こ とが欠かせ ぬ 条件となる。　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
2 ・主な鰈 リー ビ リテー

・ ・ ン の寵 　 　 1
　職業訓練 ・準備訓練と して、作業学習が訓練場面と

なる ・ こ れ は ・ 週 4 躙 （1 跏 分間）で あ り、踊
1

的 ・質的な面か ら十分とは言い難い
。 そ こ で 、 企業か　1

らfgO受 けた製品 の 加工作業を週 1 〜 2 日間 （50分単
位）行うとともに ・ 6月と朋 には各々 2 週騨 位の 1
校内実習を 現場実習と並行して 実施 して い る 。 現場実
習は、適応訓練とな るが 、 就労を決定す る入社試験 で

もあ る た め、本校で は 2 年生か ら実施す る こ と と して　 ．

い る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

　職業指導と して は 、 1 年生は実習先の見学会 と校内
実習が主な指導場面となり、 2 ・3 年生は 、 現場実習
が職業指導の 場面 とな る 。

3 ．就労に おける諸問題

1職 雛 拓が難 しい現実にあ ・ て 、希望就労先を想定
した事前 の 職業訓練や適応訓練を実施 しに くい 。 また、
本入の適性や希望に合わせ た作業内容や環境で の 企業
実習も実施 しに くい状況 で ある。

2＞知的障害者の雇用に関して 、 企業側が理解を初め た　　
’

段階で あり、 障害者 へ の 有効な対応 の あ り方を具体的
に伝え る ことは、この時期極め て 重要 と考える。 こ の

点に関 して行動分折的手法は大きく貢献で きる可能性
があると考えるが ・ 教育現場で の こ の 手法に関する理

解は十分で あ る とは言い難い 実状で ある 。

一 4 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Behavior 　Analysis （JABA ｝

ワ
ー

ク シ ョ
・
ソ プ 1

へ 壟 に お｛ る
！

iliy　　堂 の 商

シ ェッ ク株式会社

　井上　貞郎

1 ．企業の側面

　企業に おける人の 管理は、会社として の人事、教育
諸制度と上司の 指導、監督の 2 っ の 側面で行われ て い

ます 。 どちらの 側面 に よ り貢献する の で し ょ うか 。

（遅刻 の 例は後者です 。 ）

2 ．既存 の 手法 との 関連

　企業に おい て 、こ の 問題 に もっ とも感心を持っ 人 々

は 、 人事、教育、企画畑 の 入々 で あ る と思われます 。

こ の 分野の人々 はすで に 目標管理 、 品質管理 、 鞠略理
論、合理化理論等さ まざまな手法を知 っ て い ます 。 こ

れ らの 既存の 手法 に 基 づ き給与制度 、 人事評価、表彰 、

教育訓練 ・ 配闘 奐・CI な ど言者制度 の 運用が行わ
れ て い ます 。 既存の手法や 制度を活用 して あるい は改
良 して 行うの で し ょ うか、独立して 独特の手法 で行う
の で しょ うか

。

3 ，評価とフ ィ
ー ド バ

ッ ク

　測定 した結果の 評価基準は どの よ うに して作るか、
結果の フ ィ

ードバ
ッ ク の 形 に は どん な もの があるか、

どの よ うな形で やれば、目標の達成に効果的 に結びっ

くの か な どが 従来の諸手法 の 弱L・点 で あ り、 行動蜥
が 生 きて くると こ ろで あ る と思い ます 。

4 ，導入

　
コ ン サ ル テ ー シ ョ ン、セ ミナー

、 出版など、企業へ

の 導入の ために どん な形が あるで しょ うか 。 企業の内
部、およ び外部 に 導入 の 主体は ど う作るの で しょ うか 。

5 ．大学で の 研究

　
こ の 分野 の 研究は大学で はどの よ うに展開すべ きで

し・ うか ・ 何学部で どん な糎 の 研究者が や る の で し
・ うか ・ ア メ リカ で はど う で し・ うか、躰 で は どう
あるべ きで し ょ うか 。

貅 堂 ’・
高
片
　に おi る　

・
　 me

千葉県立我孫子養護学校

　　　　千田　茂

　1．企業就労を実現する条件
指示や臆 を素直・聞き入れ る ・ とや衡 夢、 返事 、 ｛

報告などが行えな い と・断わ られる理由となる． また、li
周囲の人々 に 不快感を与え る言動は致命的 な結果を も　1
たらす こ とに な る

． しか し、意欲的に 職 且め たり、 、
i

正確 に 最後まで作業を持続で きる場合は 、 か なり能
率が 悪 くて も極め て高 い 評価を得る こ とが で き、そ の　1
他 の 問題を許容される こ とも多い 。 何れ に せ よ、企業　li
側が に の生徒はなん とか で きる」とい う見通 しを実 1
感で き る こ とが欠かせ ぬ 条件となる。　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
2 ・主な鰈 リー ビ リテー

・ ・ ン の寵 　 　 1
　職業訓練 ・準備訓練と して、作業学習が訓練場面と

なる ・ こ れ は ・ 週 4 躙 （1 跏 分間）で あ り、踊
1

的 ・質的な面か ら十分とは言い難い
。 そ こ で 、 企業か　1

らfgO受 けた製品 の 加工作業を週 1 〜 2 日間 （50分単
位）行うとともに ・ 6月と朋 には各々 2 週騨 位の 1
校内実習を 現場実習と並行して 実施 して い る 。 現場実
習は、適応訓練とな るが 、 就労を決定す る入社試験 で

もあ る た め、本校で は 2 年生か ら実施す る こ と と して　 ．

い る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

　職業指導と して は 、 1 年生は実習先の見学会 と校内
実習が主な指導場面となり、 2 ・3 年生は 、 現場実習
が職業指導の 場面 とな る 。

3 ．就労に おける諸問題

1職 雛 拓が難 しい現実にあ ・ て 、希望就労先を想定
した事前 の 職業訓練や適応訓練を実施 しに くい 。 また、
本入の適性や希望に合わせ た作業内容や環境で の 企業
実習も実施 しに くい状況 で ある。

2＞知的障害者の雇用に関して 、 企業側が理解を初め た　　
’

段階で あり、 障害者 へ の 有効な対応 の あ り方を具体的
に伝え る ことは、この時期極め て 重要 と考える。 こ の

点に関 して行動分折的手法は大きく貢献で きる可能性
があると考えるが ・ 教育現場で の こ の 手法に関する理

解は十分で あ る とは言い難い 実状で ある 。

一 4 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　for 　Behavlor 　Analysls （JABA ｝

ワ
ー ク シ ョ ッ プ H

　　　　日本 行動 分析学会 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ
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b 題提供者

指定討論 者 伊藤正人　 （

阪市 立大 学 ） 井上すみれ（

京女学館 短 大） 伊藤正入

（ 大阪
市

立 大学） 平

恭 一 　（弘 前大学） 坂上

之　（
慶

応 義 塾 大 学 ） 　本ワー クシ ョッ プ は， 選 択行動 研究 の進展の なか で ，特に ，

済学， 生物学 などと の学 際
的

研 究領域 を 形 成 しつ つあ
る

” 不確 実状 況下 の 意 思

定”の 問題 を
取 り上げる． 　心理学で は ， 1950 年代の Luce に代表さ れる 理 論的 研究や197

N 代 以降のTversky ＆ Kahneman らの実 証 的 研 究 に
よ る ヒ ト の 選択行 動 研究 の

れ と，オ ペラ ント条 件 づけ 研 究 から派 生 し た 動 物実験 を主 とし た 選 択 行動 の 理論 的
，

験的研究の流れ がある。しかし ， Rachlin （ 1989 ） の成 書の 出 版を 契 機に，こ れ まで別

に行 わ れ て き たヒ ト と 動物 の 選 択 行 動 研究で 見出
さ

れた 興味 深い 問 題を 新 し い視 点 か

統 一 的に 理 解 しよ うとする新し い流れ が 生ま れ つつあ る．行動分析 の立場 から 重要 と 思

れ る点は，（1＞強 化 随伴性の枠組 みに よ る分 析，（2）比較意 思決定 論の 見 地か ら の分 析

（3 ）対 応 法 則 を 中 心 とす る 理 論的 分 析，

ﾆ い う 三つ の 側 面にまと め るこ とがで き
る ， 　これ までの ヒ ト を 中 心と し た研究 では

架 空の選 択肢を 評価 す る と い う 手続 きが 採 られ て きた が
， 実 際 に 選 択 す る 場合 と 評 価

る だ け の 場合 と で は ，
結

果 が
異

な
る

こと
が指

摘 さ れ てい る ．この た め， ” 評 価 ”と ”選

PJ の 相 違を明
ら かに し， こ れ まで の 研 究 成 果を 再 評価す る う え で ， 強 化 随伴

の枠組みに よる 分 析 が 重 要 な役割を はた す であろう． 　比 較 意思 決 定 論 の見 地か ら は

生物学 における不 確 実状況 下の 採 餌 の 問題 や 経 済
学 にお ける 不 確実 状況 下の 投 資の

題 で見 出 されてい る ， 不確 実 な 選択肢を 避 け る （リ ス
ク

嫌 悪 ） という現象が 重 要な 手

かりと な る
， こ の 事 実は， ヒ ト や 動 物 が 確率的 事 象 を ど のよ うに 捉 え ， こ れ に ど う対

す る の か と い う 問 題に ついて 共 通 の機制が 働 い て いるこ と を示 唆し て い る．
こ の問 題に

する ヒト と動物 の共通 性 や相 違 を明

かにす るこ とは， 慧思浹 ： 定研 究
の 深化 に必 要 不可欠 であ る ． 　対 応 法則 を 中心

する理 論 的分 析 は， 巨 視 的 過 程と微 視的 過 程 あ るい は 対 応関係 と 最 大 化 過 程など の意

決定 の基礎 となる過程につ いて様 々 な理 論の 分化と 統合 の場 を 提 供し ， 心 理 学 ， 生 物

， 経済

にま た
が

る 学 際 的 研究 領域を 統 合 する理論 化への契 機と なるで あ ろ う． 　 本ワ ー

シ ョ ッ プで は，こ の よ うな 点に 関 連 す

話題を

供し，意思決定研究の現状に ついて理解を深めたい と考えている． 　文献 　Rachlin ，　H ．（ 1989 ）、」4clgment ， 　decision ， 　and　c

ice ：Acognitil ／e！behaviora

@s ．

thesis 　 　 W ． HFrccman 　 and 　
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ワ ー
ク シ ョ ッ プ H

応 用 的繍 か らの 不 膿 状況 に お 1ナ腿 択 行蜘 究
　　　　　　　　　　　　　

一一
医療 場 面及 び 高齢者 の 選 択研 究 に つ い て

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非 J．1 すみ れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京 女学館 短大 ）

　　 意志決定理諭の 系 譜 に 基づい た 不確奨状況下 の選択

　　研究で は社会的応用 を念頭 に具体的場面を用 い た研究

　 が 多 く行われ て い る （例えば経営 に おける意志決定、

　 医療場函」、原発
・
地震等の 災害 ・事故等）。本報告で

　 は、応用的研究として これ らの うち医療 に関わ る選択

　 研究を取 り．ヒげ る。次に今後さらに重要性が増すこ と

　 が 予想 され る 高齢者 の不確実状況で の 選択行動 に 関す

　る従来研究を紹介 し、最後に問題点の整理を行 う。

　　尚、本稿で は広義 で の不確実性 （uncertainty ）、すなわ

　ち確率が 定義される場合 （従来 の リス ク ）まで 合めた

　用法を採用 し、具体的に は主 に確率が 既知の 場合を扱

　う。また、本 報告で は行動 分 析の 立場に 限らず、認知

　的立場 も含め広範 に研究を紹介し、問題点を考えた い 。

　」雌 ’　い
厂
悉蟇

」
三
11

心 　　o．lt

　　認知的意志決定研究 の 中で 医療場面を用 い て検討 さ

　れ て い る 主 要 課 題 の 1 つ に 、 T 　versky ＆ K

　
ahneman （ユ981）が 明らか に した枠組み効果（    謡 瞭 ）

　が あげ られ る．彼らは 「ア ジ ア の疾病問題」 とい われ

　る問題を用 い 、内容 的に は等価で も表現 （利得か損失

　か ）に よ り回答者の 判断が 異なる こ とを示 し、期待効

　用埋 論 か らの 逸脱を指摘した。こ の 効果 は プ ロ スペ ク

　ト理論か らは参照点（referenoe　point）の変化として説明さ

れ て い る。近年で は この 枠組み 効果 につ い て、さらに

　応用性 を意識 した 選択場 面を用 い．て検討 され て い る

　 （R畑 sh ＆   d瓜19釣 など）。これ らは 、被験者 に 患

者の 立 場を想定させ 、手術 か 穏健治療か とい う選択肢

をそ れ ぞれ の リス ク　（成功確率と成功 した場合の 期 待

生存年など）と共 に 呈示す る方法 が用 い られ、や は り

櫞 且み 効果を確認 し て い る。以 上 の ような研究 の 問題

点 と し て は、まず認知的意 志決定研究の 共通問題 で あ
る 判断（judgrnent）と選択 （dlome）行動との か い 離の 可能性

が あ げ られ る．また医 療場晦の よ うな生命に 関わ る 問

題 の場合、患者の 立場を想定する 手法で は現実場面と
の 重大性槻 なる点や被験者が 大学生で ある場合が 多
い こ とか ら、余命が 強 く関与す る との よ うな課題が 実

場面に適用 で きるか 疑問が 残る。

　実際 の 患者 に選択を求め た研究 は あ ま り見られ な い

が、McNeilらの 研 究（1978）で は肺癌患者 に、手術か 放射
線治療か の選択を行わせ、後者の 生存年数を変化させ
て二 選択肢間が つ り あう点をもとめ る方法を繰 り返 し

　　て効用曲線 を求め た。そ の 結果、患者
’
が リス ク 回避傾

　　向に ある こ とを示 して お り、興 味深い。

　　2．　
く醪 1’」

　こ　卦　　賞　　 の
”
　「 1’2・V

　　　高齢者を対象とした研究で 関心 の 焦点 の 】つ となっ

　　て い る の は リス ク回 避 （risk−averseMq
’
向の チ｝無 で あ る。

　　
70 年代後

’
1をに O   n ら（】978など）は CDQ （Q ］otre

　　
Dtemnma

　Questonnaire）等い くつ か の 方法を川 い、高齢

　　者における リス ク 回避傾向 （彼らの 言 う（nutOusness ）

　　の有無につ い て
一．・
連研究を行っ て い る。 しか し、結果

　
に 一

貫性が なく、また〔nutOusness 概念そ の もの の 曖昧

　さの 問題か らこれ らの 手法 に よる検討は あまり見られ

　なくな っ て い る・一
九 近年で は 異なっ た方Zkl、 よる

　ア プ ロ ー
チが みられ る。たとえば Greenら（1993）は選択

　
に時聞を導入 し、高齢者は 子供 ・

青年に 比 べ 遅延報酬

　
に等 しい と判断され る直接報酬の 割引率が 最 も小さ い

　 こ とを明らか に して い る。

　　以上 で はあ まり扱われ て い ない が、高齢者を対象と

　した選択行動の 特徴 的な問題 として、選択そ の もの に

　対する 拒否が あげられ る．高儲
’
に とっ て は 与えられ

　た選択肢の 性質よりも、む しろ強 制的に 選択を迫られ

　るこ と自体が 大きく作用 し てい る 可能性 が あり、こ の

　点か ら、むしろ選択 をしな い 、とい う 「選択」 を含 め

　て選択行動を考え る必要性が あろ う。

遡

　
G 「een ・L ・Fry・A ・F・＆ M … s・・，J．・1994・Di、c。un 、i、、

°fd ・1・y ・d ・
『
ewa ・d・．a ［ife−span 　 c。 mp 。，、s。 ，．

Ame ・1・ a ・ P・y・h。 」・9 ・cal・S・c・ety，5，1，33．36，

　
McN ・ii・B　J・e ・ ・L 丘978　F・IJ・cy ・・ f・・he　 five−yea ，

su 「vivat 　in　lung ・a ・ce ・．　TheN ・wEngl 、，d　J。、 mal 。f
Medic）ne ，299，

25，1397−1401．
Okun

・
M 　 A・Si・g】・・，I　C ＆ G ，。，g ，，LK ．1978

Cauti。… ess　and ・e・b・1　 lea，ni 。 g　m 　ad 、1、h。。d．
J° … al ・fG ・… t・ 1・gy，33，1，94−97．
R・ba・h・J　M ・＆ R ・・ di・，P・A 、］989　Th ，　f，ammg

heuristic　i・fi・enc ・ 」・dgm ・nt・ ab 。 u ・ y。 、 ng ，，
　a 、 d

° ide・ ad ・lt・’・deci・i・ n　t。 ・efuse 　m ，dica］．、reatm 。nt．
ApPli・d　C。 9・itive　Psy・h。 1。gy，3，17］．180．
Tve「sk ・，A・＆ K ・hneman

，
D ，　 1981　The　f，ammg 。f
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動物 は確率を推論 で きる か

　　　　　　伊藤正 人

　　　　 （大阪市立 大学）

笙傾

師

垢

聯

聯

9

課

蛛

九

る

択

酬

い

と

に

れ

れ

の

め

9

f

　 動物 が確率 的事象 を どの よ うに 捉える

の か とい う問題 は
， 心理学 で は Bl・unswik

dg3g ）の 研究 を始 め とす る，い わゆ る確率

学 習の 分野で 扱 わ れ て きた ．一
般 に ，設定

され た確率と推 定され た確率 とが
・一

致する

確率対応現 象や 強 化確率の 高 い 選択肢を専

ら選ぶ とい う最大化現 象が 起 きる こ とが 知

られ て い るが ， よ り複雑 な状 況下の 確率的

事象の 推論 に つ い て は ほ とん ど検討 され て

い ない 。

　Tversky ＆ Kahneman （
．
［．982）は ，

以 下の

よ うな
”

タ クシ
ー

問題
”

と して 知 られ て い

る複 合的確 率事 象の 推 論 をヒ トを被 験 体 と

して 検討 して い る ．

　 あ る夜，タ ク シ
ーが 当て 逃 げ を した ，こ の 地域

で は，緑 と青 の タ ク シ ー会社が 営業 して い る．以下

の データ が与え ら れ て い る ．

（1）こ の 地域 の タ ク シー
の 85 ％ は 緑 ，L5％ は 青

で あ る ．

（2 ）目撃者は，その 車が 青
’
で あ る と した．裁判所

は 目 撃証言 の 信頼性 を テ ス ト した 結果，目撃者が 二

つ の 色 を正 しく同定 で きる の は 80％ ，誤 っ て 同定

す る の は 20％．で あ る と 結論 づ けた．

事故を起 こ した タ ク シ
ー

が緑 よ りも青 で あ る 確率
は い くらか ？

　こ の 問題 を解 くに は ，青と同定され た タ

ク シ
ー

の 数 の うち，正 し く青 と同定 され た

タク シ
ー

の 数の 割合が わ か れ ば よ い ． こ れ

は
，

ベ イ ズの 定埋 を使 っ て求 め る こ とが で

きる ．こ の 答 えは ，0．4／で あ る ， しか し
，

多 くの 被験者 は
，　 （／）の デ

ー
タを無視

し，　 （2 ） の 信頼度 （0．8） をそ の 答 え と

して 報告 したの で ある ． こ の 事 実は ，基礎

生起比率無視 に よ る推 論 の 誤 り （base．rElte
c・1’ro ビs）と呼ば れて い る ．

　動物 にお い て も，複 合的確率事象の 推論

が 可能か否 か は興味あ る 問題 で あろ う．こ

の 報告は ，ハ トを被験 体 と して ， タ ク シ
ー

問題 と類似 した 場面を遅 延 見本 合わせ 課題

に よ り構 成 し ， 複合 的確率事象 を確 率論 の

知識 を もた ない ハ トが 経 験 か らどの 程度推

論で きるの か を検討 した もの で あ る ．

　見本刺激 （赤 と緑）の 生 起頻度 を二 条件

（p
＝ 0．9 とp

＝0．7）設 け ， 正 しい 比較刺激の

位櫃 （左か右）を知 らせ る 情報刺 激 と して

垂 直線 を比 較刺 激 呈示直前 に呈示 した （た

だ し，信 頼度0，8）． lLi60 試行 で 1．4E，1問
の 訓練後 ，見本刺激 を呈示せ ず に 情幸艮刺激

と比較刺 激 を呈 示 す る テ ス トを行 い ，生 起

比 率の 少 ない 刺激 が どの 程 度選択 され るか

を調べ た 。

　こ の 結 果 ， 図に 示す よ うに
， p ＝ 09 の と

きの 少 ない 刺激 の 選択 率は 0．29
， p ＝ 0，7の

と きはα 46 で あ っ た ．各条件の ベ イ ズ の 定

理 か ら求 め た理論値 は ，〔〕．31 （p
＝0．9） と

0，63 （p ＝ O．7） と な り， p
＝0、7条件で は実測

値 と理論値 の ず れ は や や大 きい が p
＝O．9条

件で は概 ね・一
致 した ． こ の こ とは， ハ トに

お い て も，経 験 か ら複合 的確 率事象の 推論

が 可 能で ある こ と を示 して い る ． また ， ヒ

トの 場合 もこ の よ うな経験 に よ り， 推 論の

誤 りを回避する こ とが 可 能で あろ う．
　 　 　 1
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選 択 行 動 の 微 視 的 分 析 に っ い て

　 平　 岡　 恭 　一

（弘前 大 学 教 育 学部 ）

　　 　　　 　　 ユ．．還択 行鋤 の 諸 理 論

1 ）巨視 的 分 析 の 立 場

　
・マ ッ チ ン グ 理 論 （aatching 　 theory ）

　　 　　 e ．9．，　Herrnstein （1970 ）

　　 『遡 択 肢 の も っ 価値 （強 化 ） の 比 と 行 動 の 比 が 一

　　　致 す る よ う に 、行勸 を 分 配 す る 。 』

　
・巨 視 的 最 大 化 理 論 漢 た は 鍛適 化 理 論

　　　 （囗 olnr 　mftxi ロizing 　or 　opti 国 ality 　theory ）

　　　　 e ・9・，　Rachlin ，　et 　a 且．（1981 ）

　　 『す べ て の 選 択 肢 を ま と め て 全 体的 画 値 （効 用 ）

　　が 最 大 に な る よ う に、行 勦 を分 配す る 。 』

2 ）微 視的 分 析 の ．立 場

　 ・微 視的 最 大 化 理 論

　　　 （moasentary 　maxi 甌 iZing 　theory ）

　　 　　 e ．g ，，　Shimp （1966 ）

　　
『選 択 時 （瞬間 ） に 顴 値 （強 化確率 ）の 高 い 方 の

　　 邂 択 肢 を 選 ぶ 。 』

3 ＞ 中 間 的 あ る い は 分枡 の 水 準 と 無 関 係 な 立 燭

　
・
　改 禦 ヨミた 仁ま逐 次 改 良 理 論 　（meliorat ，ion 　theory ）

　　 　　 e ・9・・　］lerrnstein 　＆　Ψaughar5 （1980 ）

　　 『選択 肢 毎 の （local ） 強 化 率 （rate 　 of 　 rein −

　　fercement ） が 等 し く な る よ う に 還択 す る。 』

　　　こ の 理 論 は 、比 較 的短 期 間 で の 鉛 ca1 強 化 率 の

　　変 化 を 考 慮 す る の で、微 視 的 立 煽 に 含 め ら れ る こ

　 　 と も あ る。

　
・誘 因 理 鍮 　 （Killeen ， 1981 ）

　　『連 続 し て 与 え ら れ る 強 化 に よ る 賦 活 作 用 の 影 響

　 が 平 均 化 され て そ の 後 の 行 動 レ ベ ル を 規定 す る 』

　
’
　報 酬 追 跨 モ デ 丿レ　　（Horner 　＆　Staddc）n ，　1987 ）

　　『個 々 の 強 化 や 非 強 化 に よ っ て 、反 応確 率 が 一定

　 量 増 減 す る と 仮 定 し、 こ の 過 程 の 連 続 を 統 合 し て

　 行 勦 を 予 測 す る 』　 Bush ＆ Mosteller （1955 ）の 數

　 学 的 モ デ ル に 墓 磯 を も っ 。

　　　　　　　 2 ・微 視 的分 析 の 慧義

1 ）データ の 群 細 な 分析 が 出 来 る。

　　伽 の 反 応 が そ の 瞬 間 に 働 い て い る 強 化随 伴性 に

　ょ っ て 、ど の 撤 に 規 定 さ れ て い る か を明 ら か に す る。

　　行 動 の 体 制 化 （構 造 化 ） の 問題 に 接 近 す る。
2 冫 巨 視 的 行 動 の メ カ ニ ズ ム を提 唱 す る。

　巨 視 的 行動が ど の 様 に し て 生 ず る の か を 明 ら か に

す る。例 え ば マ ッ チ ン グ 法 則 は、よ り 微 祝的 な 過 程

（微 視的最 大 化 な ど ）を平均 し て 生 じ る もの で あ り、
い わ ば 副産 物 で あ る と 主 張 す る。ま た、巨祝 的 最 大

化 は、微 視 的 適 最 大化 と 完 全 に は一
致 し な い が 、近

似 的 に 説 明 で き る 場 合 が 多 い 。
や hill − cli 曲 ing

　　　　　 3 ．微視 的分 析 の 現 状 と 問題 点

1 ）微 視的 強 化 随伴 性 に よ る 制 御 と 行鋤 体 制 化 に っ

　 　 　 い て

　
’生 活 体 の 行働 は 微 視 的辭 性 に か な り敏感 で、知

　　全 で は な い が 良 く こ れ に 制御 さ れ る e 　　（e ．g．，

　　Shi 田 p ，　1966 ；　Silberberg ，　et 　al ．，　1978 ）　　　　　．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　
・反 応 の 系 列 を 強 化 す る と、そ の よ う な 系 列 パ タ ン 1

　　が 形成 され、 こ れ が 概能 的行勵単 位 と な っ て マ ッ
．

　　チ ン グ 法 則 に 従 う ◎ 　　（Shi 日p ，19B2； Fetter 日an ・

　　＆　Stubbs ，　19B2 ）

2 ） 微 視 的最 大 化 は 巨 視 的 マ ッ チ ン グ の メ カ ニ ズ ム

　　　 に な り うる か

　
・肯 定 的 ； Shimp （1966 ）…系列統 計 量

　 Ilinson ＆ Staddon （1983）…ス イ ッ チ ン グ ラ イ

　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 ン 分 析

　
’否 定 的 ： Nevin （1967）；Heymen（1979）；Wi ｝liaas （19

　 85 ） …マ ッ チ ン グ が 生 じ て も、微視 的行 勣 が 明確

　 に 表 れ な い 。

　　 Williaos （1991 ．1992 ＞…試 行闇 閣 隔 （反応 の 間

　 の 時 間 ） が 短 い と、先 行 寧象 の 記憶 が 働 い て 微枴

　 的 行 勵 が よ り 明 ら か に 表 れ る。 し か し 巨親 的 行 動

　 は、試 行 間 閻 隔 が 長 い 方 が マ ッ チ ン グ に よ り 近 く

　 な る。

　　 　　 　　　 4 ，新 た な 研 究方 向

1 ）巨 視 的 立 場 と の 関 係

　　巨 視 的遇 程 と、微 視的過 程 が ど の 様 ぼ 相 互 作 用 し

　て 選 択 行鋤 を規 定 す る の か 。

　
・微 視 的過 程 が 巨 視 的 過程 を 説 明 す る 。

　
・二 っ の 過 程 は 補 足 的 関係 に あ る。

　
’
　 　 〃 　 　 拮 抗 的 　 　 〃

2 ）微 視 的最 大 化 理 餘 以外 の 微祝 的 行 動原 理

　
’h
’in−stay ，　 lose −shift 行 動 の 役剤
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1　 目　的

選択行動の生起に及ぼす活動報告の効果　　　　 i
　　　　　　　　 − 一璽度知白郷章害児の 余暇技能の促進一

　　　　　　　　　大 石 幸 二 ＊ 　・小 林 重 雄 ＊ ＊ 　　　　　　　　　　　　 1
　　　　 ＊　筑波大学心身障害学研究科 ・＊ ＊ 筑波大学心身障害学系　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ れ らの アイテム の選定にあたっ ては母親と対象児の 1
　選択行動を生起させ るためには、 ］）選択肢及びその

随1判生の弁別、2）選択機会の弁別が必要な条件 となる 。

平素、選択技能の行使機会を十分に与えられて い ない

障害児 ・者の場合には、2）が困難な場合があ り、選択

行動の 末学習がさらに1）を困難にして、結果として 「

選べ な い 」 、

「選ぶ とい うこ とが分か らない 」 とい う

鶸態が 生じるこ とが考えられる （Datしilo　and 　Rusch

，tg＆r
，〉。

　そ こ で、本研究では、Sigafoods　e
’t　aL （1989）の

所見も参考にしっ っ 、活動報告訓練の 実施が活動選童尺

と そ の 従事にどの ような影響を及ぼす か にっ い て検証

する こ とを目的とする 。

2　方　法

　1）討象児 ：公立養護学校小学部 （第 4学年）に在籍

する生活年齢 9 歳 6 か月の重度知的障害児 （精神年齢
2 歳 6 か月 ： 全訂版田中ビネー式知能検査による）。

こ とばがな く、要求や報告は発声にて行う 。 選択技能

は、2対提示の 場面で 、上踵爻する刺激間の差が質 ・量

ともに大きい場合は表出可能だが、それ
・
もスク ワプ ト

化された場面になる と選択場面を弁別できずに、表出

が困難となる 。

　2）鬮登悠．場面 ：平成6年 6月か ら同年 12月まで の約

6 か 月間、丁 大学の 個別訓練室 （3m × 3m ）にて 、

誹10分間の実験場面を設定する ，，室内に は音楽鑑賞、

、鋤 報告、課題従事の 各コ
ー

ナーに机 1台と椅子 2脚
をそれ ぞれ酎置する 。 音楽鑑賞用の カセ ッ ト・デ ッ キ

とテープおよび課題教材がそれぞれ の机の 上に セ ッ ト

され 、 こ れ らは対象児力腫 用 可能の状態とする 。 また

対象児と言川隙 者および聴 き手の 3 名が入室して、課題
→ 報告→ 余暇 （音楽テ

ー
プ鑑 賞）→ 報告→ 課題とい う

順に従 っ て セ ッ シ ョ ンを進め る 。 なお、本報告で は、
教授課題従事後の   休み時間に行う余暇活動 （1分 ）

と  その 活動報告、そ してそれに続く  活動選択の場

面を対象 とする 。

　3）余暇灘 場面の選定豊漬動報告 ： 2対の刺激提示
場面で 、好みの活動を査定す る 。 鮒 尺は、ビデオテー

プ （視聴）、音楽テープ （鑑賞）、 ビード （作業）、

絵本 （鑑賞 ）の 各ア イテムを18回ずっ 提示 して行う 。

通う学校の先生か らの聴取を参考にしてい る 。 結果は …

音楽テ
ープの選択率が杠樹的には高く （霜田 ・大石，

1995参照）、実験場面ではクラ ッ シ ッ ク音楽と童謡を 1

用意する （と もに約 100拍で ，好みだと指摘され る ）。i
い っ ぽう、余暇勵 （扮 間）終了彳舞 瀰 酷 の ｝

コ
ー

ナ
ーvxff き、その場で聴 き手の 「何を したの ？ 」 i

とい う質問に応答する （窮 2 フ ェ イズで 写輿カードを 1
導入するまで は ， 発声 の み による活勳報告 ）。 こ れに

「

対して聴き手は 「ふ一ん、そ うなんだ。教えて くれて

あ りが とう。」 と返答する （写真カード導入後には ，
l

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L
報告内容に誤 りがある場合に修正を行う）。

　4）従属変数 ：  選択行動 （余暇活勣場面で 2種類の 1

音楽テープの うちどちらを選ぶ か とい う選択率）、  1
操作行動 （音楽．鑑賞コ

ーh一
で の ，訓練者の指示なし ｝

で の カセ ッ ト・デ ッ キの自発的な操作の生起率．なお …

操作技能は既有 ）、  微笑行動 （音楽鑑賞中の楽 しむ ・

行動の 生起率．微笑みなが ら ， ある い は音楽へ の同期 ・

も随伴させなが ら ， コーナーに着席σ）状態で テープを ；

聴く行動）を活動選択と活勸従事に関する従属変数と
1

する 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i
　5）記鬮 盥i ：ビデオ録画により、記録テープを

：

行動観察し、  i鑞尺行動 、  操作行動にっ い て は事象

記録 （〔Dでは選択内容，  で は自発操作の 生起の有無）・

を 、   微笑行動にっ い て はイ ンタバ ル記録 （10秒 1区 、

間の イン タバ ル内で総計6秒以上 の微笑行動の 生起の
1

有無）をそれぞれ行う。

　僑頼性にっ い ては、各フ ェ イズ 」セ ッ シ ョ ンずつ を

抽出して （25．0％ ）、2者間で独立 に行動観察を行う。…
  選択行動および  操作行動にっ い ては 100％の

一致 ｝

率、　（3）微≦絎 重吻群：っ レNてcζま、　89，6％　（83．0 −^　100．0％）2

の
一
致率を得て い る。

　6）ftE．t ＞＿esgW ゴ生：  ベ ースライン 、   活動報

告訓練、  活動選択プローブのフ ェ イズを配置する 。

　¢ 　 ．写真カー ドは導入せず、発声にて 、

活動報告を行い 、カセ ッ ト・テープの 実物を選択する。
1

　（2讎 設告訓線．写真カー ドを導入 し 、 指さしにて

「

活動報告を行い
、 カセ ッ ト ・テープの実物を選択する 。

　（鑞 1選紅 旦＝ グ，写輿 カードを導入 し、指さし
’

にて活動報告を行い 、同一
の写真カードにて選択する 。
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3　結 果

　D音楽テープの選択 ： Fig．1によれば、音楽テープ

の 選択率は、ベ ー一；Z ラ イン期ではクラ ツ シ ツ クと童謡

の 間で差がない （平均55・0％ と45・0％）が
、 活動報告

訓練期で漸次分化し始め （平均7〔〕・9％と29．1％）、活

動選択プローブ期で偏好が示 されて い る （平均88．9％

と［L1 ％）。 こ の間の選択様相は、セ ッ シ ヨ ン 5 まで

は交替反応が優性を占めて い る 。 また選択後、即時に

物晶を提示せず 、 再度、 選択機会提供する場面では、

セ ッ シ ヨ ン10以 降、 同
一
物品の再選i尺が可能となっ て

い る 。 さらにこのフ ェ イズで は、写真に部分的 にしか

写 っ てい ない部分の指さし、音賜 黨 コーナーの方を

微笑みな が ら指さす行動が観察されて い る 。

　　　　ベ 一スライン　　　活動｝瀦
・
　　

・
髑 豁尺

　100
　　88
　　　 　 LFV

臠 40 　 臠
A 　　　　 　　　　A

馨20 　 遣

　　0
　　　 12345 　 　　 1｛〕　 セッション

F喀．1　音楽テー・ブ選択率と活勁再巡択の生1起率

　2）自発的な機器操作と微笑行勁 ：Fig．2 によれば、

自発的な操作行動の 生起率は、セ ッ シ ョ ン 7 以降、

100％の 生起率を示 し 、 余暇活動場面になれば 、 自分

で音楽をかけられるようにな っ て い る 。

　い っ ぽう微笑行動は 、
ペ ースライ ン期で平均 12．9％ 、

活動報舗 1「鰊期で平均 9．8％．、活動選択プ ローフ期 で
、

ド均73．1％と、本研究で定義して い る 「音楽を楽しむ

様子」 は、写真カードによる選択を導入するまで 1監起

して い ない 。

leo
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nv　60
柵 40
　

§20

　　0
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圃 圃→圏
一
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微 笑

作 圏

笑 ▽

　1　2　3　4　　5　　　　　　　　　　　10　　　　　セッション

Fig．2　操作行動お よび 微笑行動の 生起率

4　考 察

　嫌悪的な活動 と好みの 活動 との 間の選択 と異なり、

刺激間の 質的 ・量的差異が低い とき、選択すべ き刺激

を弁別する必然性は乏 しい状態にある，， 本研究の活動

報告講 束では、正確な報告が訓練者により要請される

こ とから．従事する活動内容と写真の対応づ けが必要

となり、、それが今度は活動選択の 文脈に組み込まれる

こ とで 、

「何をするの か 」、 「何をした い のか 」 が よ

り明確になるもの と考えられ る 。 こ の 点に つ い ては 、

Slgafo〔船 et　a1．（1989）が タクトか らマ ン ドへ の転

移の問題として試みてい る 。 本研究では、  活動酷

（ダ ク ト）により、随伴1生に対する弁別が促進されて

い る 。 そ して 、   活動報告 （タ ク ト）に用 い る写真 （

表象／ラヴ ェ ル ）と余暇選択 （マ ン ド）に用 い る写真

を同一
にするこ とで、、随伴性と好みを表瑚する選択肢

との聞の対応づ け （マ ッ チ ン グ〉が可能とな っ て い る 。

さらに、写輿とい う媒体により実物が 目の 前にな い場

合の選択や再選択が可能とな っ てい る t， 以上か ら、．選

択行動の生起に及ぼす活動報告の効果として、随伴性

を弁別 ・予測して 、 選択肢と しての 同定を補完する働

きが考えられ、こ れが還択機会の提供 とい う文脈に紺

み 込まれるとき、 璽度知的障害児であ っ ても、還択行

動の生起を援助するこ とがで きるもの と考えられる 。
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ヒ トの 選択行動 に お ける セ ル フ コ ン トロ ー ル と衝動性 （1）
　　　　　　選択手続 き と動機 づ け手続 きの 検討

　　　　　　　　　　　　　伊藤正 人

　　　　　　　　　　　 （大阪市立大学）

戸

　ヒ トは ，す ぐに も らえる 強化量 の 少ない

選択1皮と後で もらえる 強化量 の 多い 選択肢

が 与え られ た と き， どち ら を選ぶ で あ ろ う
か ？ ・一般 に ， こ の よ うな強 化量 と遅延時

間の 二 次元か らなる選択肢 間 の 選 択状 況 を

セ ル フ コ ン トロ
ー

ル 1巽択場 面 （gelr ・contr ’
o ［

paradigm）とい う．す ぐに もらえ る少 な い

強化量 の 選択 は衝動性 と呼 ばれ ，後で もら

える 多い 強化量 の 選択 は セ ル フ コ ン トロ ー

ル と呼 ば れる ．

　こ の セ ル フ コ ン トロ
ー

ル 選択場而で は
，

強化量 と遅延時問の 相互 関係 ，すなわ ち二

つ の 次元 の 結合規則 と各次元 に対 する主観

的評価が 選択肢 の 価値 を決定す る 上 で 重要

で ある ． こ の 場面 の 選 択行動 を記 述で きる

モ デ ル と して （1 ）式 の よ うな拡 張され た
一一一

般対応 法則が 知 られ て い る ． こ の モ デ ル

は
， ．ヒ記 の こ つ の 側而 を定式 化 した もの と

い える．

告一k〔器ゾ〔罸 ．（1）

た だ し
，

B は 反応 ，　 A は 強化量 ，　 D は 遅 延

時間 をそれ ぞ れ表す． Sa とSdは 強化量 と

遅 延時 間 に対する被験者の 感度 （主観的評

f紛 を表す ． kは ，
一

方の 選択肢 へ の 偏好

を ， 添字は二 つ の 選 択肢 を表す．

　本研 究 は
，

ヒ トの 選択行動 に お け るセ ル

フ コ ン トロ
ー

ル と衝 動性の 問題 を検 討す る

た め の 基 本的実験 方法の 確立 を目的 と して

い る ． こ の た め ， まず，強化量 と遅 延時 間

に 関す る 選好に 及ぼ す 異 なる選択 乎続 き

（自由選択 と強制選択 ） と動機づ け手続 き

（金 額減少の 有無）の 効果 を検詞 した．

　　　 　　　　 方 法

被験者 ：人学生 8名 （男女各4 名） を 自由

選択群 と強制選択群の 2 群 に分け た ．

装置 ：反応検出用 タ ッ チ パ ネル を装着 した

14 イ ン チ 型 デ ィ ス プ レ イと実験制御用パ ー

ソ ナ ル コ ン ピュ
ー

タ ．

手続 き ：実験 は
，

ベ ー
ス ラ イ ン 条件 ， 強化

量 と遅延時 間条件か らな り，各条件の 実験
セ ッ シ ョ ン は 20分 で あ っ た．

　教示 ：被験者 をデ ィス プ レ イの 前 に着席

させ て か ら実験 に つ い て 以下 の よ うな最小

限の 教 示 を与 えた．

　
”

こ れ か ら反応 に応 じて 金額が 増える

ゲ ーム を して もらい ます ．その 金額は
，

デ ィ ス プ レ イに XX 円の か た ちで 表示 され

実験終了後 あなたに支払わ れ ます． ユつ の 　 1

実験 は 20分 で 終 了 します ．金額 を増 や す最

も良い 方法 を考 えて ，金額 をで きる だ け増

や して 下 さい 。
JI

　伺時選択 手続 き ：選択期 と結果受容期か

らなる 並立 連鎖ス ケ ジ ュ
ー

ル に よる 同時選

択場 面 を用 い た．選択期 で は，左右 に 反 応

用 の 白色 の 円 と中央 下部 に 完了 反 応用の 小

さい 白色の 円お よび カ ウ ン ターが 表示 され

て い た ．こ の と きの 左 右 の 円へ の 反応 に 基
づ い て 選択率 を求め た． こ こ で は ，定 間隔

（VD 強化 ス ケジ ュ
ー

ル に よ り結果受容期
へ 移 行す るが

，
こ の 時，選択 さ れ た 白色の

円が 黄色 また は青 に変 わ り， 他方の 白色の

円は消 えた ． こ こ で
一一一

定時間経過 （遅延時

間） 後に 強化期 へ 移行 した．強 化期 で は ，
中央下 部の 小 さい 白色の 円が 3秒 間赤色に

変化 した． こ の 赤い 円に 対する 反応 （完了

反 応）毎に 得点 （強化量 ）が カ ウ ン ター
に

加算 され た ．左 右の 選択肢 で 遅延時 間が異
なる場合，短 い 遅 延 時問後に タ イ ム ア ウ ト

を挿入 した ． タ イ ム ア ウ ト中 は カ ウ ン タ
ー

一12 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　ServlO 俘



The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Behavior 　Analysis （JABA ｝

自由

した

パ ー

旗化

実験

着席

寝小

る

れ

つ の

す最

け増

か

選

応

小

れ

基

隔

期

の

の

時

，

に

了

に

異

ト

…

切

痔

反

の

さ

に

捌

容

色

色

延
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一

が

ウ
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以 外は画 面一．ヒか ら消えて い た ， こ れ を 1 試

！コ
：

と し，
2〔〕分で 約 40試 行前 後行 っ た ．

　強削選 択 と 自由選1択条〃・ ：選択 手続 きの

要因は個体 間要口くと して ，被験者 を 2 群 に

分けた ．強制選択 手続 きで は ，単
一一・

の VU5

秒 ス ケ ジ ュ
ー

ル を用 い ，強化可能状態を左

右の 選択肢 に p
＝O．5の 確率で 割 り当て た ，

こ れに よ り， 選択反応の 偏 りとは 独立 に 左

右の 選択 肢の 受容回数を等 し くで きた ．白

由選択手続 きで は，二 つ の 独立 なVBO 秒 ス

t
」

’
ジ ュ

ー
ル を用 い た ． しか し，

い ず れ の 手

就 きに お い て も，最初 の 4 試行 は 強 制選択

．lr：し ，
左右の 選択肢 を 2 回ずつ 受容す る よ

うに した ．た だ し，こ の 4 試行 の デ
ー

タ は

選択率 の 計算の 際 に 省 い た ．

　 」励挺づ け手続 き ：金額減 少の 府 無 は被験

者内要因 と して ， 自山選択 手続 きの もとで

同じ被験 者 に異 なる順 序で 経験 させ た ，こ

の 手続 きで は，あ らか じめ カ ウ ン タ
ー

に 金

額が与え られ て お り，
こ こ か ら

， 被験 者の

反応 とは独 立 に， 15秒毎 に 約 LO円ず つ 減

少 させ た ．た だ し，強化期 に は金額が 減 少

す る こ とは なか っ た ． また ，実験終 了時に

は 0円 とな る よ うに当初の 金額 を
・
決 め た ．

　 強 化源：と遅 延〃」：〃〃条件 ：強化量 条件は ，

1 反応あた り0．03円 と 0，60 円の 組み 合わ

せ （た だ し，遅延時 間は ど ち ら も5秒）を

川 い た ．遅 延 時間条件は ， 5秒 と 100 秒の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 〔］

　　　　　　　　　tLの
　　　　　　　　　邑毳

D8

　　　　　　　　　 跳β
　 　 　 　 　 　 　 　 　 お ．fin，s
　 　 　 　 　 　 　 　 　

一
：1皀

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，9v
　 　 　 　 　 　 　 　 　 a丿 雪

｛）　’1

　　　　　　　　　 目血
陶

　　　　　　　　　 需一
凱 コ

　 　 　 　 　 　 　 　 　
’
十 9

巴
⊂LH

　 り り

く1隅 11
〔〕3μ 〕3

糊 5〆5

組み 含わ せ （た だ し ， 強化量 は どち らも

0，03 円） を用 い た ．実験 は ， まず ，強 化母

も遅 延時闇 も等 しい ベ ー
ス ラ イ ン 条 fi1を行

い ，選択率 がお よ そ 0，5 （無差別） となる

こ とを確 認 して か ら，強 化量 条件 と遅 延 時

間 条件 を行 っ ．た ，各条件は ，左 右の 位置を

逆 に して 計 2 セ ッ シ ョ ン 行 っ た ．

　　　　　 結果 と考察

　 図は，縦 軸 に 2 セ ッ シ ョ ン の 平 均選 択率

を，横軸 に 強化量 と遅延時 間条 ！il二を と っ た

もの で ある ．図か ら明 らか な よ うに ， ベ ー

ス ラ イ ン 条 件で は ， 無差 別 と な っ たが
，

強

化 量や 遅 延時間条俳で は
， 強化景 の 多い 選

択肢 や 遅
．
延時 問の 短 い 選択肢 へ の 選好が 示

され た ，従 っ て ，本 研究 で 用 い た 手続 き

は， ヒ トの 強化景：や 遅延 時 「瑚の 選 好 を測 定

する 手続 きと して 有効で ある と い え よ う．

　 選択手続 きの 相違 に つ い て は ，強化 梟：に

つ い て も遅延 時間に つ い て も自由選択．手続

きの 方が 選 択 率は 高か っ た 。 こ の こ とは ，

強制選択 よ りも自由選択 手続 きの 方が独 立

変数 の 効果 を検出 しや す い こ と を示 唆 して

い る ．

　金額減少 手続 きの 効果 は
， 必 ず し も明確

で は な か っ た ． こ の こ とは ，個 体デ
ー

タに

つ い て もい える ，従 っ て ， こ の 手続 きが ヒ

トの 動機づ け を高め る とは い えない で あろ

う，

FICO　Gh 〔〕iCO
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図 　強化 吊の 多い 選 択肢 ある い は 遅 延時問 の 短い 捌 尺肢 の 11馴 辻率
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無信号遅延強化 に よ る時間配分の 推移
　　　　　　　　　　　　　　　　田 島裕之

　　　　　　　　　　　　（東北大学情報科学研究科）

　　　　　　　　　　 目的

　il−1−一・’づ
’
ペ ラ ン ト反応 の 獲得を反応 と無反応 （他反 応〉

と の 選択 の 推移〜二み なす と ，遅延 強 化に は ，強化子 が

他 反応選択時 に 偶然に呈示 され て しま う可能性が あ る

ど い う特徴が ま） る と い う こ と が わ か る ．そこ で，こ の

他反応 と強化子と の 偶然、の 接近に よ り，反応の 獲得が

遅れ た り，場 含に よ っ て は 他反応 の 方が増加 した りす

る こ ど が あ るか どうか を検討する こ とに した， しか し，

反 応 と 無反応 と の 選択は 非対称な選択であ り，両方の

選択肢 の 反応 コ ス トが 等 しくな い な どの 問題点が あ る．

そ こ で ，両方の 選 択肢の 反応 コ ス トが 等 しくな る よう

に 時聞配 分課題 を用 い る こ と に した．貝体的 に は ，
一．・

方の 選択肢が 選択 さ れ て い る1痔の み 時間依存強化 ス ケ

ジ ュ
ー・ル が進 行 して強化子が 準備され ，その 強化子が

一・・』定 の 遅延後に 呈 示 され る よ う に した ．また ，選択の

推移を調 べ るた め ，選択肢 と それ に 対応する刺激 と の

結び つ きは 毎セ ッ シ ョ ン 変化 させた．

　　　　　　　　　　　方法

　被験者 ：男性 3名．Slは 政 治学専攻 の 助 手，　 S2 と S3

は 心理学 専攻の 大学院生で あ っ た．

　装置 ：被験者は，弁別刺激お よび強化数カ ウ ン ダ＿

呈示用 の 14イ ン チ デ ィ ス プ レ イ （NEC ．　PC −TV454 ）
の 前に座 っ て 実験 を受け た。実験制御および データ記

録は y イマ
ー

ボー ド （日本 ア 七 ン ブ ラ 、タ イ マ ーボ ー

ド 11＞を組み 込 ん だ パ ーソ ナ ル コ ン ピ コ
ータ　（NEC ，

PC −9801RX ）に よ り行 っ た ．机 の 土 に は コ ン ピ ュ
ー

タの キ ー
ボ ー ドを置 き．そ の ス ペ ー

ス キ
ー

を強化 ス ケ

ジ ュ
ール 切 り替え用 の 操作休と した．

　手続 き ：被験者正面 の デ ィ ス プ レ イ画面中央に 8cm
× 8Cmの 正方形を，そ の ⊥ 部に 得点カ ウ ン ダ ー

を表示
した ，正 方形の 色は 2種類あ り，被験者は キー

ボ
ー

ド

⊥ の ス ペ ー
ス バ ーを押す こ と に よ りその 色を自由に 切

り替 える こ と が 可能で あ っ た。T
・方の 色が選択 され て

い る時は vrlOscc ス ケ ジ ュ
ール に 基づ い て得点が 準備

さ れ た が ， もう
一一

方 の 色が選択 さ れ て い る時は その ス

ケ ジ ュ
ー

ル の 進 行 は 停 」．L　L た （並列VRTIOs ．ecEXT ス

ケ ジ ュ
ー

ル ）．VRTIOsec ス ケ ジ ュ
ール で準備 さ れ た

得点は 一
定 の 遅延後 に 得点 カ ウ ン ターに 加算され ．そ

の 時 」 肪 汗彡は 1秒彫 1く な っ た 艇 の 長 さ と して ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 …

・・e ・，3・・ec ，6・・ec の ・条件 ・設 け た．。 の 遅延。 無 1
信号遅延で あ り，遅延に対応す る刺激呈示 は な か っ た．i
また，遅延中も被験者 の 選択 に 応 じて ス ケ ジ ュ

ール が
；

進 行 した．各セ ッ シ ョ ン は，強化時間を除 い て 15nlin　 i

経過 した ら終 了 し，そ の 時カ ウン ターに 表示 さ れ た 得
‘

点 に 応 じて ， 】点に っ き2円を被験者に支払 っ た． 1日 ：
・ 絲 件を 1七 ・ シ ・ ン ず っ ．ラ ・ ダ ・ な順序 で実副
した．条件問で の 持ち越し効果 をで きるか ぎ り小さ く 1
す る た め に ，セ ッ シ ョ ン 間に 5min以上 の 休憩 を挟ん 1
だ．さらに 証 方形 の 色 の 組は 籍 ご と 1、點 るよ う ：
に した ・5・ec 条件で は 青色 と 黄色．30・ec 条 f牛で は 縞
色と 紫色 60・ec 条件で は 水色と 赤色の 組 と した ．以 1
⊥ の 手続 きを，正方形の 色 と 強化 ス ケ ジ ュ

ール と の 対 i
応 を 同 じ対応が 3回以 上連続 しない と い う制限つ きで 1
つ ・ ダ ム に 変 化 させ て 6躙 俗 条件6セ 。 シ 。 ン ＞ i
繰 り返 し た．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「

　　　　　　　　　　 結果

　各被験者に つ い て ，VRT ス ケ ジ ュ
ール 側 に 滞在 し　；

た時間 の 割合を セ ッ シ ョ ン ご と に 求め ，そ の 七 ・
ノ シ ョ　｝

ン問の 推移が条件間で 比較で きるよ う に Fig、1に 示 L　
！

た 。被験者Slは 3条件す べ て に おい てVRT ス ケ ジ ュ
ー　1

ル に対す る選好を示 すよ うに な り，VRT ス ケ ジ ュ
ー 1

ル 滞在時間率は 1付近に 達す るよ うに な っ た．被験者

S2は ．5sec条件に お い て は VRT ス ケ ジ ュ
ール に対す る

強 い 選好 を 示す よ う に な っ たが，30scc条件 と60sec条
件に お い てはVRT ス ケ ジ ュ

ー
ル に 対す る選好 を 示 し

た り，反対に EXT ス ケ ジ ュ
ール に 対する選好 を示 した　i

’
〕するよ う に な っ た．被験者S3も

，
5sec条件 に お い て

は VRT ス ケ ジ ュ
ール に 対す る強い 選好 を示 す よ う に 　；

な っ た．しか し L30sec 条件 と 60sec条件で は ど ち らの

ス ケ ジ ュ
ール に対す る選好 も生じな い ままで あ っ た。

　Fig．　2は 第6セ ッ シ ョ ン に お 1’Jる 累積VRT ス ケジ ュ
ー

ル 滞在時間であ る，セ ッ シ ョ ン 開始直後の わずか な時

閤を除 く と，ど の デ ータ も直線的で あ る。っ ま り．第

6七 ッ シ ョ ン に お い て は ，選択率は セ ッ シ ョ ン の ご く

初 期に決定され ．そ の 後 七 ッ シ ョ ン 終 了ま で ほ と ん ど

変 化 しなか っ た．

考察
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E延 は 無

L’bxっ た，

1 一ル が

て 15min

きれ た 得

た． lEl

itで実施

〕小 さ く

蓬 挟ん

L
’
る よ う

bで は 緑

一た ．以

レと の 対

蔓つ きで

・
ヨ ン ）

二滞在 し

ご ツ ン ヨ

1に 示 し
「

ソ ユ
ー

ソ ユ
ー

被験者

二対す る

60sec条
1
を示 L

≧示 した

：お い て
’
よ う に

fち らの

）っ た．

ン ユ
ー

M
か な時

り，第

の ご く

〔と ん ど

　並列VR
「rEXT ス ケ ジ ュ

ール に おい て強化子 の 呈示が

あ る程度以上遅延 され る と EXT ス ケジ ュ
ール に 対する

選好が生 じた りする場合が ある と い う結果か らす る と，

遅延に ょ っ て EXT ス ケ ジ ュ
ール 選択時に 偶然 呈示 され

た 強化子は VRT ス ケ ジ ュ
ール で はな くEXT ス ケ ジ ュ

ー

ル 滞在時間の 方 を増大する効果が あ っ た と考え られ る．

しか し，ヒ トは試行 の 繰 り返 しに よ っ て強化子の 呈示

率が 相対的に低 くてもより多 くの 強化子 をもた らす選

択肢 の 方に 滞在す る よ う に な る と い う結果 （田 島，

1994a ；1994b ）や ，無信号遅延強 化に よ っ て も反 応の

簿得が 可能 で あ る と い う動物 実験 の 知 見 （Lattal＆

Glceson，1990； Wilkenfield　 et　 al．，1992 ） か ら す

る と，強化子が 偶然に 接近 した行動 を増加す る効果は

．一．・時的で あ り，推移期の 選択行動に み られ て も定常状

態 に は み られな い 可能性があ る，い ずれ に せ よ，こ の

実験 の 結果 は ，あ る反応 を増加 させよ う と L て そ の 反

応に 応 じた強化子を与えて も，その 呈示が遅れ る と，

その 反応が 増加 しな
．
か っ た り，反対に その 反応が 減少

ト

匡

〉

⊆

oEF

お
＝

2tao

占

Sessiens

／
ジ＼

した りする場合が ある と い う こ と を示 して い る．
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選 択 反 応 の 正 答 率 が 「自信 」 に 及 ぼ す 効果

o 　栃 倉　 稔

（横 浜 少 年 鑑別噺）

　 小 野 　浩 一一

（駒 沢大学 文学 部 ）

　 典 型 的 な ．一二者 択
一．一

の 確 率 学 習 実 験 で は ， 2 種 類 の 異 な

．
’ た 反 応 を 従 属 変 数 と し て 扱 う こ と が 可 能 で あ る ．．一

つ

は， 2 つ の 事 象 の う ち ど ち ら が 牛 起 す る か を 予 想 ず る 選

択 反 応．も う
一

つ は ，確 率 事 象 に つ い て の 被 験 者 の 言 語

反応 で あ る ．被験 者 の 言語反応 は，さ ら に ，自分 が 行 っ

た 避 択 反 応 に つ い て の 自 信 の 程 度 を 報 告 す る も の （確 信

度 評 価 ）と
一．・

方 の 事象 の 生起確率 を 見積 る も の （確率評

価 ） と に 分 頬 す る こ．と が で き る ．

　 木 研 究 は ．非 言 語 行 動 で あ る 選択反応 と 言語反応 で あ

る 罐 信 度 評 価 の 関 係 に つ い て 取 り扱 う．先 行 研 究 を み る

と知 識課題 に 対 す る 選択反応 の 正答 率 （客 観 的 正 確 度 ）

と 確信 度報告 （主 観 的 正 確 度 ） の 関 係 に つ い て の 研究 は，

〔：allhration と い う 枠縛 み の 中 で 数 多 く な さ れ て き て い

る （Johnson，1955；Lichtenstein ＆ Frshhoff ，1977 ；妻 藤

，1992，1993 ；篠 塚 ，1993）．し か し ， 確率事象 に つ い て の

偶 発 的 な 正 答 率 と 確信度 の 関係 を 扱 っ た 扱 っ た 研 究 は 少

な い よ う で あ る．

　 そ こ で ，本研究 は 予想反応 の 正答審 を 組 織 的 に 変 化 さ

ぜ た 場 合 の 確 信 度 評 価 の 変化 を 実験 的 に 検 討 す る こ と を

Fl的 と し た．

　　　　　　　　　　 　 方 　法

【被 験 者 】　 大学 生 劈 子 12 名，女 子 夛 2 名 の 計 2 ・4 名

が 4 条 件 に 6 名 ず つ ラ ン ダ ム に 割 り あ て ら れ た．

〔装 置 ｝　 机 の 上 に は 刺 激 提 示 お よ び 反 応 記 録 の た め に

バ ー
ソ ナ ル コ ン ヒ ュ

ータ （ PC −9801RX ） が 謬 か れ た ．ま

た 被 験 者 の 反応 の た め に タ ッ チ ス ク ．ノーン （P（：
−9873 し）

が 接続 さ れ た ．

【刺 激 】　 二 者 択
一

予 想 反 応 の た め に 2 つ の 黄 色 の 円 （

直 径 3cm ） が コ ン ピ ュ
ー

タ の illiの 上 部 に 左 右 に 並 ん で

提 示 さ れ た．正答 は ど ち ら か
一

方の 円 が 赤 色 に な る こ と

で あ っ た．ま た 画 面 の r　ssに は 確 信渡指定 用 に 6 つ に 区

切 ら れ た 確信 度 ス ケ ー
ル （50，GO ，70．80，90 ， 100％ ） が 提

示 さ れ た ． ま た ，確 信度 の 誤解 を 避 け る た め ス ケ ー
ル の

左 餬 （50％ ） に は．”

全 然 わ か ら な い
”

右 側 （ 100％ ）

に は，
”

絶 対 に 当 た る
”

と い う 文字 が 示 さ れ た．

【実験 条 件 〕　 実験 は 3 つ の フ ェ イ ズ か ら構 成 さ れ て お

り．試 行 数 は i フ J．イ ズ あ た り 60 試行 で．合計 180

試 行 で あ っ た ．実 験 条 件 は 裘 1に 示 ず と お り第 2 フ ェ イ

ズ に お け る 正 答 率 操 作 で ，正 答二率 増 加 条 ｛牛2 条件 お よ び

』
．ヨ 曾一　 牛に おけ る

●‘」され るd：．讐率

1 フ ユ：
』

72

−．・
r ズ

一73 フ ェ ズ

啻 1 25 ％ 75 ％ 3 口 25 ％
増 彫 2 45 ％ 90 ％ 29 45 ％

沙 1 75 ％ 25 ％ 1／3 音 75 ％L
小 夂 2 90 ％

一一「−
45 ％ レ2 昏 90 ％

正 答 率 減 少 条 件 2 条 件 の 計 4 条件 で あ っ た ．ま た ， 正 答

率操作 に は 正 答 ま た は 誤 答 に な る試 行 が あ ら が じめ 固定

し て い る．

【手続 き 】　 被験者 は，実験 室 に 人
・．・ttパ ソ コ ン の 前 に

座 り次 の よ うな 教 示 を デ ィ ス フ
’
レ イ に よ り 受 の た．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：

「今 か ら や っ て い た だ く の は 以 下 の 2 つ の こ と で す ．＊ 　旨

騨 な 予想 ， ＊ そ の 予想 1、対 す る 確 信度 指定．　 　 1
デ 、 ス ブ レ イ t、 は，左 右 2 つ の 黄 色 、、円 が あ el　r そ の i

下 に は 6 つ に 区切 られ た 緑 色 の ス ケ ール が あ り ま サ．黄 1
色 い 2 つ の 円 の ど ち ら か

一
方 が 赤色 に な る こ と に な っ て i

・ ま す．一 ・
c ・ で ・ な ・ C・E ・ 右 の ど ち ら 赫 猷 な る か i

を 予想 し て ほ し い の で す ．な る べ く そ の 予 想 が 当 た る よ l
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l

う に 頑 張 っ て み て く だ さ い ・選ぶ 〜・ き は ・ 鹹 の 劼 左 l
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E
の 円 に 直接触 れ て く だ さ い ．ず る と 確認 の た め に ，選 ん

だ 方 の 円 が 青 色 に な り ま す．

　次 に ，そ の 予 想 に 対 す る 確 信度 を 示 し て く だ さ い．確 1
信度 と は そ の 予想 に 対 す 硝 信 の 度 合 の こ と で あ り，郵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

然 わ か ら な い 場 合 は 5 ・ ％ ， vaNIL 当 た る 創 言が あ る劇
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

合 は 100 ％ で 表 し ま す ．緑 色 の ス ケ
ー

ル の あ な た の 確 i
信 に 対応す る 度合 の と こ ろ に 、触 れ て く た さ い ．ず る と，1
上 側 の 円 の 青 色 が 消 え て ，数 秒 後 に ど ち ら か の 円 が 赤色 ；
に 斡

・
当 り

・
ガ は ず れ

・・
が 示 さ れ ま ず．あ と は 一

構 磯 り 返 し で す ．そ れ で は 練習 で 寸 … 　 　 　 …

　 1 試 行 は 二 者 択
一

予 想 と そ の 予 想 に 対 ず る 薙 信 度 指 定

の 2 つ か ら構成 さ れ て い る．ま ず，二 者択
一

予想 で は ，

画面 の 中央部 に
”

ど ち ら の 円 が 赤色 に な る か 予想 し て F

さ い
”

と い う 言葉 が 現 れ た．次 に ，被験者 は ど ち ら の 円 ．

が 赤 猷 な る か 樋 接 そ の 円 に 触 れ る こ と で 予想 し た ． i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

ず る と ， 言 葉 が 消 え 選 択 し た 方 の 円 が 青 色 に な り，そ の 1
下側 に

”

あ な た の 選 択 は こ ち ら で す ね
”

と い う 言 葉 が 現 ；

れ る と 同時 に 画面中央部 に
”

確信度 を 指定 して 下 さ い
” 　；

と い う 書 葉 が 現 れ た．確 信 度 指 定 に お い て は，被 験 者 は i
そ の 予想 に 対胴

．
軅 信 度 ス ケ ー・レの ど れ か の 数値 に 酬

一 16一
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1繖 れ る よ う 求 め ら 擁 ・iK’　 cこ ・2 秒 1驪 過 の 後 ど ち ら

f，、　。）円 が 絶 に な り・画面中 央（こ被験 都 抒 想 が 当た っ

て い る 場 合 は
”

当 り で す・お め で と う ご ざ い ま ず ！
”

と

い う 言藥 が ，矜想 が は ず れ て い る 場合 は
”

残念 は ず れ で

す
．一・

と い う 譁 が 表示 ざ れ た・　 E／上 が 1 試 行 で あ り試行

綿 隔 は 2 秒 間 で あ っ た ・実験 1こは い る 前 に 正答率 が 操

号評 作 ざ れ て ・ な い 獄 行 ・・練習 が 肋 れ 渓 験 ・・や り 煎

曇 　　丿 い て ，ま た 確 信 度 に つ い て 哩 解 し て い な い と 思 わ れ た

鎧 ≧・鞴 ・ ・ し ・ 礁 ・ 返 ・説… な ・ t・・t・ ・

ヘヒじ
　
ド
ぬ

正

固

’

め

た

じ

rン の 前 1
L
た．

：で す．哇

， り，そ ti

I ま す ．蕈

齟
に な っ 冗

：に な る t

t当 た る J

iの 右 か 1

】に ，選1

fさ い．研

：
あ り，釜

iが あ る＃

，な た の 日

・．す る と

｝円 が 赤程

あ と は こ

F信 度 指 li

想 で は，
・
想 し て 1
「
ち ら の F
・
想 し た ，

唱
り ， そ a

言葉 力弼

』一
ドさ い

”

被 験 者 t；

1 数 ｛直に i章

　 　　　　　　　　 結 果 と 考 察

　図 1 に は ，各 条 件 の 陂 験 者 の 各 フ ェ イ ズ で の 最 終 20

試 行 の 確 信 度 の 平 均 を 示 し た ．圭誓加 ．減 少 条 件 と も に 第

2 フ 回 ズ で の 鑞 諺 が そ れ ぞ れ 増 加 ま た は 減少 し た・

ま た、第 ｛と 第 2 フ ェ イ ス で 対 応 の あ る ヒ検 定 を 行 っ た，

増 加 条 件 亘，減少条 件 1 は 有意 で は な か っ た が ，増加条

1牛2 （t＝4．191，df＝5，p く ．Ol） と 減 少 条 ｛牛2 （t；3．843 ，df

＝5 ，p＜ ．05） で は 肖 意 な 差 が 認 め ら れ た．つ ま り，自分 の

選 択 反応 に 対 す る 蠑 い 自信 （高 い 確 信 度 ） は ，正 答 率 が

極 め て 高 い と き （90 ％ ） に 表 れ て お り ， 25 ％ か ら 7

5 ％ ，あ る い は そ の 逆 と い っ た 相 対 的 な 菱 化 に 対 す る 感

で 性 は 弱 い こ と が 明 ら か と な っ た，

　次 に 名条件 に お け る 代表 的 な 被 験 者 の 丘1答率 と 確 信 度

の 惟 移 を 図 2 に 示 し た．縦 軸 は 確 信度 と 正 答 率 の 10 試

行 ご と の ll’・均 値 で あ る．図 か ら 正 答 率 が 増 減 ず る 第 2 フ
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エ イ ズ で 確信度 の 推移 に 変化 が み ら れ ，そ れ は ， そ れ ぞ

れ の 条件 2 に お い て 顕 著 で あ る こ と が わ か る ，た と え は ，

増 加 条 件 2 で は 70試行 目 か ら 徐 々 に 確信度 の 増加 が 認 め

ら れ
， 最 終 的 に は ．95ま で 増 加 した ．ま た，減 少 条 件 2

に お い て は確信度 の 顕
．
著 な 減 少 が 認 め ら れ る．第 3 フ tl：

イ ズは ，第 1 フ ェ イズ と ほ ぼ 同 じ結 果 を 示 し た ．

　本 研 究 で は 予 想 反応 の 高 い LE答率 が ，強 い 「自 信 」 kt

も た ら す こ と が 分 か っ た が ，確 信 度 の 尺 度 の 問 題 や 言 語

行動 と し て の 確信度 の 特性 な ど 不 明 な 点 も 残 っ て お り，

今後 の 研究 が 必 要 で あ ろ う．
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強化随伴性 にお ける時間的接近の 役割
　　　　○Ψ青7｝くF1ヨ糸己　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／j丶興｝若葺一

（駒沢 大学人文 科学研 究科）　　　　　 （駒沢大 学文学部）

　 強 化 随 1半性 に ：お い て 、反 応 の 頻度 の 維 持、増大 は 、

全体 の 強化率 に 依存す る の か 、時 問的に 接近 し た強化

子 に よ る の か とい う問題 があ る。Thomas（1981）は 、ラ

ッ トを被験体 に 用 い て 、反応 を しなければ、イ ン タ
ー

バ ル の 最後 に強化子 が提 示 され るが 、も し反応 をす る

と直ちに強化子が提示 され る ス ケジ ュ
ール に お い て、

反 応す る こ とが強化率 を半減 させ る場合 に お い て も、

反応 率が維 持、増加 した こ とを示 して い る。Wassei・man

＆．　NcunabCi（1986）は、　Thomas （1981 ）で 使 用 された ス ケ ジ

ュ
ール に 、反 応 非依存 の ス ケ ジ ュ

ール な ど を 加 え て 、

大学 生 を被験者 と して 実験 を行 っ た。そ の 結果 、反応

非依存 ス ケジ ュ
ー

ル で は 反 応率 が 低 下 した が 、反 応 に

よ っ て 強化子 が即時的に 提示 され るス ケジュー
ル で は 、

反応率が維持 され、さ らに、反応が強化率 を半減 させ

る ス ケ ジ ュー
ル にお い て も、反 応率が維持 され る こ と

を明 らか に した、，

　Wassernlanら（1986）の 実験で は 、イ ン タ ーバ ル の長 さ

は 3，6，9 秒 と 短 か く、イ ン ターバ ル が 長 い 場合 の 反応 に

っ い て は 明 らか で な い 。ま た 、実験 の 初期 か ら反 応 が

見 られ る の で 、反 応 に よ っ て 強化 子 が 即時的 に 提示 さ

れ る ス ケ ジ ュ
ー

ル にお い て 、反 応 を しな い で 強化 子 を

得る と い う随伴性 に あま りさ らされ て い な い とい うこ

とも考え られ る。　そ こ で 、本実験 は 、Wasse ：
・
luan ら

（1986 ，
EXPCilmCntl）で使用 さ れ た ス ケ ジ ュ

ー
ル に さらに 、

（1）イ ン タ
ーバ ル の 長短 、（2）反応 を抑制す る た め の 反応

コ ス トの 導 入 、と い う 変数 を 加 え 、反 応 の 維 持 に 対す

る 時間的接近 の 役割 に っ い て 検 討す る こ とを 目的 とし

た。

【被 験 者】

【装置 】

使 用 した
。

【手続 き1

　　 　　　 　方 法

　大学生 20 名 （男 子 9 名 、女子 ユ ユ名）。

パ
ー

：ノ ナ ル コ ン ピ ュ
ー一

タ NEC 　PC9801RX を

被験者に は 、実験が始まる前に次 の よ う

な 教示 が 与 え られ た。

　画 面 の 四 魚 の 中 に 、点 数が表示 され 、そ の 点数が増

　え た り減 っ た り し ま す。点数 は ス ペ ー
ス キ

ー
を押す

　こ と に よ っ て 得 られ る こ とが あ りま すが 、押 さな く

　て も得 られ る こ ともあ りま す。ま た 、押す こ とに よ

　っ て 、得点が減る こ ともあ ります。実験終了後、得

　点 10 点 に っ き ユ 円を差 し上 げます の で 、で き る だ

　 けた く さん の得点が 得 られ るよ うに が ん ば っ て 下 さ

　 い 。ス ペ ー
ス キーを 押す の も、押 さ な い の もす べ て

　 あなた の 自由で す。実験 は 全 部で ユ 2 個 あ ります。

　 1 つ 終わ る ご と に 簡単 な質問 に 答え て 下 さい
。

　 本実験は、イ ン ターバ ル が 6 秒 の もの と 20 秒 の も

の 、反応 コ ス トが あ る も の と な い も の 、
層
そ して 以 下 に

説 明す る 3 つ の ス ケ ジ ュ
ー

ル の 組合せ に よる 12 条 件

か らな り、 1 人 の 被験者 が 12 条件す べ て を 行 な っ た

俵 1 ） 。

　 ・C ス ケ ジ ュ
ール ・・イ ン タ

ーバ ル 中に反応 が なけ

れ ば、イ ン ターバ ル の 最後に ポ イ ン トが 10 点 与 え ら

れ る 。 も し反応をす る と、そ の 10 点 が くり上 が っ て

直ちに 与え られ る。そ の イ ン ターバ ル 中の そ の 後 の 反

応は強化子 の 提示 に 効果 が な い 。コ ス トあ り条件で は、

強化 子 提 示 後の 反応 1 回 に っ き 1 点 が 減 点 され る 。

　
・C 一

ス ケ ジ ュ
ー

ル ・・反応 がな い 場合は 、C ス ケ

ジ ュ
ー

ル と同 じ。も し反応を す る と、直 ち に ユ 0 点 が

与 え られ る が 、次 の イ ン タ’− 7s ル の ／ 0 点 は反応 の 有

無 に か か わ らず 取 り消 しになる。 2 回 団以降 の 反応 に

つ い て は 、C ス ケ ジ ュ
ール と 同 じで あ る。

　 ・1ス ケ ジ ュ
ー

ル
・・

反応 の 有 無に関係 な く、イ ン

タ ーバ ル の 最後 に 10 点 が与 え ら れ る。 コ ス トな し条

件で は 、反応 は点数 と
一

切関係 な い が、コ ス トあ り条

件で は 、 1 回 の 反応 に 対 して 、 ユ 点が減点 され る。

表 1 　実験条件

　各条件 は 、 60 イ ン タ
ーバ ル か らな る。条件の 順序

は被験 者に よっ て カ ウ ン タ
ーバ ラ ン ス を と っ た。反応

の 入力 に は ス ペ ー
ス キ ー

を使用 した 。 1 つ の 条件が終

わ る ご と に 、　 「ス ペ ー
ス キ ーを押すこ と は 、得 点を得

る の に どの くらい 関係 して い た と 思 い ま す か 。」 とい

う質問 に対 して 、 ユ 00 　（点数 を もた ら した ） か ら、
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一 100 （点数 を得る の を妨げた）ま で の 数字で 、反

応に 対す る評 価を行 っ た。実験終 了 後、得 点 に 応 じ て 、

被験者 に 金銭を支払 っ た
。

　 　　 　　 　　　 　 結 果 と考察

　 図 1 、 2 は 、 6 イ ン ターバ ル を 1 ブ ロ ッ クと して 、

全被験者 の 平均反応出現率を 6 秒、 20 秒の イ ン ター

バ ル 別 に 示 した も の で あ る。平均反応 出現率は、 6 イ

ン タ
ーバ ル 中 に 、，何 回 の イ ン ターバ ル で ユ回以上 の 反

応があ っ たか を 算出 し た もの の 全被験者 の 平均値 で あ

る。最初 の ブ ロ ッ ク に お い て 、6 秒条件 で 、．4 か ら．74、

20 秒条件で 、．49 か ら，89 の 反応出現率を示 した 。 同

様に 、コ ス トな し条 件 で は 56 か ら、89、コ ス トあ り条件

で は．4 か ら．81 の 反応 出現率 を示 した 。

　 ブ ロ ッ ク が進むに つ れて 、それぞれ の ス ケジ ュ
ー

ル

の もとで 反応 が分 かれた 。 6 秒、20 秒、コ ス トの あ

る な しとも に 、C ス ケ ジ ュ
ー

ル の もとで は 、高く安定

した 反応 を 示 し た。 C 一
ス ケ ジ ュ

ー
ル の もとで は徐 々

に反応 出現率 が下が り、 1ス ケ ジ ュ
ー

ル の もとで は急

激 に 反応出現 率 が 落 ち た。 2 っ の 新 た な変数 を含む こ

れ らの結果 は 、Wasserman ら（1986）の 結果と
一

致 した。

　 コ ス ト条件 に っ い て は 、どち らの イ ン タ
ーバ ル と も、

コ ス トな し条 件 の 方が反応出現率が高 か っ た 。 また、

コ ス トあ りとな し の 差は 6秒条件に お い て 顕著で あ っ

た。さ ら に 、コ ス トな し条件 に お い て は 、C ，　 C − ，

1 の 同 じス ケ ジ ．ユ ー
ル の も と で 、イ ン タ ーバ ル 間 に ほ

と ん ど差が み られ な か っ た。

　反応 に 対す る評価 は 、6 秒， 20 秒条件 ともに 、コ

ス トな しの C 一
ス ケ ジ ュ

ー
ル と、コ ス トあ りな し 両方

の C ス ケ ジュ ・一一ル に 対 して は 十 に な り、コ ス トあ りの

C 一
と コ ス トあ りな し両方 の 1 ス ケジ ュ

ール に 対 して

は 一
の 評価 とな っ た。　 （図 3 ）。

　本実験 の 結果 よ り、長 い イ ン タ
ーバ ル にお い て も、

反応 に コ ス トが か か っ た 場 合 に も、C ス ケ ジ．＝ ．一ル の

も とで 、強 化率 の 同 じ 1 ス ケ ジ ュー
ル よ りも高 い 反応

出現率 を 示 す こ と が 明 らか に な っ た。同様 に 、反応 が

強化 率を下げ る C 一
ス ケ ジ ュ

ー
ル の もとで も、 1 ス ケ

シ ュ
ー

ル に 比 べ る と、反 応の 維 持が み られ る こ とが示

された。こ の こ とは、強化率 よ り も時間的接近 の 重要

性 を示峻す る もの であ る。ただ、こ れ らの 結果は 、全

被験者 の 反応 の 平均値で あ り、個体の レ ベ ル の ば らつ

きな どに っ い て 、統計的検定の 結果を ふ ま えて 発表時

に詳 し く報告す る。
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ノ丶　ト　（丿r）選 1｝丿蔓彳
’J’動　ζこ お け る 分 割 化 効 果 の 再 検 討

　 　 　 米 山 直 樹

（立 命 館 大掌文学 研 尻 科 ）

1 ．問題 と 目的

　 con 〔：t− chail1 を 用 い た 選 択 場 而 に お い て 第 2 リ ン ク

の 持続時 間 は 同
…

で も．一方 に 刺激変 化が 生 じ，も う
一

方 に は 刺 激 変 化 が 生 じ な い 場 合，被 験 体 は 刺 激 変 化 の

無 い 方 の 選 択 肢 を 選 択 す る と い う現 敵が あ る （Dvncan

＆　Fan しino，1972）．　こ （1）3見象 Cl±．1コ｝害rl仕〕交lj果 （　segmen しa
−

tien　 effect ）と い わ れ ，「報 酬 ま で の 心 理 的 距 離 （psy
−

chological 　 distavlce しo　 reward ）」 を」曽す と さ れ て い

る．・二 の 分割 化効果 が 生 じ る 原 因 と し て は ，刺 激 変 化

の あ る 方 の 燬 択肢 に お け る 第 2 リ ン ク 突 入 直 後 の コ ン

ポ ーネ ン ト（C 】．）の 刺 激 （S ．［）が 嫌 悪的 に 機能す る た

め と い う 説 が あ げ ら れ る ．し か し ，こ の 分割化効 果 も

刺 激 変 化 の 位蹤 が 1 次 性 強1化 子 に 接 近 す る に っ れ て 見

ら れ な く な リ ，選 択 廊 に 差 は 無 く な っ て し ま う （Leung

＆ Willt．on ，19S8）．こ れ は 1 次 性強 化 子 に 付防 し た．コ ン

ポ
ー

ネ ン ト（C2 ＞の 刺 激 （S2 ）が ，条 件 性 強 化 子 と し

て の 機能 を 獲得 す る た め と 考 え ら れ る ．以上 の こ と か

ら ，分 割 化 効 果 は S1 の 持 つ 嫌 悪 挫 と ．　 S　 2 の 持 つ 条

件性 強 化 力 の 2 つ の 要 因 に よ
．
⊃ て 生 じ て い る と 考 え ら

れ る が ．今 の と こ ろ ，こ の 2 つ の 要 因 を 分 離 す る 目的

で 行 な われた 研 究 は 少 な い ．そ こ で 今 回 の 研 究 で は ，

第 ユ リ ン ク に COD を 使用 し た 上 で ，　 S2 の 条 件 性 強

化 力 が あ ら わ れ る 地 点 ，つ ま リ 刺 激 嚢 化 が 中 央 で 生 じ

る 条件 と 刺 激 変化 が 第 2 リ ン ク 突入 面．後 か ら 1 次 性 強i

化 子 提 示 直 前 ま で の 間 に 生 じ る 条 件 を i自1接 比 較 す る こ

1！；に よ っ て，  第 2 リ ン ク 中 央 以 後 の S2 の 条 件 性 強

化 子 の 効 果 を 確 か め る こ と と ，  呂 Z の 効 果 が 弱 め ら

れ．る 第 2 リ ン ク 中央以前 の S ］．の 嫌 悪性要因 の 効果 を

検出 す る こ と の 2 点 を 目 的 と す る 実 験 を 行 な っ た．

2 ．方 法

（1 ）被 験 体 　 選 択 行 動 の 実 験 歴 の 無 い 3 羽 の ハ ト （P

OO3 ，POO8 ．P903 ）を 使用 し た ．実 験 中 は

体 璽を 自 由 摂 食 時 の 80−85％ に 維 痔 し た ．玻 験 体 は 飼

育室 の 個 別ケ
ージ で 飼育 さ れ ，飼 育 室 で は 水 と 補 助 栄

養 飼 料 は 自 由 に 摂 取 で き る 状 態 に あ っ た ．

（2 ）装 置 　自作 の 2 キ イ ・ス キ ナ ーボ ッ ク ス を 防 音 箱

（ガ
ープ ラ ン ズ 社 製 ）内 で 使 用 し た ，左 側 キ イ に は 白，

緑 そ し て 赤 が ．右 側 キ イ に は 白，青 そ し て 磴 が 点 灯 し

た ．強 化 子 は 混 合 飼 料 で ， 工 回 の 強 化 は フ ィ
ーダー一

を

3 秒 間 上 昇 さ せ た ．

（3 ）手続 き　実験 の 模 式 図 を Fig．王 に 示 す ，　 cOIIc ．−

chain 場 面 を 用 い て ，第 ／ リ ン ク に は 左 右 に 独 立 し た

VI60 秒 COD2 秒 の ス ケ ジ ュ
ー

ル が 適 用 さ れ た ，そ

し て 鯖 2 リ ン ク の ス ケ ジ コ ．一．ル は 一方 の 選 択 肢 の 内容

力てF　I　15彳少F　I　l5彩♪に i苣1定 （1as定 彡｝害11｛匕点 ：Fixed　Seg−

mer ｝しa しio冂 ．　Point．： FSP 選 択肢）さ れ て い た の に 対 し

も う一
方 は FIX 秒 FIY 秒 と さ れ （変 動 分 割 化 点 ；

Variable 　 Segme 冂tatiCln 　 Point．： VSP 選 択 肢 ），　 X ：

Y の 値 は 5 ： 25，10 ： 2（1，15 ： 15，20 ： 10そ し て 25 ：

5 と 5 条 件 に 設 定 さ れ た ．ま た キ ．イ の 色 は 第 1 リ ン ク

は 左右 と も に 白，第 2 リ ン ．ク の 左 側 の S1 が 緑，　 S　 2

が 赤 で あ リx 右 側 の S1 が 胥 ，　 S　2 が 橙 で こ れ は 全実

験 を 通 じ て 固 定 さ れ た ，な お セ ッ シ ョ ン の 照 番 は，P

903 が 5 ： 2Sか ら 25 ： 5 ま で の 上 昇系列 に ， POO

3 と POO8 は 25 ： 5 か ら 5 ： 25の 下 降 系 列 に 割 り 当

て ら れ た ．ま た ，VSP 選 択肢 の キ イ は POO3 と P

903 が 左 側 に，POO8 は 右 側 に 割 リ 当て ら れ た ．

／ セ ッ シ ョ ン は 40試 行 か ら 成 っ て お り ，初 め の 10試 行

は ラ ン ダ ム な 順 番 で 左 右 の ど ち ら か の キ イ が 5 試 行 つ

つ 点 灯 す る 強制選択 試 行 で ，残 り の 30試 行 を 左 右 の 2

つ の キ イ が 点 灯 す る 自 由 選 択 試 行 と し．こ の 自 由 選 択

試 行 で あ る 30試 行 を デ ータ と し て 採用 し た ．安定 ng　itg

は ユ 条 llトに つ き 屐 低 15セ ッ シ ョ ン 行 な っ た 上 で ，履 終

9 セ ッ シ ョ ン を 3aSi　 S｝し そ れ ら の 選 択 串 の 平 均 ｛直間 に

M ユ＜ M2 ＜ M3 や Ml ＞ M2 ＞ M3 と い っ た 傾 向 が 見

ら れ ず ，か つ そ れ ら の 間 の 変動 が 5 ％ 以 内 で あ る こ と

と さ れ．た ．実 験 凵 ／ 日 に 1 セ ッ シ 1 ン ，週 に 6 日，ほ

ぼ 同時刻 に 行 な っ た ．

3 ．結 果 と 考 察

　実験 を 行 な っ た 3 羽 の う ち ，2 羽 の ハ ト （POO8 ，

P903 ）の 平 均 選 択 率 及 び 強化率 をFig．2 に 示 す （P

幽／隠
跳

圈
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＼
團
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噸 一 FIYs

一一一 RFT
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B 　； blue　（）　：orange   ： black　ou し
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003 は 位 置 側向 を 示 した た め 分 析 か ら 除 外 し た ） ．

縦 軸 に 選 択 率 と 強 化帛 を，横 軸 に 第 2 リ ン ク の 博 続 rl寺

間 の 分 割 の 比 率 を 示 し た ．分 析 に は 屐 終 9 セ ッ シ ョ ン

の 平 均値 を用 い た ．POO8 と P903 は ど ち ら も V

SP 選 択 肢 の 分 割 化 点 が 第 2 リ ン ク の 時 開 的 中央 （15

　15）か ら 1 次性強 1匕子 側 に 接 近 す る に っ れ ，VSP

選 択 肢 の 選択 率 が 上 昇 傾 向 を 示 し た ．こ れ は VSP 選

択 肢 に お け る S2 が 持 つ 条 件 性 強 化 干 の 効 果 が ．　 FS

P 選 択 肢 の S2 の そ れ に 比 べ て 大 き か っ た こ と に よ る

も の と 考 え ら れ．る ．し か し，VSP 選 択 肢 の 分割化 点

が 第 1 リ ン ク 側1
．
に 接 近 し た 場 合 に は ， POO8 は VS

P 選 駅 肢 の 選 択 率 が 上 昇 し た の に 対 し ，PgO3 は 選

択 率 に 差 は 見ら れ な か っ た ．そ こ で ，2 羽 の ハ ト に 対

し て VSP 選 択 肢 が 5 ： 25の 条 件 の み 左 右 の 内 容 を逆

転 した 条件 で 実験 を行 な っ た と こ ろ ，POO8 は 選 訳

が 逆 転 し た の に 対 し，P903 は 先 の 条件 の 影響 が 残

る 結 果 と な っ た．（Fig．2 の △ ）．こ れ に よ リ ，　 POG

8 は 嫌 悪 的 状 魍 で あ る Sl が 相 対 的 に 短 い VSP 選 択

肢 を 選択 し た と 考
．
え ら れ る ．

　 ま た 左 へ の 位概 偏 向 の た め ，以上 の 分 析 対 象 か ら除

外 し た POO3 に つ い て は ， Sl と S2 の 弁 別 が 容 易

で あ る と 考 え ら れ る 5 ： 25 と 25 ： 5 で の 選 択 条 件 で 実

験 を 行 な っ た ．そ の 結 果 ，条 件性 彌 化 子 の 効 果 が 強 い ・

と 考 え ら れ る 25 ： 5 の 選択 廓 の 一ヒ昇傾向 が 1立置逆 転 に

よ リ 明 ら か と な っ た （Fig ．3 ）．

　 被 験 休 数 が 少 な い た め ．一般 性 に つ い て 問 題 は 残 る

が ，以 上 の 結 果 は ，左 右 に 同 数 回 刺 激 変 化 を 起 こ し て

も，分 割 化 効 果 と 同 様 の 結 果 が 得 ら れ る だ け で な く，

S1 の 嫌 悪 性 が 分 割 化 効 果 が 生 じ る 嬰 因 と し て 機 繼 し

て い る と い う こ と を 示唆 す る も の で あ リ，さ ら に 連鎖

ズ ケ ジ ュ
ー

ル に お け る 初期 コ ン ポ ー
ネ ン ト．の 行動 は 条

件 性 強 化 子 に よ．る 正 の 強 化 と，嫌 悪 状 態 か ら の 逃 避 で

あ る 負 の 強 化 の 2 つ の 要 因 に よ つ 　 Z 　10G

て 維持 さ れ て い る と い う 知 見 と一

致 す る も の で あ る ．

文献

Duncan ，B．，　＆　　Fanしino，匡．　　夏972．

　 The 　psychological 　 dis しa 冂 ce 　しo

　 reward ．JEABI，18，23−34．

Leung．J．　P．，＆　冒inしor：．　A．　S，W．　1988．

　 Prererence 　ror　simpie 　inしervaE

　 schedu 量es 　of 　reiRfo 「 cemel1 し　ill

　 concur 【
−
en し　く］h；

・
liIIS 　：　E「fecしs 　of

　 segme 臼 ta しion　ratlO ．　JEAB ，49．9−

　 20．

OHH

顛

Q
山

OP
己

山

卜
函
口

剣

国

OHO

凶
U

臼
山

国

司

OOOQOOOOOO987654

ヨ

2

ユ

OH

』

山
OqO

餌
q

十

　 ◇

　 △

　 田

100

go

80

70

6e

50

40

躄 3。

国

Q
缶
○
国
之
H

20t

）o

Cll〔〕IC匡　PRO｝コORTIO｝「　FOR　VSP

Rド11　PROPORTION　FOR　VSP

CIiOICE　PROPO［1
’
rlOH　 OF　 ADD［TiOllAしEXP，

RFT　PROPORTION　OF　ADDITlONAr／　EXP．

K）8

肱
◇

／
…
◇

ガ

一

　

一

「

　

ノ

　
　

　

　

…

◇

レ

ヒ
　

　
＼

90

圉 8・

国
UHO

国
⇔

70

6050

40

30

＿ 」＿ ．．．⊥ ＿＿一＿⊥＿＿．＿⊥ ＿＿

903

ロ

　

◇

卜

◇
…

’
／

　
…

　
、

／

　
「

　

ロ

◇

　

〃

…

　

一

…

　

呼

ケ

　

　
．

二

　

　
一
一

20　　　 ＿＿．＿L＿ 一＿＿⊥＿＿一一＿一一一一⊥ 一＿＿ ⊥

　　　 5：2S 　 1〔〕：20 　∬ ：1．5 　20 ：10　 25 ：5

　　 SEGMENTATION 　 RATIO
Flg ，2　C｝IOICE 　＆ RI；T　 PROPORn’ION 　FOR 　 VSP

DCE

慧
一一．⊂ト

ー

　 ◇

：ピ 1
◇◇

B
：525

しEF
’
rc 阿0 「CE 尸RO 附 RTION

LEFI
．
5R 阻 〔丿reRI10N

⊥ 」＿＿」＿ ＿⊥ L 」−L し＿亅＿ LL ⊥ L ＿LL −−L − L

1　］　5　7 　9　11　！3　15　17　19　1　］　5　玉　3　5　7 　0　T吐　13　正5　1
『
ノ　19

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 SESSI ⊂）NS

　　　　 Fi9 ．3　 POO コ α ！O ［CE ＆ RF
．
［
「
P ［
．
K）1，VI

．
ITICIN

一．− 2
．
［
．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Behavior 　Analysis （JABA ｝

発 達 障 密 児 の 避 択 肢 藤 求 Pt 躇 の 形 成

○ 藤 金 倫 恋 　　　　　　鈴 村 健 治

（福 岡 致 育 大 学 ）　 （構 浜 国 亘 大 学 ）

1 ，は じ め に

　 近 ff、発 達 樟 簣 児 の 強 化 刺 激 の 獲 得 確 率 を 高 め

る た め に ．要 求 言 語 の 形 成 が 多 く 試 み ら れ る よ う

に な っ た （加 藤 、lg，Kg，．藤 原 Jg丼5、藤 盆 ．1gり2、Yiim：1m ” te他 ，
1（）Sl　） そ の

一
つ の 方 法 に 、復 数 の 物 品 を 提 示 し た 設

定 で の 試 み が あ り 〔選 択 要 求 形 式 N 選 iR要 求 言 語 の

形 成 及 び そ の 統 制 要 因 を 他 看 に 転 移 さ ぜ 、過 去 の

強 化 歴 に 墨 つ い て 物 品 を 選 択 さ ゼ る な ど 、自 発 的

使 朋 促 運 に
一

定 の 知 見 が 得 ら れ．て い る 〔藤 盆 ．1992 ）．

　 と こ ろ が 日 常 に は 、子 ど も が 要 求 す る 物 品 が 常

に 用 意 さ れ て い る わ け で は な い の で 、物 品 入 手 の

確 率 が 制 限 さ れ る こ と も 警 え ら れ る

　 そ こ で 本 研 究 で は 、物 品 の 供 給 書 の 「あ り ま セ ん 1
を 弁 別 刺 激 と し た．選 択 肢 疉 求 言 語 （

「
（クラ1の 名 称 ）は

何 が （か ｝あ り ま す か ？1　）を 形 成 し 、そ れ に 選 択 豐 求

言 語 を 連 鎖 さ せ る こ と を 試 み た ．子 ど も が 選 択 肢

を 嚢 求 す る こ と で 、確 実 に 充 足 さ れ る 物 品 の 情 報

を 得 る こ と が で き る ま た そ の 際 に は 、過 去 に 要 求

充 足 さ れ た ヒストリ
ー
の な い 物 品 が 選 択 肢 と し て 提 示

さ れ る 可 能 性 も あ り 、物 品 選 択 の 幅 も 広 が る と 考

え ら れ る

　次 に そ の 方 法 て あ る が 、本 研 究
．
で は 、様 hy な クラス

の 選 択 肢 を 要 求 す る 機 会 を 子 ど も に 保 証 す る た め

に 、お 使 い 形 式 で 訓 練 す る こ と を 試 み た CYmmani｛］k ，

他 IVS：S ） た だ し 、形 成 し た こ と ば を 要 求 と し て 機 能

さ せ る た め に 、一連 の お 使 い へ の 強 化 刺 激 は 、子 ど

も が 持 ち 帰 ⊃ た 物 品 へ の 凹 セ1と し た urt．金 他．19りr｝

そ の 後 、こ の 訓 練 の 効 果 が 選 iR 要 求 形 式 に 般 化 す

る か 否 か を 測 定 し た

H ，方 法

　 1 ．対 象 児

　対 象 児 1は 、昭 和 61年 9月 口 日 生 の 精 神 遅 滞 男 児

「c 八礒 切 月 ｝割 象 児 2 は 日召和 5蜂 凋 瑁 生 の 自 閉

的 傾 向 を 有 す る 男 児 〔CA9 歳 7カ 月 ｝で あ る．W ］SC−R の

結 果 は そ れ ぞ れ 、iQ57〔VI95｛ナ、　PIQ63）、【Q50【VIQ56 ，　PIQ52）

で あ っ た 2 名 と も 物 品 呂 で の 要 求 は 可 能 で あ っ た

　 2 ．方 法

　訓 練 は 週 に 1回 約 r・e 分 を 原 則 と し て 訓 練 室 で 行

っ た 訓 練 の 詳 細 は 以 下 の 通 り で あ る

D ヘ
ー
スライン及 び 集 中 訓 練 ヒ お 使 い 形 式 と 選 択 要 求 形

式 と で 、子 ど も の 物 品 要 求 に 対 し て 供 給 雷 が 「あ り

翫 ゼ ん 1と 言 う 条 件 で 、選 択 肢 要 求 言 語 が 使 網 で き

る か 否 か を 測 定 し し な お 、お 使 い 形 式 の 設 定 は 対

象 児 1と 2で は 蓄 干 異 な り 、対 象 児 1は ．レシ＼ レジ 机 、
物 品 箱 、お 盆 を 用 い た の に 苅 し て 、対 象 児 2で は ．b）

’

と お 金 は 用 い な か っ た こ れ と 平 行 し て 集 中 訓 練 1

で 、物 品 の クラスの 名 称 の 表 出 を 形 成 し た．訓 練 耆 は

物 品 の 絵 刺 激 と 「
〔物 品 の 名 称 〕と 言 え ば 」を 提 示 し

た ．形 成 し た クラスの 名 称 は 「お も ぢ ゃ 」「飲 み 物 亅「お

蘗 子 」で あ る ．正 反 応 は 書 語 的 に 強 化 し た 正 反 応

が 生 起 し な か っ た 場 合 に は 、クラλの 名 称 の 辷デ ルを 琶

声 で 示 し た こ の モデ ルは ハ イド アウトし た

2）機 能 化 訓 練 L お 使 い 形 式 で 行 っ た　正 反 応 は ．供
給 耆 が 「あ り ま ぜ ん Jと 言 っ た 後 に 集 中 訓 練 で 形 成

し た クラスの 名 称 が 生 起 す る こ と で あ る 正 反 応 が 生

起 し な か っ た 場 合 に は 、指 示 者 ま た は 第 〕の 訓 練 耆

が 「〜と 言 え ば 」を 遅 延 提 示 し た ．こ の プ Dンフ
「
トの 有

無 に 閧 わ ら ず ．クラコの 名 称 が 生 起 し た ら ．供 給 耆 が

そ の クラスに 属 す る 物 品 の 呂 称 を 2つ ロ 頭 で 提 示 し た

〕）集 中 訓 練 21集 中 訓 練 1と 同 じ 言殳定 ，手 続 き で ，正 反

応 を 「〜は 何 が 〔か ）あ り ま す か
’
勹 に 変 更 し た

・
り機 能 化 訓 練 2二正 反 応 を 集 中 訓 練 2 で 形 成 し た 言 語

反 応 型 に 変 更 し た 点 の み が 21と は 異 な る

5）選 択 要 求 形 式 へ の 般 化 測 定 ／4）ま で で 形 成 し た 選

沢 肢 鑒 求 言 語 が 選 択 要 求 形 式 で も 使 用 で き る か 否

か を 測 定 し た 般 化 し な か っ た 塲 合 に は 、そ の 要 因

を 明 ら か に し て 、般 化 促 進 を 試 み た．
  対 人 お よ び 場 面 般 化 ．こ れ ま で の 談 練 耆 と は 異

な る 人 に 対 し て 、ま た 、異 な る 部 屋 で 選 択 肢 要 求 言

語 が 使 用 で き る か 否 か を 測 定 し た 「
7｝維 痔 測 定 二前 述 し た 訓 練 終 了 1カ 月 か ら 】カ 月 ￥

後 に 維 持 を 測 定 し た 、

　 3 ．評 価

　訓 練 場 面 は 全 て vrR 録 画 さ れ て い る の で ．こ れ

を 利 用 し て 2名 で 評 定 し た ．こ の 2名 の 評 定 結 果 は

i［）f）“X，一致 し た

皿 ．結 果 お よ び 考 察

　対 象 児 1で は 、7か ら ］otrvション、対 象 児 2 で は 6、9、1〔｝
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ヒッ泊 ンで 漿 中 訓 練 に よ り 物 品 の 名 称 を 形 成 し 、い ず

れ の 子 ど も で も t
）〔1％ 以 上 物 品 の ワラスの 名 称 が 表 出

可 能 に な っ ．に が 、お 使 い 形 式 、選 択 要 求 形 式 い ず れ

で も 供 給 者 の 「あ り ま ぜ ん 」の 後 に ワラスの 名 称 を 使

用 す る こ と は な か っ た し た．が っ て 、形 成 し た 物 品

の クラスの 名 称 を 選 沢 肢 要 求 言 語 と し て 機 能 さ ぜ る

必 要 が あ る

　 次 に そ の 方 法 で あ る が 、選 iR要 求 形 式 で は 2名 と

も 訓 練 琶 の 「あ り ま せ ん 亅の 後 に 他 の 物 品 を 要 求 し

た そ の 際 対 象 児 iで は 7L4 ％ 〔9セVシ1ン）と 高 率 に i更 続

し て 同 じ クラllの 物 品 を 要 求 し た 対 象 児 2で も ．硬 ッシ

］ンか ら 兜 ッシ］ンま で を 見 る と 、そ れ ぞ れ 16．ア％、25．り％ 、

574％、SC）．8％ と 同 じ クラスの 物 品 を 竪 求 す る 確 率 が 高

ま っ て い る し た が っ て 本 EF究 で は 、前 述 し た よ う

に お 使 い 形 式 で 譎 川 練 者 の 「あ り ま ぜ ん 」の 後 に 、
「
（直 前 に 子 ど も が 要 求 し た 物 品 の 名 袮 ｝と 言 え ば jを

遅 延 堤 示 し た

　 対 象 児 1で は 、当 初 子 ど も 自 身 が 訓 練 琶 に 「〜と 言

え ば、先 生 言 っ て 」な ど と 訓 練 耆 の フ
．
9ンf トに 対 す

る 依 1亨 ．
陛 が 高 ま っ た よ う な 現 象 が 見 ら れ た が 、ロ ヒ

ッシ〕ンか ら 1“ c．楓 選 択 几支 要 求 言 語 が 使 用 で き 、さ ら に

提 示 さ れ た 選 択 肢 か ら の 選 沢 要 求 言 語 も 使 用 で き

た ま た 対 象 児 2で は ，1回 の プ 囗ソプ トの み で 選 択 肢

要 求 言 語 が 使 用 で き ．る よ う に な っ た ま た 、対 象 児

iで 他 の 供 給 者 に 般 化 す る カ
’」
否 か を 14セv シコソで 靦 察

し だ が 、般 化 に は 問 題 は な か っ た

　 次 に b セッシコンか ら 2 呂 と も に 、標 的 言 語 反 応 型 を

i’”は 何 が （か ｝あ り ま す か 」に 変 更 し た ．機 能 化 訓 練

1と は 異 な っ て 、対 象 児 ［で は 、直 接 的 訓 練 な し に 、

羆 初 の 試 行 か ら こ れ が 生 起 し 1ご ま た 対 象 児 2で も 、

以 前 の 標 的 行 動 が 生 起 し た 際 に 、強 化 を 遅 延 さ ぜ

た の み で 、こ れ が 主 起 し た ．こ の よ う に 機 能 化 訓 練

2で は ．何 ら フ
．．．

ロンフ
．
トを 提 示 し な く て も 、新 た な 言 語

反 応 型 が 生 起 す る よ う に な っ た が 、そ の 要 因 で は 、

以 下 の こ と が 考 え ら れ る ．す な わ ぢ ．2呂 と も LSセッシ

ョンの 篥 中 訓 練 で は 、訓 練 蓄 の 「〜と 言 え ば 亅に 対 し て

物 品 の ワラスの 名 称 が 主 起 し た 、し た が っ て こ の 「〜と

言 え ば 」が 「あ り ま ぜ ん 1と 刺 激 等 価 と な っ た と 言

え る こ の 伏 態 で 言 語 反 応 型 を 変 更 し た た め に 、機

能 化 訓 練 tの よ う な 噪 1乍 は 不 要 だ っ た と 考 え ら れ

る な お 、対 象 児 ；の B ヒッシコンで 、子 ど も が クラλの 名 称

を 自 発 し た 後 に そ の クラスと は 翼 な る クラスに 属 す る 物

品 の 呂 称 を 提 示 し た と こ ろ 25％ G ／4）は 拒 否 が 生 起

し た　し た が っ て クラ又の 名 称 が 選 沢 肢 要 求 言 語 と し

て 機 能 し て い る こ と が 准 察 さ れ ．前 述 し た 等 価 性

と は 選 ｝R 肢 要 求 言語 使 用 の 弁 別 刺 激 と い う 条 件 下

で あ っ た と 言 え る ．な お 、こ の 対 象 児 1で は 、2Z セッシi

ンで も 1度 だ け 誤 選 択 肢 堽 示 を 行 っ た が 、そ の 際 に

も 拒 否 が 圭 起 し た こ と は 断 っ て お き た い

　 と こ ろ が 2名 と も 、選 択 要 求 形 式 で は 、当 初 、選 択

肢 要 求 言 語 を 使 用 で き な か っ た ．こ の 要 因 に 関 し

て 対 象 児 1で は 、お 使 い の 際 に 使 っ た 玩 具 の 千 円 札

を 苫 め Fcお 使 い 場 面 自 体 が 選 択 肢 要 求 言 語 を 統 制

し た た め だ と 考 え ら れ る．す な わ ぢ 、お 使 い 形 式 で

も 千 円 札 を 使 わ な か っ た 湯 合 や ．お 使 い の 設 定 を

一部 除 云 し た 陽 合 に は 、選 沢 fifi要 求 言 語 が 使 用 で

き な か っ た そ の 後 、お iQい の 場 面 か ら 千 円 札 を 含

め た お 使 い の セッ升 ソゲ を フ［
’iド P）トす る と 選 IR 要 求

形 式 で も 選 沢 肢 要 求 言 語 が 使 用 で き る よ う に な っ

た が 、そ れ が 次 の tl　v シ1ウ に 繿 痔 で き な か っ た 対 象

児 1は 、藤 金 他 （い丿93 ｝の 研 究 か ら 長 期 間 お 使 い 形 式

を 経 験 し て い た ノこめ に ．こ の よ う 「こ な っ た と 考 え

ら れ る．そ こ で 、対 象 児 1で は 、選 択 要 求 場 面 で 日 と

言 え ば 」を プ 0ンプ トと し て 遅 延 提 示 す る こ と に よ り 、

徐 々 に 選 沢 肢 要 求 言 語 が 使 用 で き る よ う に な っ た

　
一方 、対 象 児 2 で は 、供 給 耆 が 1窪 沢 肢 要 求 言 語 を

統 制 し て い た 、す な わ ぢ お 使 い 形 式 で も 以 前 の 1共

給 者 に は 選 沢 肢 要 求 言 語 を 使 用 で き た が ．新 た な

供 給 蓄 に は 使 用 で き な か っ た さ ら に 同 じ 選 沢 要

求 形 式 で も 以 前 の 供 給 耆 に は 使 用 で き 1こ ．こ の 供

給 者 で 選 沢 肢 要 求 言 語 が 生 起 し 始 め た 後 に 瓸 度 以

前 の 指 示 看 が 供 給 首 と な る と 選 沢 肢 要 求 言 語 を 使

用 で き る よ う に な っ た こ の よ う に 2 名 で は 般 化 困

難 性 に 関 与 し た 要 因 は 異 な る ．し か し い ず れ の 陽

合 で も 、訓 練 腸 面 に 存 庄 す る 吋 加 的 な 刺 激 饗 素 に

こ と ば が 統 制 さ れ だ Pttめ で あ り ．お 使 い 場 面 と 選

沢 要 求 場 面 が 機 能 的 に 異 な る と い う わ け で は な か

っ た 、

　 そ の 後 、場 面 般 化 、対 人 般 化 及 び 維 持 を 測 定 し た

が 2呂 と も 高 率 に 選 沢 肢 要 求 言 語 を 使 用 で き て お

り 、問 題 は な い 、

　 ま た 、選 択 要 求 形 式 で 訓 繰 耆 が 提 示 し た 選 沢 肢

に 訓 練 で は 用 い て い な い 物 品 を 提 示 し た と こ 5 ．

子 ど も は そ れ を 要 求 す る こ と も あ っ た ．し た が っ

て 、選 沢 肢 要 求 言 語 を 獲 得 す る こ と で 、子 ど も が 撻

樗 で き る 物 品 の 唖 類 も 増 大 で き る と 言 え る さ ら

に 、一度 だ け で は あ る が 、訓 練 に は 用 い て い な い 勤

スの 名 称 （「果 物 は 何 が あ り ま す か 」｝が 生 起 す る こ

と も あ り 、物 品 の i）ラλ闘 で 訓 練 の 効 果 が 般 fL し て い

る こ と が 同 え る
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ヒ トにお け る複数選択肢課題 間の 選択行動 の研究
　　　　　　　　

…4 ．選択肢 に 関す る教 示の 効果
一

鈴木修司 （北海道大学文学研究科）

　 こ れ まで の 選択行動研 究に お い て 、 被験者に教示を

与え る こ とに よ っ て 、そ の 行動が変化する こ とが報告

されて きた 。と こ ろ で 、Catania（1975）は 、より多 く

の 選択 肢が提示 され る課 題 の 方が ただ ユつ の 選択肢 し

か提示 され な い 課題 よ りも、選好 され る こ とを報告 し

て きた。並 列的 に複数の 選択肢が 提示 され る課題が用

い られ た、複 数選択肢課題間の 選 択行動に は 、次 の よ

うな特徴 があ る。即ち、被験者に と っ ては 、 1つ の 課

題 内で も、実際 に 選択 した選択肢以外の 選択肢で どの

ような随伴性 が生 じる の かが、不 明 な の で あ る 。 本 研

究 の 目的は 、 選択肢の 随伴挫 に 関す る教 示を提示 した

場合 に 、そ の 選 択行動が どの よう に変化 す る か 、を検

証 する こ とで ある。

　 本研究で は 、 被験者は 2 群に分割 され，両群ともま

ず、確率的 に強化 が準備 され る選択 肢を用 い て 、単
一

選択肢諜題 と 5選 択肢課題 との 間の 選択行動を経験 し

た。次に 、選択肢 の 選択終了後 に 、そ の 直前 の 試行 に

於 い て 強化が準備 され た 選 択肢 の 数 が 、課題毎 に 被験

者に対 して 提示 され る条件が行われた 。

一
方 の 群 で は、

1 つ の 課題 内 の 全 て の 選択肢が全 く同時 に 強化 準備状

態 とな っ た こ とを示す教示 が 提示 され た。そ して 、も

う
一

方 の 群 で は、強化 準備状態とな っ た 選択肢 の 数が、

毎回 ラ ンダム に 変化 した こ とを示す教示が提示され た 。

もし 、 確率的な選択肢が複数提示 され る課題 に対する

選好 が 、確率 的事象が並 列 的 に 又 独 立 に 提示 さ れる こ

とが 原 因 で ある な らば 、前者 の 群 で は、そ の 選好の 程

度は減少する と考 冫そられ る 。

一方、後者の 群 で は、複

数選択肢課題 に 対す る選好は変化 しない と考え られる。

　　　　　　　　　　　（方法）

　被験 者 ； 大学生 22 人 。 被験者 は、同時群 （10人）

とラ ンダ ム 群 （1上人）の 2群に 分割 された。

　装置 ； 実験 は、パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ

ー
ターと机 、椅

子が 置 か れ た 小 さな部屋で実施 され た。

　手続 き ： べ 一
ス ライ ン で は、全 て の被験者は、単

一

選択 肢課題 と 5 選択肢課題と の 聞 の 選択行動を経験 し

た （図 1）。今回 の 実 験 で 用 い ら れ た 選択肢 は 、CR
T 上 に 映 し 出 され た カ ー．

ドで あ り、 そ れらは全 て 同
一

で あ っ た 。 被験者が と
’
れか 1っ の カ

ー
ドを選択す ると、

鮮 6の 確率 に 従 い 、10ポ イ ン トが与 え られ た 。 と
’
ち ら

の 課題 で も、被験者 が選 択可能 な の は、唯 1 つ の 選択

肢で あ っ た 。 獲得 され たポ イ ン トは試行毎に CRT 上

に 提示 されたが 、 累積ポイ ン ト数な ．どは提示されな

か っ た。

　 課題間 の 選択及び 、 課題内に おける選 択肢間の 選択

は 、キ
ー・

ボ
ー

ト上 の 適当なキ
ー

を 1 回押すこ と に よ っ

て行われた。全 て の被験者に は、実験前 に 選択 方法な

どに つ い ては、教 示がな され た 。 ま た、各カ ー ドが ポ

イ ン トを与え る 確率 やポイ ン トの 大きさ は 、 実験 中、

常 に 提示され て い た 。 1セ ッ シ ョ ン は40試行が完了 し　
t

た後に、終了した 。

　 べ 一
ス ラ イ ン終了後に 、各試 行終了 ご とに 、 強化が

準備 され て い た 選択肢の 数を示 す教示が CRT 上 に 提

示され る教示条件 が行 われた 。 同時群で は 、 1 つ の 課

題 内で 提示 され た選択肢 は一斉に 強化準備状態 とな る

こ とを示す教示が与え ら れ た 。 そ して 、ラ ン ダ ム 群で

は 、］つ の 課題 内で 強化 が準備 された 選択肢 の 数 が、

様 々 に変化する こ と を示す教示が与 え られ た 。 例えば、
5 選択肢課題 内で の強化が準備 された と教 示 され た選

択 肢 の 数 は 、同時群 で は 0 個又 は 5個で あ っ た の に対

し 、

一
方 、 ラ ンダム 群 で は 0〜 5個 の 間で ラ ン ダム で

変化 した の で ある。なお、教示条件 は 、 教示が付加さ

れ る以外 の 点で は 、べ 一
ス ラ イ ン と同

一
で あ っ た 。

　　　　　　　　　　 （結果）

　本実験で は 、 各被験者 は ベ ー
ス ラ イ ン と教示条件 に

お い て 、それ ぞれ40試行つ つ 経 験 した が、分析 の 対象

は 最後の 30試行 の データ と し た ，，

　べ 一
ス ラ イ ン で は、 5 選択肢 課題 に 対する相対選 択

率は 、同時群 で は 70．7％、 ラ ンダム 群 で は69，7％で あ り、

両群の 間で 違い は 見 られなか っ た 。 また 、 両群とも に、
5 選択肢課題 に 対す る 選択率 は 有意 に高か っ た （同時

群 ： t（9）・3．　56、p・．eo6丶 ラ ン ダム 群 ： tGl ）・3．68，
p＝、003）　。

　教示条件で は、 5 選択 肢課題 に対す る選択率は 、 同

時群で は 59．3％で あ り、ラ ン ダム 群で は 64．7％で あ っ た 。

両群 ともに 、 ベ ー
ス ライ ン よりも教示条件の 方が 、 5

選択肢課題 に 対する 選択率 は減 少す る 傾 向が 示 さ れ た 。
しか し、両群 とも に、 5 選 択肢課題 に 対す る選 択率 は

有意に 高 く （同時群 lt （9）・2．90，p・ ．　017、 ラ ン ダ ム

群 ： t（11）・3．63，p・、003）、また、ベ ー
ス ラ イ ン と教

示条件 との 間に は有意な違 い は 示 されなか っ た 。

　次 に 、ベ ー
ス ラ イ ン と教示 条件における課題 間の選

択の 偏 りの 違 い 、言 い 換えれ ば、各被験者の 選択率が

どの 程度、O．5か ら隔 た っ て い るか とい う点が 、検証

され た 。なぜ な ら ば、本実験 で は 、単
一

選択肢課題 と

一24 一
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5選択肢課題 との 間 で は、強化確率は 等しい の で 、も

し、強化確率 に 依存 して 選択 を行 っ た場合 に は 、選 択

率は0．5に 近似 するはずだか らである 。 こ の点を検証

す る た め に 、各被験者 の 選択率の 0．5か らの 差 の 絶対

値を算出した 。そ の 結 果、同時群 で は 、 教示条件 の 方

が ベ ー
ス ライ ン よ りも選択の 偏 りが有意に減少す る こ

とが 示 され た（t（9）・2，76，p・0．02）が 、ラ ン ダム 群 で

は 違 い が見 られ なか っ た。

　両群 と もに 、
べ 一

ス ライ ン に お い て 5 選択肢課題を

多 く選択 した被験者 ほ ど 、 教示条件で の 選 択率 の 減少

の 程度 は大きか っ た が 、 2 群の 間で は そ の 傾 向は必 ず

しも
一

致 して い な い
。

つ ま り、 同時群 で は、べ 一
ス ラ

イ ン に お い て 群 平均以上 に 5 選択肢課題を選択 したSl
〜S5の 被験者の 内、　 S4以外 の 4名の 被験者は教示条件

下で は 、 5 選択肢課題 に 対する選択率は減少 した （図

2 ） 。

一
方 、ラ ン ダ ム 群 で は、ベ ー

ス ラ イ ン に おい て

群平均 以一ヒに 5 選択肢課題 を選択 した の は、Sll〜Sl7
の 7 名 の 被験者 で あ っ た が 、そ の 内、教示条件 下 で 選

択率が 減少 した の は 4 名 で あ り、 他の 3名 に は変化が

見られなか っ た （図 3 ）。

　 また、両群 ともに 、べ 一
ス ラ イ ン に お い て 5 選 択肢

課題 に 対 す る 選択率が群平均 よ りも低 い 被験者は 、 教

示条件 で の 選択率の 減少は
一

貫 して 1，・なか っ た。逆 に 、

S9や SIO、　 S18〜SIIの ように 、教示条件に お い て 5 選

択肢課題に 対f る選択率の 増加 した被験者 も見 られ た。

　　　　　　　　　　 （考察）

　 本実験 の 結果 、単
一
選 択肢課題 と複数選択 肢課題 と

の 間 の 選択行動に 対 して 、各選択肢 の 強化 準備状態 に

関す る 教示が及 ぼ す影 響 に つ い て 、以下 の こ とが示 さ

れ た 。第 1 に、教示を与え る こ と に より、 課 題間 の 選

択 の 偏 りが減少 し、複数 選択肢課題に対す る選好が減

少する こ と。第 2 に、そ の 減少 の 程度は 、教示 が与え

られ な い 場合 に 複数選 択肢 課題 に 対 して 強 い 選好を示

した 被 験者 ほど、大 き い こ と 。 そ して 、 全 て の 選択肢

の強 化準備状態が 、同時 に 決定され るこ とを示す教示

が与え られた場合の 方が 、複数選択肢課題 に対す る 選

好の 減 少は 、 被験者間で そ の 傾 向が
一

貫 して い るとい

うこ と。そ して 、最後 に、教示が提示された 場合に も、

依然 と して 複数 選択肢課 題 に 対す る選好が見 られ る と

い うこ とで ある 。

　以上 の こ とか ら 、 単一
選 択肢課題 と複数選 択肢課題

問 の 選 択行動は 、諜題 内の 選択肢に 関する教 示やそ の

種類 に よ っ て 、影響 を受ける こ とが 示唆 され た 。しか

し、そ の
一

方 で 、今回用 い た 教示で は 、 複数選 択肢課

題 に対す る 選好を増大させ る こ とや、逆 に、無 くすこ

とはで きなか っ た。今後 は 、教示や そ の 他 の 要因 も含

めて 、 こ の 選択行動 に ・与え る 影響 に つ い て 、更 な る検

討が必要 で あろ う。
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図 2　 図 3
　図 2 は 同時群，図 3 は ラ ン ダ ム 群 に お り る ペ ー
ス ラ イ ン と教示条件 で の 5選 択 肢課題 に 婦す る 選

択 率 を示す。被験 者 は ，ペ
ー

ス ライ ン
ー
e の 脚 檸

が 高い 順 に 並べ られ た。
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　　　　　　　　　Rett 症 候 群 児 に お け る

　　　選 択 的 注 視 の 階 層 性 に つ い て の 検 討

縞 潔 犠 校ヂ
軒 継

〜張庫 教

・

 
上 雅 彦

　丁　．　「謁￥遺　、ヒ　B　白勺

　 表 出 言 語を持 た な い 最 重 度 の 知的 障 害 を 持 っ た ひ と

の 場 合，自 己 決 定 の 結果 を ひ と に 伝 え る 有 効な 手 段 を
持 s て い な い た め に ，自己 決 定 の 力 さ え 持 っ て い な い

と 考 え ら れ る こ と が 多 くあ っ た 。近 年 ，重 度 の 障窖 を

持 ・ た 人 の 生 1舌の 質 （QOL 　 ・　q ・ ality 。t
’
1if，） の 向

上 の 重 要 性 が 指 摘 さ れ て い る。重 度 の 障 害 を 持 っ た ひ

と に と ・ て ・e 己 決定 の 権 利 の 韭m 護 は ，QOL の 向．上
の た め の 聾 鮒 囓 を 占 め て い る と考 え ら れ る．襯
喋 田 ’

井 上 （1994）は ・目 的 的 な 手指 の 操 f乍が 鰍 ．，い ，
懸 度 の 肢体 不 舳 と最 皸 の 知 蜥 章害 をと も な ， た

ひ と の 自 己 決 定 支援 の 方 法 に っ い て，Ilett症 候 群 児 を

腋 と し て 検 討を 行 ・ た。実 vaeま，　 9
’
の で る ア イ テ ム ，

甘 の で な い ア イ テ ム が 用 い ら れ た 。 1 ア イ テ ム 固 定 ，
2 ア イ テ ム 固 定 ・2 ア イ テ ム 槻 提 示 条 件 の 臘 に お

い て ， 2 ア イテ ム 移 動条 件 の 有 効 性 が 示 唆 さ れ た 。
繍 究 で は ・2 ア イ テ ム 移 動 提 示 条件 の 轍 き を 用

い て，音 の で な い 見 慣 れ た 玩 具 を用 い て ，注 視 行 勦 を

指 標 と し た 評 定が 可 能 で あ る か。ま た ，2 ア イ テ ム の

注 腱 の 嫐 に よ ・ て ・麟 の ア イ テ ム の 馴 尺的 注視
勒 階 雕 を纈 け る こ と が 可 fi・tlで あ る か 検 討 す る 。

　］ ．方 法

（1） 実 験 期 間

　 翻 回 ・ 1 日 1 セ ・ シ ・ ン の XSQ ・rJl行 わ れ た。黝
期 間 は igga」年 6月 2・旧 〜7E28 日 で あ 。 た e
（　2　@）　　　　　

実
齟　験　　　艨@　

　

i 』 　実験は・ II 大 学 生 理研究 室 （ 1 ） 及 び， 障

児 教 育 実
践 セ ン タ ー で お こ

われた 。

3 ）対 象児 　 ヌ 豫 児 は
・H 大 学

に
お い ・ て ， 黼 ・

謙受 けてい る Rett 症 候 群 女児 1 名で あ ・た 。 対 象

肋 KIDS に
よ る鍵 プ ゜ フ・一 ルは， 運 跏 ・月

操 1 乍 3 ， 月 ，言 語 理 解 7 ・ 月・ 言 言 蕨 出 6 ・
， 社 会性5 。 n ，鱒 4 ヶ 月 ， 総 合発
年 齢 5 ヶ月であった 。 本 児 は ・ 1992 年 用よ り

デオ フ ・ 一 ドバ 。 ク 訓 練 を 受 け て 樹 ・ 特定 の

置 （正 轍 上 も し く は ， 左15度 以内 ）に スイ・ チ（hr ・・×L ・ H −
・ 1 ・ ・ 2 ． 5 ， 。 ） を 置 く と手出 し 行 動 が 見 ら

た 。 し か し ， 提 示 さ れ た 2 っ の ス イ ッ チ を 見 比べ
行動 や スイ ッ チ を 注 視 し て押 す 行動は観察さ れな か ・

． ま た，手 ， ttl は 粡彳働 に 用 い ら れ ・ 玩 具 を
・ た り ，つか ん だ り する な ど の 目 的 的 な 操 1 乍 に

用い ら れ て V なか 。 た 。髄 ア イ テム に 対 す る 本児

反 応 は，「お か あ さ ん とい 。 しょ 」 （ NHK 制
f
乍） の VT

  \ 示 し た 2 台 の デ 、 ス 17 ・ 1． イや ， 絵
本
な
ど
には見比

が生 起 し た カ   そ の 他 のア イ 、7 ’ 　 ？ ． 、

@の提示 に は ， 見 比 べ 行 動

生 起し な か っ た。 　 （ 4 ）実験セッティング 　実験記録は ・ビ

肋 メ ラ 1 （SONy 　c〔： D −Til9 。 O ）
が 対鯢の左3

x150 ・・前方｝ ・， ビ デ オ わ ・ ラ2（ C N^ON へIDEGI

L ） が 対 象 児 の 右 3 。 度 1

・瞞プ ラ ｝ こ 言 服 さ れ

左 右 両方 向 か ら 行 われ た 。 （ 5 ）ア イ テム の 醒 定

　対象児に と っ て ， 刺 激 特 性 に 差が少 な いと 思 われ る

　 − ／ テ ム 噺 奇 刺 徼でな い ， 光や勸・ 発 生 し な い ア イ

eム） が選ばれ
た・．躰 的に1 ま ，じ ・ じ 。 ま る の 入 形 （ H × W

ID 「 ． 2 × 8cm ）（NHK 制 作おか あ
さ
ん といっし ょ のキ

ラ 妙 → ・　EnOP の玩 具（L・P ’・H ・ 9 ・7 。 7 ） r パン

nc 　e1（L ・”・17・6） ，絵本（ イソ。
傭）（ Lx

＝
14 ・ 8 × 14 、 8 ） カ ｛ 選 ｝よ オx 孟 二 。

6 ） 実 験 条 件 　 2 ア イ テ ム 移鰻 示 条 件 が 用 い ら
，ア イテム

の選 定 で 示 さ れ た 4 つ の ア イ テ ム の う ち 2 ア イ
ム が ， Table 　 l に 示 す 組 み 合 わ せ で 捉 示 さ

た 。 提 示 順 序は， ラ ン ダ ム に さ れ た 。 各 試 行ご
に注視 率 が 高 か っ

ア イテム が 30 秒 間 ，報酬と し て 机
上
に 提 示 さ れ

た
。 （

j 結果 の 処理 Fig ・ 1 に
示
す 〔 A 〕 ll 　 B

の フ ・ イ テ ム が 。 〜 。 の ポ イ ン
に槻 したと き ・ 縦 の ア イ ラ ・ ム を 注 視 し て い

か否 かが

線

よ
っ

評

さ れた。 結果 は ・各セ

シ・納の選 択的
注
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Table 　l2 ア イ テ ム 移 動 提 示 条 件 に お け る ア イ テ ム の 提 示 の 組 み 合 わ せ パ タ ー
ン

車

る

る

る

動

ま

ま

ま

自

や

や

や

×

じノ
睡
し

じ

る

や

や

や

ま

じ

じ

じ

や

XX

×

じ

車
ン

本

や

動
パ

絵

じ

自
ンパ

ン

車

車

×

パ

動

動

る

×

自

自

ま

車

xx

や

動

ン

本

じ

自

パ

絵

やじ 本絵

本

x

絵

本

ン

る
×

絵
パ

ま

車
×

×

や

動

ン

本

じ

自

パ

絵

やじ

宀

り

▼」

N
Tabie2 提 示 ア イ テ ム の 選 択 的 注 視 率 の 比 較 （％ ）

，中

ム

セッ シ1 ン数 1 2 3 4
冖
b 平 均

が

州

れ

　

車

　
車

ン

動

本

動

本

本

パ

自

絵

自

絵

絵

る

る

る

ン

ン

車

ま

ま

ま

バ

バ

動

や

や

や

　

　

　

自

じ

じ

じ

や

や

や

じ

じ

じ
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072550　

6677Q

げ
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　 0 ；10050
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！0 ：

20 ：

00000049q40

「
Qげ
Ω
U

100 ：　 0 　　 67 ：　33
30 ：　70 　　 22 ：　78
50 ：　50 　　 44 二　56
25 ：　フ5 　　 25 ：　75

　 0 ： 100 　 　 20 ：　80
50 ：　50 　　　33 ：　 67

85 ，4 ：　14 ．5
29 ，0 ：　71 ．0
30 ．4 ：　69 ．6
19，6 ：　80 ．4
11 ．0 ：　 89 ．0
32 ．6 ：　67 ．4

る

イ

形

よ

L

×

巽

L

ア

財

る

が

皿 結 果 と 考
．
察

　 各 セ ッ シ ョ ン 内 に お い て 各 ア イ テ ム の 選 択 的 注 視 率

に
一貫 し た 差 が 見 ら れ た （Fig．2，）。 ま た ，選 択 的 注 視 行

動 の 累積数 に お い て も，提 示 さ れ た 4 ア イ テ ム の 選 択

的 注 視率 に
一

貫 した 差 が 見 ら れ た （Fig、3）。

　 本 実 験 の 塲 合 ，一
度 に 提 示 され る ア イ テ ム は ，2 ア

イ テ ム で あ る か ら，50％ よ り注 視率 が 高 い ア イ テ ム は ，

高 選 択 ア イ テ ム （High　Selection ［tem ： HSI ）と 定 義

さ れ ，50％ より低 い 注 視 率 の ア イ テ ム は，低 選 択 ア イ

テ ム （Lov　 Selet：．tion 　 Item ： LSI ）と定 義 さ れ る。注

視 率 が 50％ の 場 合 は，対 象 児 に と っ て，等 価 ア イ テ ム

（No　 Dirrerence．　 Item ； ND ［）と定義 され る 。各 セ ッ

シ ョ ン ご との ，HSI ，LSI の 比 較 で は ，　 Table2 に

示 す 結 果 が 得 ら れ た。 2 ア イ テ ム 移 動 提 示 条件 に よ っ

て，提 示 さ れ た ア イ テ ム の 組 み 合 わ せ （Tab ［el ）ご と に ，

各 試 行 ご と に 高 選 択 ア イ テ ム （HSI ） と 低選 択 ア イ

テ ム （LS ｛） の 比 較 が 行 わ れ た 結 果 （Tabie　 2），平 均

及 び ， 1 ， 3 ． 5 セ ッ シ ョ ン で は ，「パ ン 」は 他 の ど の

ア イ テ ム と 比 較 し て も 選 択 的 注 視 率 が 低 く，絵 本 は ，

どの ア イ テ ム と 比 較 し て も選択 的 注 視率 が 高 か っ た 。

6 種 類 の 組 み 合 わ せ を 比 較 す る と 「パ ン J〈 「じ ゃ じ ゃ ま

る 」，「自 動 車 」，「絵本」か っ
，

「じ ゃ じゃ ま る j〈 「自 動

車 」，「絵本 」か っ ，「自 動 車 」＜ 「絵 本 」で あ る か ら，「絵

本 」〉 「自 動 車 」〉 「じ ゃ じ ゃ ま る ．1＞ 「パ ン 」が 成 立 す る 。

2 ，4 セ ッ シ ョ ン は，NDI が 2 の 紐 み 合 わ せ が 存在

し，明 確 で は な い が ，「絵本 （自 動 車 ） ．1≧ 「じ ゃ じ ゃ ま

る 」〉 「パ ン 」が 成 り 立 つ
。 こ れ らの 結果 か ら，同 時 に 提

示 さ れ た 2 ア イ テ ム の 注視率 の 比 較 に よ っ て ，複数 の

ア イ テ ム の 選 択 的 注 視 率 の 階 層 性 を 推 測 す る こ と が 可

能 で あ る こ とが 示 唆さ れ た。

　ま た ，ア イ テ ム が 対
．
象 児 を 中 心 に 30度 の 角度 に きた

と き 見 比 べ 行 動 が 全 試 行 に お い て 生起 し，見 比 べ 行 動

の 維 持 が 見 ら れ た 。半 年 後 の ブ ロ ーブ に お い て も維持

が み ら れ た。

　また ，本 実 験 で は ，対 象 児 が も っ と も 敏 牒 に 反 応 す

る と さ れ る 音 と い う 条 件 を除 き，刺 激 特 性 の 差 が で き

る だ け 少 な い ア イ テ ム の 提 示 が 行 わ れ た が ，各 ア イ テ

ム の 選 択 注 視 率 に
一

貫 し た 差 が 見 ら れ ，選 択 的 注 視 は ，

刺 激 特 性 の 差 の 大 き さ だ け に 規 定 され て い る の で は な

く，注 視率 が 高 い ア イ テ ム を 提 示 す る と笑顔 が 見 ら れ

た こ とか ら，好 み の 強 さ な ど の 要 因 が 関 与 し て い る こ

と が 示 唆 さ れ そ） 。

　 ユ　
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自 閉 症 児 に お け る 情 報 非 共 儲 へ の 報 告 行 動 の 成 立

　 井 上 雅 彦

（兵 庫 教 育 大 学 ）

　 ！． 問 題 と 目 的

　　自 閉 症 児 の 遊 び → 報 告 場 面 に お い て 、 報 告

に 対 し て 異 な っ た フ ィ
ー一ドバ ッ ク を 行 う 2 名

の 聞 き 手 を 設 定 し た 結 果、 対 象 児 3 名 に
・
っ い

て そ れ ぞ ：h 特 定 の フ ィ
ー一

ド バ ッ ク を 行 う役 割
の 聞 き 手 を 選 択 し 報 告 す る こ と が 示 さ れ た

　〔井 上 ，1994 ） 。 対 象 児 は 特 定 の 聞 き 手 を 条 件

が 変 化 す る ま で 欄 さ 手 の 彳贈 ∫が 交 代 す る ま

で 腿 択 し 椥 つ た が 、 通 常 の ・ 報 告 、 の 罍 、
あ る 聞 き 手 へ の 情 報 伝 達 に つ い て 、 聞 き 手 の

反 応 を 予 測 可 能 に す る 弁 別 刺 激 が 存 在 す る と：

考 え ら れ る 。

　 本 研 究 で は、　自 分 が 伝 え よ う と し て い る 情
報 に つ い て 情 轍 陏 者 慨 に 知 。 て い る 人 ）
と 憎 報 非 共 有 者 （知 ら な い 人 ） を 弁 別 さ せ る

訂1儻 を 行 う こ と で 報 告 S 語 行 跏 ・ お eナ る 特 定

の 聞 き 手 へ の 選 択 行 動 が 成 立 す る か 検 討 す る。
2 ． 方 法

口 ）対 象 児

　 灘 騨 校 小 学 細 こ 在 籍 す ・
． 　 El・IJ−il　 1．　a ，本 研

究 開 始 時・ 対 象 児 は CA1 鳳 1、臨 ま 5 、1 （ヒ
・
クチ

／
lt
− 7

’
U ・ク知 能 検 査 に よ t）　ili・1・fi） で あ っ た t、ま た

DSM − M −R．の 診 断 基 凱 こ 照 合 し 噛 閉 性 障

害 」 に 該 当 ず る こ と が 確 認 さ れ て お り、　CA
RS （小 児 自 閉 鎌 聢 尺 度 ） に よ る 評 定 は 軽

　中 度 自 閉 症 て あ っ た．、言 鮟 出 は 、 子 音 の

発 齢 揮 音 化 い 三 不 1・臓 姐 言吾 文 で あ っ た。
（L）セ ヅ テ ィ ン グ

　 LLL2 ，L3 の 3 名 の 聞 き 手 が 参 加 し た 。　 Set ．
1で e： 3 名 の う ち 任 意 の 2 名 hs　5rg　dit．児 と プ レ イ
ル

ー
ム 内 で 遊 ん だ 。 Set．2で は 遊 ん だ 聞 き 手 の

う 61 名 が 遊 び に 参 加 し な か っ た 聞 き 手 と と

も に 廊 下 に で て 並 砥 聞 き 手 選 択 場 面 と な ，

た （Fig ．1） Q

〔31報 告 の た め の 活 動

ブ ゜ ・ ク 内 の 試 行 凱 こ あ わ せ て 、大 玉 （ボ

Fig ． 1　 実

　
一

ル ） ・ト ラ ン ポ リ ン ・
ラ ジ オ ・

コ マ ・グ ル

グ ル ’体 操 （エ ア ・ ビ ・ ・ワ 。 キ ン ） の 6 つ の

活 動 が 行 わ れ た． 行 う 順 序 は ブ 。 ッ 吶 で ラ

　ン ダ ム と し た 。

　（4 ）手 続 き

  前 言価 井 上 （」994 ） に よ る 聞 き 手 選 択 場

面 を 設 定 し、 対 象 児 の 報 告 言 譜 行 動 に 随 伴 し

て 、　
「

そ う （報 告 酒 動 名 ） し た の 」　（以 後 U
FB ：U ・ k・ ・wn　F … iback ） ま た e」、・ 知 。 て る よ 、

（以 後 K　 F　 B　 ・K… nF ・ edback と す る ） と ig．R
る 2 名 の 聞 き 手 を 設 定 し、 対 象 児 に 選 択 さ せ

た 。 闇 き 手 の 役 割 は 条 件 ご と に 交 習 し た 。

塾 二 麺 イ ン 1−　 3 名 の 聞 き 手 が 参 力囗 し た。
例 え ば S・し1で Lユを Zlk　〈　 L　2と L・［S　hs対 象 児 と 遊 ぷ

場 合・ 鞭 内 に は 対 象 児 （S・ b）． L2、L3及 び 言川

継 （T ・ 〉が い た・ maぴ の 開 始 1よ T， が ・ S ち ゃ

ん ○ ○ や ろ う 」 と い ・p て 行 ・
っ た 。 　T ！

L，L2，L3 の

3 名 が 対 象 児 と 遊 ん だ 後 一 、2は 廊 下 の 椅 子 に

座 っ た・ Tr は 対 象 児 に 厂 廊 下 の 先 kl こ 教 え て

あ げ て 」 と 醤 語 指 示 し 報 告 す る よ う 促 し た。
・一

緒 に 遊 ん だ 聞 き 手 （L2 ）は、 対 象 児 の 報 告 に

対 し KFB を、 遊 は な か っ た 聞 き 手 （L1）は U
FB を 行 っ た 。 聞 き 手 3 名 の 各 役 割 は ロ ー

テ
ー

シ ョ ン さ れ 試行 ご と に 役 剤 交 代 さ れ た。　な

お 1 ブ ロ ッ ク は 6 試 行 か ら 構 成 さ れ た。
璽製 馴 LL1 ・L2 ，L3 の う ち 2 名 が 対 鯱
と 向 き 合 ・ て 黼 し 、 言川 纏 が ［，1，L2 ，L3 の 写

欺 一
陸 机 上 に 並 ぺ

’
い な い 入 i雛 で す か 」

と 質 聞 し た ・ 対 象 児 は 対 面 し て い る 2 名 の 前
に 写 真 カ ー

ド を 並 べ た 後 、 該 当 し な い ユ 枚 を
言1櫞 者 に 手 渡 す こ と が 正 答 と さ 才・ た． ま た 写

真 カ ー
ド に よ り 指 定 さ れ た 人 に 物 品 を 手 渡 す

こ と が 可 能 な こ と が 確 認 さ れ た。
鑑 逝 訓 継 は 数 ・ が 終 了 し た 時 点

で 机 に 3 名 （対 象 児 を 含 む ） を す わ ら せ 、 い

な い 人 を 顎 カ ー
ド で 弁 別 さ せ た．対 象 児 が

弁 別 し 終 わ っ た 後、 選 択 場 面 に

参加 す る 聞 き 手 は 廊 下 に 出 た 。

そ の 後 、対 象 児 は 廊 下 の 聞 き 手

を 選 択 し 報 告 し た 。 訓 練 者 は 対

象 児 が 選 ん だ カ
ー

ド を も っ て 対

象 児 の 後 を 追 い 、 誤 っ て 聞 き 手

を 選 択 し た 場 合 は、 写 真 カ ー
ド

を 示 し な が ら、　「 い な い 人 に い

L

（

一28一
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っ て ね 」 と い い 報 告 さ せ た。

  プ ロ ーブ ユ
」⊥ 写 真 カ ー ド で 弁 別 を 行 わ ず、

べ
一

ス ラ イ ン 条 件 と 同 様 な 手 続 き で 行 わ れ た 。

鯉 劃L墨ユL ま ず 写 真 カ
ー

ド と 名 前 カ ー ド

（L1 ，L2 ，L3 の 名 前 を ひ ら が な で 記 し た も の ）

の マ ッ チ ン グ 訓 練 を 行 っ た 。 次 に 写 真 カ ー
ド

の か わ り に 名 前 カ ー ド を 使 用 し、 集 中 訓 練 1

と 同 様 の 手 続 き で 言川 練 を 行 っ た。

  報 告 訓 縫』L三 報 告訓 練 1 と 同 様 な 手 続 き を

名 前 カ
ー

ド を 用 い て 行 っ た 。 た だ し 対 象 児 は

名 前 カ
ー

ド を 持 っ て 選 択 場 面 に 参 加 し た 。 対

象 児 が 誤 っ て 報 告 し た 場 合 の み 訓 練 者 は 名 前

カ
ー

ド を 見 る よ う に 指 示 し た 。

  プ ロ ー ブ L ⊥ 遊 び 終 了 後 、 弁 別 場 面 を設 定

せ ず、 机 上 に 白 紙 の カ
ー

ト 1 枚 と 筆 記 具 を お

く だ け の 状 態 に し た。 訓 練 者 は メ モ に 関 す る

教 示 は 行 わ ず 、 20秒 間 待 っ て か ら 報 告 す る よ

う 指 示 し た 。

  蛇 訓 練 HL 聞 き 手 の う ち 2 名 が 対 象 児 と

向 き 合 っ て 着 席 し、 い な い 人 を メ モ さ せ た。

　 ブ ロ
ー

ブ IIL⊥ プ ロ ーブ II と 同 様 で あ っ た。
3 ． 結 果

　 前 評 価 の 結 果、 対 象 児 は 聞 き 手 選 択 場 面 に

お い て 2 名 の 聞 き 手 の う ち UFB を 行 う 聞 き

手 を 選 択 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た。 べ

一ス ラ イ ン 条 件 に お け る 選 択 は 初 期 に は 不 安

定 で あ っ た が 、 4 ，　5 ブ ロ ッ ク 目 に は 最 初 か

ら UFB を 行 う 聞 き手 を 選 択 す る 場 合 と KF

B の 聞 き 手 を 選 択 し そ の 後 UFB の 聞 き 手 に

報 告 し な お す 行 動 が 50 ％ ず つ 見 ら れ た 。

　 集 中 訓 練 1 に お い て は 対 象 児 は 15試 行 で 達

成 基 準 に 達 し た （6試 行 連 続 正 答 ） 。 報 告 訓 練

1 で は UFB を 行 う 聞 き 手 の 選 択 率 が 徐 々 に

上 昇 し． IO ，11 ブ ロ ッ ク で は 100 ％に 達 し た 。

　 続 い て べ 一 ス ラ イ ン 条 件 と 同 様、 写 真 カ ー

ド 弁 別 場 面 を 設 定 し な い で 報 告 さ せ る ブ ロ
ー

ブ 1 が 靼 入 さ れ た。 そ の 結 粟、 ペ
ー

ス ラ イ ン

条 件 の 4 ，　5 ブ ロ ッ ク 同 様 の パ タ ン が 出 現 し

た。

　　 べ 一
ス ライン 　　 報告訓練 1

墨驚liげ

LLJ ．．L ．E．．．L ．一．

プロ
ー
ブ 1

　↓

　 こ の た め 報 告 の 前 に 設 定 さ れ る カ ー ド に よ

る 弁 別 場 面 を を 撤 去 す る か わ り に 報 告 す ぺ き

人 を メ モ す る 行 動 へ 移 行 す る こ と が 考 え ら れ

た 。 築 中 訓 練 IIの 結 果 、　12試 行 で 達 成 基 準 に

達 し （6試 行 連 続 正 答 ） た 。 報 告 訓 練 II に お い

て は 名 前 カ ー ド を 利 用 し て UFB の 聞 き 手 を

選 択 す る こ と が 可 能 で あ っ た 。 　ま た 名 前 カ
ー

ド を 参 照 す る 行 動 も 奚 動 し つ つ も 自 発 し た 。

　 し か し な が ら プ ロ
ープ ［1 に お い て は 、　メ モ

行 動 は 自 発 さ れ ず 、対 象 児 は 臼 紙 の 紙 を も っ

て 報 告 場 面 に 臨 ん だ 。　そ の 後 集 中 訓 練 IU に よ

っ て い な い 人 を メ モ す る 訓 練 を 挿 入 し た と こ

ろ プ ロ
ー一

ブ IHで は 自 発 的 に メ モ し、　UFB の

聞 き 手 を 選 択 す る こ と が 可 能 と な っ た。　91た

メ モ を 参 照 す る 行 動 も 翻 発 し た。
4 ． 考 察

　 本 研 究 の 結 果 、 自 分 が 伝 え よ う と し て い る

情 報 に つ い て 、 情 報 数 有 考 と 情 報 非 共 有 者 を

弁 別 さ せ 、 あ る い は メ モ さ せ る こ と で 報 告 言

語 行 動 に お け る 特 定 の 聞 き 手 へ の 選 択 行 動 が

成 立 す る こ と が 示 さ れ た 。

　報 告 訓 練 1 に よ っ て 「 い な い 人 」 を 弁 別 し 、
そ の 人 を 選 択 し て 報 告 す る と二 い う 行 動 は 確 立

し た が 、　カ ー ド に よ る 弁 別 機 会 を 撤 去 し た プ

ロ
ーブ 1 に お い て は 崩 れ て し ま っ た。 本 研 究

で は 写 翼 カ ー ド 弁 別 を 名 前 カ
ー

ド 弁 別 に 、 そ

し て メ モ 行 動 に 置 換 え、 最 終 的 に は 弁 別 機 会

を 設 定 せ ず 「 伝 え る べ き 人 を メ モ す る 」 と い

う 形 に し た 。 メ モ や 名 前 カ ー ド を 参 照 す る 行

動 は 変 動 し な が ら も 自 発 し て い た こ と か ら 機

能 的 な 確 認 行 動 で あ る 可 能 性 が 考 え ら れ る。

今 後 は プ ロ
ー

ブ 田 （メ モ 行 動 ） か ら ベ
ー

ス ラ

イ ン 条 件 に 移 行 し た 場 合 に UFB の 聞 き 手 へ

の 選 択 が 成 立 す る か 否 か に つ い て 検 討 す る 必

要 が あ る 。 ま た 情 報 共 有 ・
非 共 有 の 刺 激 ク ラ

ス の 成 立 に つ い て さ ら に 検 討 し て い く 予 定 で

あ る。

♂

i☆li置繍∴黶副

　 　 　ブローブllプロ ーブ皿

報告黻 叫 　 壱

　 　 　 　 　 〈1−一一一一一一一一一一→〉 　 　 一 一
一一一→ 〉

　　　　　　 写真カ ー
ド弁別 　　　名前カード弁別 　名前メ モ

Fig ． 2 　 聞 き 手 の 選 択 回 数 と 畚 照 行 動 （名 前 カ ー
ド

・メ モ ） の 生起 数
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鞭 の 先 征 臆 閧 掴 醗 達 遅 覯 の 不 齬 行 動 の 生 起 と の 関 連 に
・
） い て 副 婦

　　　　　　　　　　
（⊃平 澤 紀 子 　　　

・
　　　　　保 坂 俊 行 　　　　　・　　藤 原義 博

　　　　　　噺 測 誼 償 瀁 灘 ：校 い q 踝 県 立 や ま び こ 養 灘 ・t交〉 ・
（上 越 糖 大 学 ）

　 1 ．問 題 と 目 的

　　発 達 遅潮 見 に 関 わ る 学 椡 昜面 で は 、教 師 の 指 導 的 な

　関 わ り が 子 ど もの 行動 を 規 定 して い る こ と が 多 い 。特

　に 、教 師 の 通常 の 手旨示 的 関 わ り は 、発 達 遅 滞 児 に と っ

　て 理 解 や 遂 行 が 困 難 で 、嫌 悪 刺 激 と し て 働 い て い る 場

　合 が あ り、そ の 為 に 発 達 遅 滞 児 の 不 適 切 行 動 が 生 起 す

　る こ と が あ る （平 澤 ・
藤原，ig94 ）。

　　従 って 、不 適 切 行 動 が 生 起 し て い る 場 面 で の 教 師 の

　先 行 的 な 関 わ り に 注 目 し、そ こ か ら 不適 切 行 動 の 生 起

要 因 を 検討 す る こ と は 、不 適 切 行 動 の 予 防 と 共 に 有効

　な 改 善 を 生 み・出 す 教 師 の 関 わ りを み い だ す こ と に つ な

が る と 考 え ら れ る。し か しな が ら、不 適 切 行 動 が 生 起

す る 時 の 先 行 条 件 と し て の 教師 の 関 わ りに つ い て は、

そ れ も実際 の 学校 場 邇 に お い て は ほ と ん ど 調べ ら れ て

い な い Ce．g．Kennedy ，亅994 ）。

　 そ こ で 本 研 究 で は、教 師 の 先 行 的 な 関 わ りを 分 析 し、

そ の 結 果 を 基 に 関 わ り を 操 作 す る こ と に よ っ て 、発 達

遅 滞 児 の 不 適 切 行 勤 の 生 起 と の 関 連 を 検 詞 し た 。
2 ．刔 象 児

　 精 神 薄 弱 養 護 学校 小 学 部 2 年 に 在 席 す る 男 子 1 名。

学 校 の 指 示 場 面 で 、　「あ
一、う わ 一一

」 な ど の 奇 声 を あ

げ る 、手 叩 き、身体 叩 き、両 足 で 跳 ね る、床 に 寝 こ ろ

ぷ 等 の 行 動 を 頻 繁 に 起 こ し て い た 。 lQ は 測 定 不 能。
発 声 は あ る が 言葉 は 話 せ な い。ま た、簡 単 な 言 語 指

’
示

に は 従 う こ と が で き る。

3 ．　実 施 1朝間 ・実 1池 場 面

　 平 成 6 年 6 月 か ら i2 月 ま で 、対 象 児 の 学 級 て 実 施 し

た・担 任 は 2 名 で 、学 級 に 1ま対 象 児 の 他 に 3 名 が 在 籍

して い た・ な お、対 象 児 へ の 担 当 は 決 め ら れ て お ら す 、

そ の 都 度 2 入 の う ち ど ち ら か あ る い は 両 方 が 指 導 し た。

　実施 場 面 は 、  担 任 へ の 不 適 切 行 動 と そ の 生 起 場 面

に つ い て の ア ン ケ ー
ト、  指 導 者 に．よ る タ イ ム ス ケ ジ

ュ
ール 式 記 録 に 篭 つ い て 決 定 し た 。そ の 結 果、不 適 切

行 動 が 頻 繁 に 生 起 し、教 師 の 先 行 的 な 関 わ りが 多 く、
1 校 時 に ほ ぼ 毎 日 実 施 さ れ て い る 校 内 で の 5 分 間 走 を

選 定 し た 。

4 ．教 師 の 関 わ り と不 適 切 行 動 の 生 起 と の 関 連 の 分 析

　 　 1 ） ベ ー一ス ラ イ ン 1

　不 適 切行動 が 頻 繁 に 生 起 し て い る 5 分 間 走 場 面 の ビ

デ オ 録 画 に よ り、操 作 的 に 定 義 し た 対 象 児 の   不 適 切

行 勳、  走 ら な い 彳
．
∫動、  走 る 行 動、教 師 の   指 示 的

関 わ り、  非 指 示 的 関わ りの 各 々 の 生 起 を 5 秒 イ ン タ

ーバ ル 法 で 記 録 した 。そ し て 、対 象 児 が 不 適 切 行 動 を

生 起 さ せ た 時 の 5 分 間 あ た り の 教 師 の 各 関 わ り の 頻 度

を 算 定 し た。

　 そ の 結果・不 適 切 行動 は 教 師 031 ・指 示 的 関 わ り よ り

も指 示 的 関 わ り に 関 連 し て 生 起 して い る こ と が 示 唆 さ

れ た 。ま た、指 示 的 関 わ り の う ち、身 体 的 ブ ロ ン ブ ト

と伴 走 て 特 に 強 い 関 連 が 認 め ら れ た （Fig、D 。

　　 2 ） 査 定 条 件

　
べ ・一

ス ラ イ ン 1 か ら、不 適 切 行 動 と教 師 の 指 示的関

わ り、特 に 身 体 的 プ ロ ン プ トや 伴 走 と の 関 連 が 推 定 さ

れ た。そ こ で 、総 て の 指 示 的 関 わ り を 以 下 の よ う に
一

定化 す る 条 件 に よ り、不 適 切 行動 の 生起 を 査 定 し た。

　 教 師 に 対 して 、対 象 児 が 走 る 行動 を 5 秒 以 上 止 め た

時 に   声 か け
．
、  声 か け ＋ 痛

’
さ し、  身 体 的 プ ロ ン プ

トを 段 階的 に 与 え る よ う 要 請 し た 。

　そ の 結 果、教師 の 指 示 的 関 わ り に 対 す る 5 分 あ た り

の 不 適 切 行 動 の 頻 度 は ベ ース ラ イ ン 1 よ り も低 減 し た

（Fig ．2）　0

　 　 3 ） ベ ー
ス ラ イ ン 2

　先 の 査 定 条 件 の 結 果 を 確認 す る た め に 、指 示 的 関 わ

りの
…

定 化 手 続 き を 教 師 に 止 め て も ら い 、以 前 の 関 わ

り に 戻 して も ら っ た。

　そ の 結 果、査 定 条 件 で 低 減 し た 不 適
．
切 行 動 は 、再 び

身 体 的 プ ロ ン プ ト や 伴 走 と い っ た 指 示 的 関 わ りに 対 し

て 高
．
＜生 起 し た （Fig．2＞ 。

］1
指 示 的聞 わ り
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5 ．介 入 （Fig ．2．3）

　 D 介入 1、

　 先 の 分 析結 果 か ら、 5 分 間 走 場 面 に

お け る 対象児 の 不適 切 行 動 の 生 起 要 因

と し て 、  身体的 プ ロ ン プ トや 伴走 と

い っ た 教 師 の 指示的 関 わ り と の 関 連 が

確 認 さ れ た。 そ こ で 、教 師 に こ れ ら の

関 わ り を
一

切 行 わ な い こ と を 要 請 し た。

な お 、教 師 の 手 続 き の 信頼性 は 平 均

　 ω
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　 40
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　 　 Fig．Z　軟師の 指示 的関 わ りと下適 切行 動 の 生 起頻度

頻 度 に よ れ ば、ほ ぼ 要 請通 り で あ っ た 遜 2。 ベ ーx ラィ 丿 　 tntm ｛1

そ の 結 果 ・不 適 切 黴 は 平 均 ・・8回 a
’

1　1・ ！
°

・ σ ％ q

。

°
・

で 、低 い 値 で 安定 し た が、走 ら な し、頻 1　 l°

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 龍 s ．
度 （直 線 部 分 の 平 均 20．1回、タ

ー
ン 部 鬻。 　　　

U「

渦

’C一ス ラ イ ン 2

0 α
〔）、

τ　 　 、P
　 　 o

”゚Q −一・蕊綿碗分 の 走 る 回 雛

→
一

直 稼 邸 曾η走らない麟匿

十 ク
ー〆tc　／） の 走 ら な い 顛匿

分 の 平 均 8．2回 ） も 高 く な っ た 。　　 　　　 　　 　
5

　 2 ＞ 介 入 2　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　
Fig11

　 介 入 t の 結 果 か ら、身 体 的 プ ロ ン プ トの 除 去 は 不適

切 行 動 を 低 減 し た が 、伴 走 に つ い て は 走 行 を 促 す 働 き

が あ る こ と が 示唆 さ れ た 。 そ こ で 、走 る 行動 を 減 少 さ

せ ず に 不 適 切 行 動 を 低 減 す る た め に、介 入 1 に 加 え て 、

教 師 に 対 して 、総 て の 時 間 に お い て 対 象 児 の 前 2m を 走

り、対 象 児 が 歩 く ま た は 止 ま っ た 時 に 「 1 、2 、1 、2 」

や 「O 君 走 る よ 」 と声 か け を す る こ と を 要請 し た 。

　 そ の 結 果、不 適 切 行 動 は 平 均 t5．3回 と変 動 が み ら れ 、

べ
一

ス ラ イ ン 2 近 く ま で 上 昇 し た が 、走 ら な い 頻 度 は

（直 線 部 分 の 平 均 6．0回 、 夕
一

：ノ 部 分 平 均 3，4回 ） は 低

減 し た も の の 安 定 し な か っ た 。

　 3 ） 介 入 3

　 介 入 2 の 結 果 か ら、教 師 が 常 に 対 象 児 の 前 を 走 る こ

と が 、走 る 行 動 を 妨 害 し た り、走 る 課 題 を 対 象 児 に 伝

え る 手 続 き と して う ま く機 能 し な い こ と が 推 定 さ れ た。

　 そ こ で 、対象児 が 自 発 的 に ペ ー
ス を 上 げ た 時 に は 無

理 に 対 象 児 の 前 に で ず 、一
定 の ペ ー

ス て 自然 に 追 い つ

くか 次 の タ
ー

ン か ら 再 び 前 を 走 る 手 続 き に 変 更 し た。

　 そ の 結果、不適 切 行 動 は 平 均 9．2回 で 介 入 t の レ ベ ル

に 近 づ き、走 ら な い 頻度 （直線部 分 の 平均 5．3回、 夕
一

ン 部 分 の 平 均 2，7回 ） も 低 く安 定 し た 。

6 ，考 察

　 本研究 で は 、 5 分 間 走 場 面 に お い て 教 師 の 指 示 的 関

わ り と 発 達遅滞児 の 不 適 切 行 勁 と の 関 連 に つ い て の 分

析 に 基 づ い て 、教 師 に 関 わ り の 変 更 を 要 請 し た 。そ の

結 果、不 適 切 行 動 は 低 減 し、適 切 な 行 動 が 増加 し た 。

こ の 結 果 は 、教 師 の 先 行 的 な 閲 わ り と 不 適 切 行 動 の 生

起 が 関 連 し て お り、そ の 関 わ り方 を 改 善 す る こ と に よ

・って 、不 適 切 行 動 の 生 起 を 予 防 し、望 ま し い 変 容 が 達

成 で き る こ と を 示 し て い る。

　 1D　　　　　　　　　　　Lj　　　　　　　　　　　20 　　　　　　　　　　　25 　　　　　　　　　　　30
　 　 　 　 　 　 セ ッ シ ョン

直擦郭分 の 走 る園 敦 と直 隙 ・
ク
ー一

ン告 部 分 の 走 らな レ L鎖 度

　
一

方、教 師 の 指 示 的 関 わ り に 関 し て 、伴 走 に つ い て

は 、不 適 切行動 の 生 起 に 関 連 し て い る の と 同 時 に 、走

る こ と を 促 す 働 き も果 た し て い た。 こ の こ と は 、介 入

1 と 3 で 示 さ れ た よ う に 、教 師 の 指 示 的 関 わ り を 総 て

除 去 す れ ば よ い の で は な く、適 切 な 行 動 の 生 起 や 維侍

に 関 連 し て い る 閣 わ り を 見 い だ し、そ れ を 質 的 に 改 善

す る こ と が 重 要 な こ と を示 し て い る。本 報 で は 、結 渠

を モ ニ タ
ーす る 際 に、不 適 切 行 動 と 走 る 行 動 お よ び 走

ら な い 行 動 の 生 起 に つ い て も 同 時 に 査 定 し、そ こ か ら

適 切 な 行 動 に 関 連 し て い る 伴 走 を 見 い だ す こ と が で き

た。従 っ て 、不 適 切 行 動 の 生 起 と 共 に 、適 切 な 行 動 の

生 起 も 査 定 す る こ と に よ っ て 、有 効 な 改 善 の 手 が か り

を 得 る こ と が で き る もの と 考 え ら れ る。

　 こ の よ う に 、学 習 能 力 の 高 い 教 師 の 関 わ り に 注 目 し、

そ れ を 改 善 す る こ と は 、教 育 実 践 で は 現 実 的 で 、場 面

に よ っ て は 子 ど もに 学習努力 を 求 め る よ り も 効率 的で

あ る と 考 え ら れ る 。
．そ の 際 に は 、推定 さ れ る 教師 の 関

わ り を
一

定 化 し、そ の 結 果 を モ ニ タ
ーし な が ら、II頃次

操 作 を 加 え る 本 報 の 方 法 は 、教 師 の 指 示 か け が 多 い 学

校場面 に お い て 、課 題 の 進 行 を 阻 止 す る こ と な く、有

効 な 分析 と 介 入 の 視点 を 提 供 す る もの と 邑｝
．
え よ う。
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刺激等価性パ ラ ダイ ム に お け る複合刺激 と物理 的特性 の 互 換可能性

　　　　　　　　　　　 ○ 青塚　徹 　　　　　　小 野浩
一

　　　　　　　 （駒 沢 大学人文 科学研究科）　（駒沢大学文学部）

　 脊塚 （1995） にお い て は 、明確な 2 次元 の 物理 的特

柑 を持 ）刺1鯛 1諺に 、共通す る物理的 特性 を で きるだけ

排除し た刺 激群 （al
．bin・a】y　stimuli ）を 1 対 1 対応 させ る

条件性弁別 訓練を行 っ た。そ して 、Eybitrary 　stimuliの ill．i

に 、物理的特性 そ の もの に仲介され た刺激クラ ス が成

立するか をテ ス トし、そ の成立が明確に示 された。そ

の 成立は、物理的特
’
性に伸介された刺激等価性の 成立

によるもの である可能性が示 された、，

　 そこ で本研究にお い て は、青塚 （1995）にお い て 物

理的特性 を持 っ 刺激が持 っ て い た 2・
つ の 次元 の 5 つ の

物理的特性 （小 、中、大 ：三 角形 、四角形）を、それ，

それ arbl 【τaly 　stimuliに置き換え、それ らを複合 させ 、青

塚 Gg95 ） に お け る 物理 1〕勺特性 を持
・
っ 刺1敷に 相 当す る

複合刺激 （・・ mpotllld 　stimull） （M ・・khmii＆ D ・ughc ・，
1993） を用意 した。そ して 、それ らを単

一
の 刺激に 対

応 させ る条件性弁別 訓練、テ ス トを行 い 、複合刺激の

要素刺激に 仲介され た刺激 等価性の 成立を検討 した。

　 さらに そ の 後に、三角 形 と四角形、、小 、中、大 の 3
っ の 丸を、複合刺激の各要素刺激に対応させた。テ ス

トに お い て 、最初の 訓練にお ける単
一

刺激を提示 し、

そ れ らに 刔 して 小、中、大の 3 個の 正三角形、 3 個の

正 方形 の どれ が 選択 され る か をテ ス トした。

　以 ヒの 手続きを通 じ、arbitrur ＞
・stimuliを要素刺激 とす

る複合刺激 と、明確 な物理的特慎iを持 っ 刺激との 互 換

の 可能性を検討 した 。

　　　　　　　　　　方　　　法

　〔被験者〕駒沢大学学部学生 10 名 ，

　〔装置〕パ ー
ソナ ル コ ン ピ ュ

ー
タNEC 　PC−9901RX 、反

応用に PC−9873L タ ッ チ ス ク リ
ー

ン を使 用 した。

　〔刺激〕図 ユ に示すよ うに、複合刺激 、単
一

刺激の 両

方 に 、ロ シ ア 語 の ア ル フ ァ
ベ

ッ トを使用 した 。 また 、

図 2 、図 3 に 示 すよ うに、明確な物理的特性 を持 っ 婀1
激 と し て 、三 角 形、四角形、丸 の 三 種類を使用 した。

〔乎続 き〕 訓 練セ ッ シ ョ ン 1 ： 図 1 に示す実線の 関係

を形成する、 3 選択に よる条件性弁別訓練を行 っ た。

60 試行を 1 つ の 訓練単位 とした。

シ ン メ トリ
ー

テ ス ト！ ： 訓練セ ッ シ ョ ン 1の 、見本刺

激と比 較刺激を逆転させ たテ ス トを 60 試行行 っ た。

二ろ トセ ッ シ ョ ン エ ： 図 1 に 示す、単
一一
刺瀲間の破線

の 関係 をテ ス トした 。 全 部で 72 試行 の うち、見本刺

除

聲
凪

四

菖
Φ

m

”
B

　 ↑tt・…冷 ？全．．．＿タ　＋ ↑

図 1

齢

葺

丑

ヨ
　

　
　
　
　
　
ゆ

足

眞

∬

雌

雌
榊 …

　　　実験で使用 した複合刺激 と単
一

刺激。実線は 訓
練 セ ッ シ ョ ン 1

、 破線は シ ン メ トリ
ー

テ ス ト1 とテ ス

トセ ッ シ ョ ン 1 を示す 。

激に対する 3 つ の 比 較刺激の 中に、r または 八 に仲介

され た 刺激が 存：在する場合が 24 試 行、A または q ま

た は S に fll1介 され た 刺激 が存在す る場合が 24 試行、

そ れ らが両方存在す る揚合 が 24 試行 あ る。

訓練 セ ソ シ ョ ン 2 ； 訓練セ ッ シ ョ ン 1で 使用 した複合

刺激 の 各要素刺激 に 対 し、図 2 に 示 すよ うに 、 F に 正

三角形、及 に 正 方形 を対応 させ る条件性弁別訓練 を行

っ た。 40 試行を 1 っ の 訓練単位とした 。

訓練セ ッ シ ョ ン 3 ： 図 2 に示すように、9 、q 、　 D の

各要素刺激に対 して、小、中、大の 3 っ の 丸をそれぞ

れ対応 させ る条 件性 弁別 訓練を行・
っ た。 39 試行を 1

つ の 訓練単位と した 。

シ ン メ トリ
ー

テ ス ト21 訓練セ ッ シ ョ ン 2 の 、見本刺

激 と比較刺激を逆転させ たテ ス トを 40 試行行 っ た。

シ ン メ トリ
ー

テ ス ト3 ：訓練セ ッ シ ョ ン 3 の 、見本刺

激 と比 較刺激を逆転 させ た テ ス トを 39 試行行 っ た。

テ ス トセ ソ シ ョ ン 2 ：図 3 に 示すよ うに、訓練セ ッ シ

ョ ン 1で 使用 した 6 っ の単一刺激に対 し、小、中、大

の 3 個の 正三角形、小 、中、大 の 3個の 正 方形の どれ

が選択 され る か を調べ た 。 単一
刺激の 1 つ を見本刺激

F

∬

△

舛

∬
　
○

∬

［

∂

質

O

q

茸

○
図 2　実線は 訓練セ ソ シ ョ ン 2 （左 側）と訓練セ ッ シ

ョ ン 3 （右側）、破線は シ ン メ トリ
ー

テ ス ト2 （左側）
とシ ン メ トリ

ー
テ ス ト3　（右側） を示す。
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テ ス トセ ッ シ ョ ン 2 で成立を調 べ た関係

とし、IE三角形、正方形の うちの 3っ を比較刺激 とし

て 堤示 し、6．0 試行行 っ た
。 さらに、そ の 見本刺激と

比較刺激を逆転させ た関係 にっ い て 60 試行行 っ た。

　以 上に示 した実験実行単位に よる干続きを、 1名の

陂験者に っ い て 2 回に分1丿
』
て 行 っ た。第 1回 目は、訓

練 ヒッ シ ョ ン Lに っ い て、終了基準 と し て過去 60 試

行 Li」の 正答率が何％で あっ たかが、 60 、70 、80 、

90 、95 、95 で あ る 6 つ の 単位 の 訓練を行 っ た．、

それぞれ終了基 準に達 し なげ ｝しば、 60 試行 の 訓練 を

繰 り返 した。次 に、シ ン メ トリ
ー

テ ス ト 1 を行い 、そ

の 正答率が 95 ％以上 で なければ訓練 を繰 り返 した。

最後に ラ
：
ス トセ ッ シ ョ ン ］を行 っ た。

　第 2 回 目で は 、まず訓練セ ッ シ ョ ン 1 につ い て 、終

了基準 が それぞれ 80 、90 、95 ％で ある単位 を 3

回行っ た。次に、訓練
一
ヒ ッ シ ョ ン 2 を 3 単位、訓練

一
ヒ

ッ ソ ヨ ン 3 を 3 単位行 っ た。それぞれ過去 40 試行 中、．

ある い は 39 試行中正答率が 95 ％以上でなければ、

そ の単位を終了 で きなか っ た，次に、訓練 セ ッ シ ョ ン

1 を 1単位 、シ ン メ ト リ
ー

テ ス ト 1 、訓練 セ ッ シ ョ ン

3 を 1 単位、シ ン メ トリ
ー

テ ス ト3 、訓練セ ソ シ ョ ン

2 を 1単位、シ ン メ トリ
ー

テ、ス ト2 の 順序で行 っ た。

それぞれ の シ ン メ トリ
ー

テ ス トにお い て 、そ の 正 答率

が 95 ％以上 で なけれ ばまた．訓練を行 っ た。最後にテ

ス トセ ッ シ ョ ン 2 を行 っ た 。

　　　　　　　　　結　　　果

　テ ス トセ ッ シ ョ ン 1 の 結果 （図 4 ）、F また は A に

仲介され る刺激クラス 、A また は tl または 9 にf中介さ

g6　rか且に帥介される場合　flか
tiか3に伸介される場合　両方に仲介される場合

loo 　 　 　 　 　 　 　 r か llへ の 麟 ）

応 50

→
了

図 4

　　　　　f，LJ 　　 融 、
1234567 再910　12：345678910 　12 ：蚕456781 ｝IO

　　　 被　　　　験 　　　　者 （里〜1G ）

テ ス トセ ッ シ ョ ン 1の 結果
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図 5

（逆 転 テ ス ト）

　　i23456789iO
」

　被　　　 験　　　 者 （1〜 io ）

テ ス トセ ッ シ ョ ン 2 の 結果

軍 炉F
晝臺

諺 　　　厂　　‘　　ト甲 ｛‘　　　　　‘ 卜
7 尹 じり ｛ぐ
｝、「、

盈
　　’卜
　　　 i

　　 ρ

　　　宀

1、
「；

　　　，

匸1
←．℃

，峠
宀
．二

F　 　 ζ

縻　
F
　 i　　　　　、

　　　　　そ

　　　ご
　　　．　 彡　　　　　r　　　　　「
葺 雛

れ る刺激クラ ス の 成立 を、明確に示 した 波験者 が 3 名 、

67 ％〜83 ％の 反応率の 冰準で示 した被験者
’
が 2 名

い た。テ ス トセ ノ シ ョ ン 2 の 結果 （図 5 ）、複合刺謝

と物理 的特性 を
・
持っ 刺激 と の 互 換を示 した被験者が e

名 い た 。

　　　　　　　　　 考 　　　察

　テ ス トセ ッ シ ョ ン 1 の 結果 を見 ると、青塚 （tg95．i

に お ける物理的特性 が f中介す る場合と 比 較 し、刺激
“
」

ラ ス の 成立を示 した 被験者 の 数 が少 な か っ た 。 こ れ け 、

刺激等「［耐生の 成立の 有無の 問題 で ある が 、さらに そ オ「．

に は 、 （1）刺激 に対す
’
る 命名 （Mam 亘ng ）の 問題、 （2 ）

条件性弁別訓練に お い て 、終了 基準を ク リア
・一・1．て も、

それが刺瀲間関係 の 完全な学習 とは なっ て い ない と1
・

・

う問題 、つ ま り学習に おけ る個人差 と刺激等価性の 成

立 が 、どの よ うに関 っ て い る の か とい う問題、などが

こ の 結果 に関係 し
．
て
’
い る と考えられる。

　実験後 の 報告 に よれば、刺激クラス の 成立を 示 した

被験者は 、刺激に 対 して命名を行 い 、なおかっ 複合刺

激 の 各要素 を分離 して 命名を行 っ て い た。

　テ ス トセ ッ シ ョ ン 2の 結果、複合刺激と物理的特性

の 互 換を示 した被験者と、示 さなか っ た被験者に分か

れた．。 こ れ に っ い て は 、訓練セ ッ シ ョ ン 3 の 刺激が 、

形 （丸） と大 きさ　（小、中、大） の 2 次元 の 物理的特

性を持 っ て い たた め、被験者に よっ て は fi、　 q 、∂ に、

大きさの 次元 の物理 的特性 の みで はな く、形 の 次元 の

物理的特性 も対応づけされて い た、とい うこ とが 考え

られ る。

　今後、上 記の 問題 に関 し て 引き続 き検討 して い く必

要が あ る 。

　　　　　　　　　 引用 文献

青塚徹 （tg95）刺激等llll1性にお け る物理的特韓iの 機能

　行鋤分析学 研究 ， 8　（印刷中）、

M ，arkliiun ，　 M ．　 R．7 ＆ Doughcr ，　 M ．」．（1993） Cc〕miX ）tmd

　stilllUli　 in　em α 9Cnt　sti［nulus 　 I
．
clations ： F．Ktendlng 　th¢

　scopc 　of 　siimulns 　cquiva ［cncc 、　 JEAB ．　60，　529−542，
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弁別課題 の 構造分析 に基づ く観察反応研究の分類

　　　高橋雅治

（北海道大学 ・文学部）

　　　　　　　　　　研 究の 日的

　従来 の 弁別研究に お い て は，実験 に用 い ら れ る弁別

課題 の 構造的な特徴 や 課題 問の 構造的 な 関係等が 明確

化さ れ な い 状態 で，そ れ ぞ れ の 実験 が行わ れ て きた た

め ，得 られ た結果 の 問の 直接 的 な比 較や そ れ らの 結果

の 統念的な解釈 は 困難 で ある こ とが多か っ た 。 そ こ で ，
Taknhashi（1991 ）は ，さ まざまな 弁別課題 の 構造 を明確

化す る ため の ひ とつ の 手法を提案した 。 本研究 で は，

その 手法 を， 「ラ ン ダム に 生起す る刺激変化に応 じて

行動 を変化 させ る こ と を要求する 課題 （ビ ジ ラ ン ス 課

題）」 を用 い た 観察反応 の 変容過程 に 関する過去 の研

究 に 適用 す る こ と が 試 み られ た。それ に よ り，そ れら

の 研 究 の 間 の 構 造 的 関 係 が 明確化 さ れ る こ とが 期待 さ

れ た。

　　　　　　　　　　　 方法

　弁別課 題 の 構造 分 析 に は，Takahashi（1991）に よ り提

案 され た 弁別課題 の 構造分析 の 手 法が 用 い られ た 。 こ

の 手法 は ，非決定性 オ
ー

トマ トン と して 記述 され る基

本的 な 弁別課題 を様相 的 に 変型 す る た め の 次元 の い く

つ か を 弁別課題 の 構造分析 の 指標と して 用い て い る 。

まず，第
一

の 指標 は，　「持続性（tiUTabi ］ity）」 で あ るロ

こ れ は，観察を持続 し な け れ ば な ら な い 時 閲 的 な長 さ

の こ と で あ り，弁別すべ き刺激 （あ る い は 信号刺 激 ）

が 提示 され な い 時 間 の 平均 に よ り定tttlitされ る，、た とえ

ば，信号刺激が平均 して 30秒 に
一

回 の 頻 度 で 提示 さ

れ，そ れ を持続的 に 見張 り信号刺 i敷の 発 見 を考｝浩 L〆 ∫

け れ ば な らない 弁別課題 で は，拐続性 は 30 と な る 。

　さて，第二 の 指標 は，　 「即時1生（illlln｛，diaCy）」で ある。

こ れ は ，弁別課題 に お い て 弁別 す べ き刺激の 変化 （た

と えば
， 信号刺激 の 出現等） が冠蓮二こ・

っ た場合 に，どれ

くらい は や くそ れ に応 じた行動 の 変化 （た と えば報 告

反応等） を起 こ さ な け れ ば な ら な い か を表す指標 で あ

り，刺激変化が 起 こ っ た 時点 か ら報告反応が強化 され

る司 能性 が な くな る 時点 まで の 平均 時 間 の 逆 数 に よ り

定義 さ れ る．た と え ば，信号刺激の 提示時 に報告反応

を行 わ な けれ ば な らない 制限時間が 2秒の 弁別課題 で

は，即時性 は 1／2，す な わ ち0 ．5 と な る。

　
一

方，第 三 の 指標 は，　「複雑性 （cornplexity ）」で あ

る 。 こ れ は
， 弁別すべ き刺激 （信号刺激）の 数 に よ り

定義 され る e た と えば，3種類 の 信号刺 激が 提示 さ れ ，

提 示 され た刺激 に よ り異な っ た行動の 変化を起 こ さ な

けれ ば ならな い 弁別課題 で は，複雑性 は 3と な る。こ

れ ら3つ の 指標 を3つ の 次元 に と っ た 3 次元 空 間 は，

　「弁別課題空間 （discrimination　task　space）」と呼ばれ る

（Taknhashi，1991）。こ の 空閲 に お い て，持続性 と即時

性 の 両 方が 大きい 課題 は 「警戒 ・即時型 （vigilant 　and

quick）」，即時性 と複雑性が と もに大 きい 課題 は 「即

時 ’複雑型 （quick　and ⊂：omplcx ）」，そ して ，持続性 と

複雑性 が と もに大 きい 課 題 は， 「警戒 ・複雑型

（vigilant 　und 　uomp ］ex ）」と呼ばれ る 。 ま た，・
それ ら3つ

の指標が と もに 大 きい 課題は， 「警戒 ・
即時 ・

複雑型

（vigiianl 　and 　quick　an 〔l　complcx ）」 と呼ばれ る。

　刺激変化が ラ ン ダ ム に起こ り， それに 応 じて行動を

変化 させ る こ とを要求する 弁別課題 （ビジ ラン ス 課題〉

は，すべ て こ の 空 間内の ど こ か に 位置す る。そ こ で，

その よ うな課題 を 用い て ，信号刺激を提示 する ス ケ ジ ュ

ー
ル に よ り観察反 応 が ど の よ うに 変容す る かを分析 し

た 過去 の 研 究 に対 して 以上 の 分析を適用す る こ と に よ

り，各研究をこ の空間内 に プ ロ ッ トす る こ とが 試 み ら

れた。

　各指標値 の 実際 の 算出に お い て は，い くつ か の 仮定

が 必要 と さ れ た 。 まず，被験者 に対 して 「持続的 に観

察す る よ うに」とい う言 語 的 な 教示 を与 え る こ とに よ

り持続的 な観察を要求 した場合の 持続性 の 算出 が 問題

とな っ た。そ れ らの 研究で は ，観察 を中 断 して も実際

に は ブ ラ ッ ク ア ウ ト等の 罰は 行わ れなか っ た。そ こ で t

そ の よ うな場合 の 持続性び）要求は Oで あ る と仮定 され

た 。同様 に ，被験 者 に対 して 「信 号刺激 の 発見を出来

る だ け は や く報告す る よ うに」 とい う醤語的な 教示 を

与える こ とに よ り即時的な報告反応 を要求 した場合 の

即時性 の 算 出 も問 題 とな っ た。そ れ らの 研究 で は，実

際 に は か な りの 時閲が経過 して か ら信号の発見を報告

し て も強化さ れ た 。そ こ で 、そ の ような 場合 は 即時嶐、

の 要 求 は0で あ る と仮定され た 。

　　　　　　　　　　　 結果

　 弁別課題 の 構造分析 に 基づ く過去 の 実験例 の 分類結

果 を，Fig．1に 示 す。　 Fig．1か ら t （1樋 去 の 実験例 の ほ
「
とん ど は，持続性 ，即時性，お よび，複雑性 が 0で あ

る弁別課題 を用 い て い る こ と，〔2）そ れ ら の 詣標の なか

の ひ と つ の み が 大 き い 課題 を用 い た研究 は い くつ か 存
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DURABlUTY

　　　　　　　　　
COMPLEXlTY

EDIACY

Fig．1．　Classificatiorh　ofprevious 　studies 　on 　human　observing 　response ，

在す る が 。 2 つ 以 上 が 同 時 に大 きい 課題 を用 い た研究

は ほ とん ど な い こ とが 明確化された。さ ら に，個 々 の

研究に構造分析 を適用 した結果，〔3樋 去の 研究 で は そ

れ らの 指標値の 効果 が 系統 的 に 分析 さ れ てい な い こ と

が 示 さ れ た。

　ま た，興味深い こ と に，持続性 の点で 他の 研究 とは

構造的 に 大 きく異 な っ た 課題 を用 い た Baum （1975）で

は t 通 常 の オ ペ ラ ン ト反 応 と は 異 な っ た 観察反応 の 変

容 が 見 い だ さ れ ，さらに，通 常 の ス ケ ジ ュ
ー

ル 制御 が

出現す る た め に は 特殊 な随伴性 が 必 要 で あ る こ とが 報

告されて い た。一一方，そ れ らの 指 標が 0に 近 い 課題 を

用 い た研究 で は，多くの 場合，通常 の オ ペ ラ ン ト反応

を用 い た場合 と同様 の 典型的 なス ケ ジ ュ
ー

ル 制 御 が 報

告され て い た。

　　　　　　　　　　　 考
1
察

　観察 反 応 の 変容 に 関す る従来の 研究で は，信号
．
刺激

をもた らす 強 化 ス ケ ジ ュ
ール に応 じて 眼球運動が変容

す る か ど うか が主な分折の対象 と され て きて い る 。
それ らの 研究 で は，ヒ トを被験者 と した通 常の オ ペ ラ

ン ト行動研究 （Takahashi＆ 1“’amoto ，1986 ；Takahashi＆

Fujihara，1995 等）の 捗｝合 と同様に，観察反 応 もま た 強

化 ス ケ ジ ュ
ー

ル に よ り強力に 制御され る こ と を報告 し

て きた 。 しか し，本研 究 の 結果 か ら，そ れ ら の 研究 に

お い て 用 い られ て きた課題 の構造 は 互 い に 異な っ て お

り， そ れ ら の結果 を 直接比較 して は な ら な い こ とが 示

唆され た。また ，言語的教 示 に よ り持続的 観察 を 要求

した 場合 と実際 の 随伴性 に よ り持続 的観察を要求 した

場合で は，畏上窺 す る 観察反応 の 変容は異なる 可 能性 も

示 さ れ た。従 っ て ，言語的教示 に よ り行動を制御す る

手続 きの 妥黔性 に つ い て も更な る検討 が 必要 で ある こ

とが 示 唆さ れ た 。 さ らに ，屐近 ，Tak ロhashi（1994）にヒ，
サ ル に おい て 持続

’
性や 即 ll与性 が 観察反 応 の 変容 に 及 ぼ

す効果を分析 し，そ れ らの 指標値 に よ っ て観察反応 の

変容 の 仕方 は 異な る こ と を示唆 して い る 。 それ 故，ビ

ジ ラ ン ス 行動等 の 観察反応 の 変容 に 関 す る 今後 の 研究

は，課題構造 を常 に考慮 に 入れ て ゆ く必 要 が あ る と思

わ れ る 。

　　　　　　　　　　 引用文献

Takahashi
，　M ．（1991 ）f

’
rint ‘ztt

’
）tθs／y’7

｝
odri．．v・．3〔19−3⊥2，E］scvie1 ．

Takahashi ，　M ．（1994）．　 Seltav．Prvcess．，3Z．　t33 −146．
Takahashi，　M ．＆ Fuj［hara，

’
1
−
．（1gc〕5）．Lcarn．　tmd 　A．fotiv’．（in

prcss）．

Taknhnshi，卜tf・＆ Iv、「［ヒllM ，［L）、　T ．　（い，9f］）．　ノ．　E・
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発達遅滞児におけるその場にない物への要求言藷行動の生起条件の分析
Q 「

i 藤 明 ’，記 （「　 Li ／IV　i．1、千 韮 1甑 ∫
・校）　 藤 原 報：ii？ （⊥ 越 教 b 大 学 ）

1、　 問」亘と 曷 的

　 jl ピの 元 這 遅 沸
：

児 の 7 誓 行 動 の 形 成で は 、日 常場而

で の 機 能 的 、自
”

的ノじ昌 Illl使 用 の 1，tf．立 が 重 要 課 題 （藤

　　
．
は 〕い

r
）

幻

で あ り 、そ れ 改 に 機 能 的 な 野
τR ；．　 行動

（以 下、要 求 と｝1［ す） が ll、1
’
1｛1と さ れ て い る。そ の 傷 く

は 要 犬 対 蟄物 品 を Eiに 見　 ろ 位 1 に 提 示 して い た 。

　
”
Tl：・、で の 1君 、　faい 物 〈 ・の 蛋 共の 形 成 が 玉 要 と の 炉

1」・’Ji ｝る （1区 金 ，：L992t｝

〉。 r．i．，で も Sosr】e，1ial〕dleinari，
und 　 ｝1：／ulis （］Oig＞ 4 ，

は 、缶 1 ； と 缶匂 り鵄 の 刻 応 関 係

二〜．、　、t｝物 晶 に 1 い て 、物 品 の
一方 を 与 え て

1 ’
う一 ”

冫 幽

欠 l！　
』
せ ⊃ ブ ｝ ノ ラ ム を 抗 唱 し た 。ま た 、！）ig3ioods ，

1” d 　le，　Do ＄S，　［un （i　pし tIi直1（1qg〔｝）
3 〕

｝コ、、　SL ｝勿、と ”t ’

母

と い う物 晶 問 険 ｝法 食 物 別 の 穴 器 の 滋 択 、食 器 側 々 の

命 7，、　：轟謎イ氏 同lc｛
’
）．．　：｝ミし！ ノ慌一一ト 1｝一（り 3 ，・，i 〔ア・ル戈fこ1こ よ 』

フ

て ・lh物 の 」
」

．』．．
ドて σ 1｝「

醒
癌 气 ｝｝．替 ｝走｛い rζ 野

求力S 三k起 づ
一
る　　と を オ iF　廴’ノ　「　

一・
ん、　ナ霞iiLl艮θ ｝聖「　1こ［．／

バ
ー

ト リ
ー．一

の 内 t，b や 、物 品 を 欠 損 酒 氾 た ズ け
L．
．．01 ，バ

生 莚す る た め の M
“ i 件 ほ 不 明 確 で あ る （藤 金．：LLIY／t］）

1 ） 、、
11 〕、 し ・対 応 閃 fffに あ る 物 品 目 で は 、そ の 対 応 関 係 、．

つ ま りik　li、的 闘 仔 の 成
一
：，1、欠 損 物 品 を 特 ，｝ 化 す る 野 求

N 応 〔・：疫 r｝の 2 厂 が 1，．oた 　 れ れ iま、一・
方 の 物 品 d 欠 損

ζヤ ； こ 〜 1 よ ・
コ て り．」〜が 生 起 す る L とカ ノ K られ る ．

　以 上 か ら、本 研 ：｝し の 1ヨ的 1・9／、そ の 壌 に な い 物 へ の 要

求 の ．i起 窪 イ
’iど、次 の 2 点 ンう、 ら分 析

．
す る こ と と す る。

  物 品 問 の 機 能 的 な 関 係 t’1』の 成立 が 、そ の
一力 の タ 損

訪品 へ の 要 1 を 生 起 さ
．
世 る た め の 必 要 条 封 t ．リ 　か ギ

．丿か
‘
検 ・・正す ：・・  鳥 取 遡 起 し な い 場 合 、】 h

！
・
、

・F へ

の 特 疋 化 要 求 の 1・感 だ 。ナ ．他 の 久 損 物 、

1

バ
・、叫 淀 1匕

要．｝（が 生 起す る か ど う か を 膓 L す る、，

2．方 法

（1） 対 象 児

　機 能 的 な
．一』

耳仗 用 に 乏 し い 発 ｝」．遅 滞 児 3 名。

　 S1 ； 5 敵 11 ヵ 月 の ゐ 児 ，，物 品 の 命名 は 可 能 だ が 、
要 づ と して 者 声 言 、、」を 使 用 す る こ と は 少ノ い e

　S2 ；：LO刃 6 ヵ 月 の 男 児 t．．
正「 戸 尹 ilu に 乏 し く 、要 求

は ハ ン ド リ ン グ が 中心 。

　S3 ； 5 浅 3 ヵ 月 の 女 児。聴 覚 「監害 し）有 す る 。青 广

ア 1は 極 端 に 乏 し く 、要 ，」は ハ ン ド リ ン グ で 示 す。
卿　実 験 場 所 と 期 間

J 大学 醐 蝋 吉賜 編 ．ノ ｝麺 ン タ
ー

の 検 迩 鞠 艶

で 、平 成 CT5 月 よ り〕．2月 ま で 、：1 回 IO分程皮 の セ ッ

ン ヨ ン を、週 に 2 〜 6 回 実 施 した ，，

（3｝ 欠 損 場 面 の 要 求 開 連 行 動 の 定 鞍

　欠 損 場 両 で の 要 求 関 連 行 動 の 疋 競 を 表 1 に 示 し た。

　　　　　　表 1　 要 求 閲 湮 行 勦 の 定 韈

　　 腰 な舗帯 胆 ず、別嚇 法で話齣 這1｝を試みる漉耐 る

行動　 し｛／くや奇声などの混乱
・
指導煮の手を瑣って囲の方へ引っ張る

　　 甞L 差し出す・髭示鞠を持って手を差し出す・于をBl　・）て擢再物へ 近付け6

　　 　見ながら欠鰍勃名を発語する・欠組蒭の峡力・一ドを示ケ

〔a｝ 手 続 き

  　　験 セ ツ ト選 疋

　 菊 ヲ．の 査 ル 、物 品 開 の 機 能 的 関 係 の デ 五 か ら、機 能

的 関保が 外 ” して い る 物 品 の セ ッ ト を A 群 、成 立 し て

い s い セ ッ ト を B 群 と L て 各 3 セ ッ ト を 選 浸 し た 。

  　人験

　実 験 1 ・ユ・験 2 − ・｛1Url
・．

プ 蝿 で 実 施 し た 。関

伝 吻品 を 乱 示 し て 目 由 に 従 事 さ L9た 、実 験 1 ． 2 で は

A 群 2 ，B 群 1 の 3 セ ン ト、実験 3 て け B 群 〔つ 3 セ ッ

ト を 用 い 、］セ ッ トは 物 品 の
一

方 　，π：員 さ せ た ．，

　 気 験 ］．； 関 係 物 品 の
．．−t

方 を 欠 損 さ せ 、要 求 の 生 起 を

済 定 し ア 、．特 定 化 要求 に 対 し て 物 1
’1∫ 崇 充 足 した 、

　彡 験 2 ；久 唄 物 品 へ の 即時対 応 訓 糾 （藤 原 ，」．985 幻
）

と 特 瓦 化 要 求 の 確 立 が 、他 の 欠 損物 品 へ の 要求 を 促 す

か ど う か う か L −　1 定 し た 。S2 と S3 が 参 加 し た 。

　 S2 は．即 時 対 応 訓 縅 後 に 要 求 の 査 定 を 実施 し た 。
そ の 彳琵 欠 損 吻品 を 含 む 6 枚 の 絵 力

・一
ドを 提 示 し、特

定 化 要 求 の 査 定 を 実施 し た nS3 は 、絵 か
一一

ド td　t，− 示

し た 後、A 群 の 1 セ ッ

．
トで だ け 、絵カ

ー
ド を 示 し た ら

欠 艮物 躡　充 足 す る と い う訓 緻 を 実 施 し た 。そ の 後 、
絵 カ ードを 抗 示 し て 特 走化要求 の 査 定 L 実施 し た 。

　 罫後ブ ロ
ー

プ ； 物 晶 閻 の 機能的 関 係 の 成 立 が 、一方

の 欠 損物 品 へ の 要 求 に 必 要 で あ る こ と を検 証 す る た め

に 美 施 し た 。B 群 の セ ッ ．トの 選択 と 使用 を 訓 緻 し 、そ

の 後、新 た に 機 能 的 関 係 が 成 立 し た B 群 で 必 要 な 吻 な

物 品 を ］．つ 欠 損 さ せ て 毎 定 化要求 の 生起 を 査 定 し た。
  　結 巣 の 処 理

　対 象 児 の 行動 を 表 ］．の 定 義 に よ り記 録 し、各 行 功 の

生 起 確 率 を 以 下 の 式 に よ り A 、B 群 の 別 に 算出 し た 。
反蒐：の生起確立　

＝
　　各反応が生冠したセッション薮÷ 勃品を欠韻させたセッション螢X100

一36 −．
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　 A 群 で は 、 S2 は廴llJ時鴇1〜： 訓練匿 に 動 作的

求 が 生 起 し ．紀 力 ． 一
ド
を導

入
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目

し た ワ 両 ． 副
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，

｛ 3 ｝ ：
事
後 プ ロ… 一 ブ 　 31 で は 、絵 力 ． 一ド を

入
する

まで も
定
化 要 ： 三 1 ヒ が 」 L 起 し な か ・ っ た。

か し 、 3 対乗 児 と も 、1セッ ト は絵 か … ・ ド を 示 ． す

唄 物 品 へ の特 定 化 要 求 が 生 起 し た 。 他 の 2

ット は物
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が 生

し た 。 ま た 、． 機 能 的 関 係 を 学 習 し ていな いセ ツ トで
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行
動

レ パ … ト リ ー に 欠 損 物 品 へ の 特 ノ

化要 求 が 組み 込 ま
れ
た 鈷 果 、 物 贔 が な い とい う 弁 別

刺 激 ク ラス と して機 能 し ， 再求 と し て は 未訓 練 の

損 物 品 へ も 獲 得 さ れ た レ パ ー ． ｝ ・ リ …によ る 特
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上
か ら 、 好 ま れ て ． い る 活 動 に 必
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マ トリッ クス 訓練は 日本語で も有効で ある

　　　
一 言語遅滞児に おける多音節文 タク トの 獲得一

　　　　　　　　　　　 呉 如恵 ・杉 山尚子 ・佐藤方哉

　　　　　　　　　　　　　　　（慶應義塾大学）

　 本研究 は 、Espc：r〈1925）を源 とす る言語習得訓練 の 1
−t．．1で あ る マ トリ ッ ク ス 訓練（Wetherby ，

1978他）が 日本語

の 文法構造 に お い て も有効 で あ るか 、 また 、マ トリ ッ

クス を 4次元 に まで 拡張 で きるか 否か を実験的 に 検討

す る と共 に 、言語 遅 滞児 に 多音節文の 発話を訓練す る

こ とを 目的 として 行 な わ れ た。

　　　　　　　 　　　 方　法

被験者 ：実験開始時 の 生活 年齢 5 歳 3 ケ月 の 言語遅 滞
の 男児 。

rTPA 言語学習能力診断検査による言語 レベ ル

は 3 歳 6 ケ月 で あ り、 3 語文以上を話す こ とは なか っ

た。

案 験 場所 ； K 大学社会学研究科 実習室 で 、 原則 として

週 ユ回、30分 程度行なわれ た 。

訓練文 ：

1 ） マ トリ ッ ク ス の 次 元数 ： マ トリ ッ クス を構成す る

次元数 は 、形容詞 で 示 され る 「色 ．」 、 名詞で示され る

「物 」 、名詞 で 示 され る 「場所」、前置詞 で示され る

「位 置 」 の 4 次 元 で あ る。したが っ て 、訓練文 は、
「
一
繰 の 消 しゴ ム を

・
箱 の後 に 置きま した 」 の よ うな 5 語

文 とな る （動詞は 営 に 同じで あるか ら次元 に 含まない ）。
2 ） 実験 に 用 い る単語 と対 応す る 指示体 ： 「色 」次元

3要素、　「物」 次 元 5 要 素、　「場所」次元 4要 素 、
「

位置」 次元 4 要素の 単語 と実物が、実験前ア セ ス メ

ン トに よ っ て 選ばれ た 。 実 際に 用 い られ た単語 （実物）

お よび、名称 の 既知 ／ 末知 の 別 は 表 1 の 通 りで あ る 。

な お 、刺 激 と な る実物は、ほ とん どか 市販 の 物で あ っ

た が 、 「銀色 の 下敷き」や 「銀色 の ノ
ー

トートの ように

市 販 され て い な い もの は、主 に 白色の物に銀色を着 色

して 用 い た 。

3 ） サ ブ マ トリ ッ クス の 構造 ： サ ブマ トリ ッ クス 〕は

既 知 の 単語 だ けか ら構成さ れ る 文 の 集合 で 、こ こ に 属

す る文の 数 は ／2ある。サブ マ トリ ッ ク ス H か らV は、

知 らな い単語が 1つ 以上含 まれ て い る文の 集合で 、そ

こ に 属す る文 の 数 は、そ れ ぞ れ、15、45、72、96で あ

る。した が っ て、各サプ マ ト リ ッ クス に属する文の う

ろ 工つ だ けを 訓練する こ とに よ つ て、235の 文 が訓練

な しに 生成され る こ とが予想 され る 。 各サ ブ マ トリ ッ

クス で 、訓練 に 用 い た文は 表 2 の 通 りで あ る、，

実験デザ イ ン ： サ ブ マ トリ ッ ク ス 間多層 ベ ー
ス ライ ン

法 を 用 い た 。

手続 ： 実験 は べ 一ス ラ イ ン 、訓練 、般化、維 持の 4 つ

の フ ェ
ーズ に 分け られ る 。 各 フ ェ

ーズ に おける
一
般的

手続 は 以下 の 通 りで あ っ た。

〈 ベ ー
ス ラ イ ン 〉 実験者は 、 被験児 の 名前を呼 ん で 注

意を惹 い た 後、刺激を提示 する （ある色 の あ る 物をあ

る場所 の ある位置 に 置 く） 。 た とえば 、 緑の 消 しゴ ム

を箱 の 後ろに 置 く。次 に、 「先生は何を しましたか ？」

と被験児 に質問す る。言語 反応が あれば、それを記 録

し 、 次の 試行 に 進む。言語反応がな い 場合は再度質問

するが、質問 は最高 3 回で 打ち切 っ た 。 反応 とは 無 鬨

係 に 、 3 試行 ごとに ジ ャ ン ケ ン を し、シ
ー

ル を与え 、

課題遂行を強化 した 。

〈 訓 練 〉 訓練 は基本的 に は 健常成人を示範者 とす る モ

デ リン グによっ て 行なわれ る 。 刺激提示および質問 の

仕方はべ 一
ス ラ イ ン と同様で あ る 。 訓練は観察試行 と

模倣試行か らなる。観察試 行 で は、実験者 とは別 の 成

人が モ デ ル と して 実験者 の 質問 に 正 しく答え る こ とを

観察させ るもの で 、 こ れを 3 試行行な う 。 次 に 模倣試

行を行 なうが、こ れ は 3 ス テ ッ プ に 分け て行な っ た 。

z並 上 ： 刺激を提示 し、モ デ ル に 対 して 「先生 は

何 を しま した か ？−1の質問 を し正 反応 を観 察 さ せ た 後 、

被験児 に 対 し質 問す る。

ス テ ッ プ 2 二 「ち ゃ ん と × × 先生 （モ デ ル ） の言う こ

とを聞きなさ い 」と教示 して か ら、モ デ ル が示範する。

塑 1 「今度は XX 先 生 の 後 に つ い て 言 っ て 下

さい 」 と教示し、モ デル は 、 全文で は な く1文節ず つ

示範 し模倣 させ る。

　ス テ ッ プ 1 と 2 で は 正 反 応 に 対 し シ
ー

ル および 言語

的強化が随伴す る が 、ス テ ッ プ 3 で は 、言語 的強 化 の

み行 な っ た 。

〈 般化試行と維持試行 〉 すべ て の正 反応 に 随伴 して シー

ル を与え強化す る以外は、ベー
ス ラ イ ン と同 じで ある 。

　　　　　　　　　 結果 と考察

　マ トリッ クス 訓練の 結果 、各サブ マ ト リ ッ クス 内で

文 の生成が どの よう に 般化 したか を図 1に 示 した。こ

れ に よれ ば 、 サ ブ マ トリ ッ クス 1 か ら西 に おける般イヒ

率は それぞれ 、
79％ 、

75％ 、
88％、88％ 、であ っ た が、

サプ マ トリ ッ クス V におい て は 、33 ％ と減少 し た 。 こ

れ は 、後半 の マ トリ ッ クス に い くに つ れ て 、構成され

た 文 に新 しい 単語が増える た め に 、発話 の 際 に 混同が

起きやす くな っ た た め で ある 。 ま た 、 維持に 関 して は

高い 正答率を維持 した 。

　したが っ て 、本実験 の 結 果か ら、 1 ） マ トリ ッ ク ス

訓練 は 日本語 の 習得 に 関 して も有効 で ある こ と、21｝
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　　　　　　　 劃 礦 験 に 使われ 嬋 譜／ 黝

叢≒≒孳1纛諜 辱
器匳評

・

箜蜘覊鑑 羅 1濤

鞭 曳
トリ ・ 淵 「練が 可・ ・ … と醐 ・

　　　　　　　　　　　追跡研究

鏤 搬 了後 ・ 2 繍 畷 化 テ ス トならび に 理解テ
ス ト絎 な ・ た 識 化 テ ス トは、講 者と膿 な る 健
黻 人

鱒 問に対 して も諦 反応畷 イ匕が生 じるか否
’）

：
を
榊 す る もの と・訓練 黼 と1撰 なる指示体に 対

藤紕 瀰 べ る もの で ある ． また 、 理解テ ス トは

鏃 嘉彎欝 欝
語鰭 ・ ・ 理・・購

　　　　　　　　　　　 結果

実囎 間般化 ・ 本訓練 と同 じ搬 で ・・試行テ ス トを行
な っ たが、正 答率 は 100％ で あ っ た。
殲 燬 化 ・ 色と して 「白」 「紫 」 「青」、 「オ レ ン
ジ」 厂ピ ン ク」 ・ 物 と し て 厂せ ・ けん」 「。 。 プ」
「ボー

ル 」・撕 と して 騎 子」exe し賭 示体と し

融 繍 灘 rス 噺 な … 果 ・
96鵬
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マ ン ド型指 さし とタク ト型指さしの 機能的独立性
　　　　　　　　　　　寺田雅英　　　　　　 山本淳一

　　　　　　　　　 （日本女子大学）　　　　 （明星 大学）

三．こしmlllarr ¢ ＆ H （漁 11d （1985）は ，　
「右f員9」 と 11左 側」　　 対象児 ： 磁石が入 っ て い る コ ッ プ の 場所 を実験 者

とい う需話反 応に対 して，マ ン ドの 髄伴性を設定し　　　 B に指 さす．
た場合 とタク トの 随啓牲 を設定 した場合の 二 つ の 事　　実験者B ：遮蔽板を取 り除き， コ ッ ヅ を開け、磁
態 を作 り・一

方の 事態で 譎 臨 を訓練 しただ けで 　 石を櫞 児に 手灘
一

（擬 磁 化子）．
は，も う一方 の 事態 で の 言謙反応 を）1彡成する こ とが　　 対象児 ： 磁石をボー

ドに貼る．
鷲 な い こ と 難 厂 方の 朝 良で旆 の 位置r鞭 対鮒 は，跚 を 4 糠 める と渓 瀦 B か らお菓
を糠 させ て も・もi　一’

方の 事態で はmataし な い こ 1一を飾 こ とが で きた．磁 石を貰 うまで の や 呶 り
とを見 lllした． こ れは ，

『
諞 反応型が 同

一
で も，そ　　を 1 試行 とし， お 菓子を貰 うまで 4 試行繰 り返 し，

の 鋤 きは独立 して い る こ とを示 して い る．こ の よ う　 次にタク ト型指 さし訓 練 へ 移行 した．
なう漁 は、言評1行動だeナに とどまらず ， 他の 行 鋤へ 　　〈タク ト型 指さし訓練 の 導態〉実験蒼A が隠 した磁
も拡張 する こ とがで きる の で はな い だろ うか．　　　 石を、対象児が その 場所 を指さして，実験者 B に 教
Baroii−Cohen （1991）は，指 さし反 応に注 扇 し．そ の 　　える事態 で ある． 3 費の 配置は，マ ン ド型指 〜k し禰
働 きを二二つ に 大別 して い る．一

つ は物を獲得するた 　 練 の 事態 と同 じ で あ る．
めに他者を利用す る指さし（prote −imperative　　　　　実験者A ： iは い 、隠 します」 と言 っ て ，ど重， ら
polnl聰 ）， も一

｝　
・一・

つ は他者に そ の 場の 様子 を説明 ポ　　　 か 1 つ の コ ッ プ に磁 石 を隠すと こ ろ を対象 児に

る 指 さし（p μ 船 一面 c1ξ劇 簾 PG 蜘血1g）で ある．本研究　　　　見せ，次に 二 つ の コ ッ プ を遮蔽板で隠す．
で は ， この 二 つ の 指 さし反応を マ ン ド型 とタク ト型 　　　対象児 ； 実験者 B の 腕を叩い て 陸び 、実験者 B と
として 捉えなおすこ とに よ っ て

， 言語行励 と同様に ，　　 視線を癬わせる．

そ の 機能的な独立性 を実験覇 こ明らか にする．　　　 対象児 1 磁 《fが入 っ て い るコ ッ プ の 場贋 を実験者

　　　　　　　　 ＜＜方法＞ ＞　　　　　　　　　　　　　B ｝こ指 さす，
ζ対象 驪 特殊学級に 在籍する 9歳 1 ヶ月で 臼閉的　　　実験者 B ：対象児に 言面 的賞贊を 学え、握手な ど

傾向がみ られ る男児 　 　 　 　 　 　 　 　 の 躰 接触を 妬 （鱸 強子）．
9手続 鑼 く指さ し鞭 の 鉢 離，な事態 〉図 蹴 示 　 実瀦 B ・ 実継 、・綱 か っ ℃ 磁石が入 っ て V、

した よ うに 、実験音 A と対象児が机を挟ん で 向き合 っ 　　 る コ ッ プ の 場所 を指さす．’
（ 着席 し，実験者 B は対象児 の 方を向い て横隣 に 着　　 実験者 A ：遮 蔽板を取 り除き，コ ッ プ を開け、磁
席 しt・． まボ茨 験撫 が 目・）前に1 かれて い る J，

一
二 　 石 を実験者 B に稽 す．

つ の コ ッ プ の どち らか 1 ン 所に磁 石を隠す．次 に，　　　実験 者B ：磁石 をボ
ー

ドに貼る、
対象児は，その 磁 石が隠されて い る コ ッ プ に つ い て ，　実験苒瑠 よ 磁 石を 4 個集める と，実験齎 A か らお
嫐 融 と指 さし を使 っ て や り軸 す る・黝 都 菓子 を 幽 こ とがで きた．こ こ で も，瞞 を勵 ま
との や 呶 りは ・ マ ン ド型指さし昂櫞 藤 態 と妙 で の 舷 馳 を 1 衛 とし t 膜 陛 貰 うまで 轍
ト型指さし瀬 傭 態では欽 の よう眠 な っ て い 磯 腿 した溜 1  よ マ ン 鬮 指 さ圃 繍 諦 テ
た ・　 　 　 　 　 　 　 　 　 と妙 陞 指 さ劇 鰍 黼 を 1ブ ・ 。 クとして ，
〈 マ ン ド型指 さ し訓練の 事態〉対象児が 実験者 B に　　16試行中14試行以上 で 磁石が隠 されて い る位置を正

齢 っ ℃ 跚 が隴 れ て い るコ ・ プ の撕 を撚 し儲 さt・’・・ よ う1・ なるまで続け硫 た液 た附
し 実験者 眈 その 蘇 を取 っ て もら嬉 態で ある． 象児斑 しく臨 で きない 駘 は渓 験都 が モ デ
嫐 者A 藷 罰 象 児 との 彳慟 の や り取 獄 次の よ ル を示 し認 象児の 正 し い あ臘 へ の 指さ し鵬 を促
うにな っ て い た．　　　　　　　　　　　　　　　　 した，

　実験者 A ： 「はい 、隠 します」 と言 っ て ， どちら　 く指 さし位置を逆転させた転移テ ス 1・〉
　　か 1つ の コ ッ プ に磁石を隠すところを対象児に　　タク ト型指 さしの 事態だけで ， 磁 石が隠されて い る

　　見せ 次 に 二 つ の コ ッ プを遮 蔽板で隠す．　　　 コ ッ プの 位1 と対象 児が指 さす位置 との 対応関係を
対象児 ： 実験者 B の 腕を叩い て 呼び 実験者 B と　 逆転させ て 訓 練 した．実験者A が 右側の コ ッ プに磁

　棚 糀 齢 せ る・　 　 　 　 　 　 石を隠 した駘 嫐 1麗 左側の 。 。 プ の 媚 を指
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させぱ ， 実験者 B は対象 児に言語的賞賛や握手など
の 身体接触をす る よ うに し，実験者 A が左側の コ ッ

プに磁石 を隠 した場合には，対象児が右側の コ ッ プ

の 位置を指 さすよ うに訓練 し た．対象児が逆転 した

位置を正 しく指さす こ とが で きなければ，実験者 B
が モ デ ル を示 し， 対象児の 指 さし反応 を促 した．…・

方，マ ン ド型指 さし の 事態は，転移テ ス トとな り，

対象児が 実験者 B に 指 さした 後，実験 者 B は何 も対

応せず，次の 試行 へ 進ん だ．

　　　　　　＜ ＜結果お よび考察〉＞

転移 テ ス トで，タ ク ト型指さしの 左右 の 位置関係を

逆転 し て 訓練 した欝，タク ト型 とマ ン ド型 の 事態で

対象児が指 さ した位置 を累積反応 として まとめた の

が 図 2であ る．タク ト型指 さ しで は，左右 の 位置関

係を逆転させ て 訓練 したため，左右の 位置一
逆転で

の 累積反応 数が 次第に増加 し，こ れ に伴 っ て 左右 の

位置一
標準で の 反応は 減少 して い 」

：・た．一
方， マ ン

ド型簫 さしで は，左右 の 位置一逆転で の 反応 は全 く

見られず ， 対象児は，左右の 位置一標準 の ま まで指

さし反応を し続けて い た．こ の こ とは，言語行動と

同様に，指 さし反応 もマ ン ド型 とタク ト型 とに 分け

る こ とで，その 働きが区別 されなければ な らな い こ

とを明確に示 した と言えるだろ う．

実験実施にあた り， コ ロ nET セ ン タ…の 石 井聖凶 ，

明 星大学学生の 角谷敦子Bi；の 協力 を得 た．記 して感

謝 い た します．

実験者 ・○

　 実験者A 　　　・…．・・’　 対 象児

　　○　　　○　　　　　　 めPt“t−”

　 磁 石 を隠　　　ツ プ

　　　　　　指さしFIIV．）シ
・・一・・．1レ

図 L 実験者 と対象 児の 配置
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　　　　　　　　　　　　　　試行数

タク ト型指 さしの 事態で 左右の 位置関係を逆転 させ て 訓練 した図 2 ．

時，タ ク ト型 お よび マ ン ド型指さ しにおい て 対象児が 摺さ した位置の

累積反 応数．
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行動分析学の 理論的枠組 （1）弁別刺激
　　　　　　　　　　　　　　　 佐藤方哉

　　　　　　　　　　　　　　（慶應義塾大学）

　　　　　　　　　　　 目的

　行勤分析学の 理論的枠組 は 三 項随伴姓で あ る こ とは

自明で あ るが、それ以上 の 詳細は必ず しも確立 され て

い る と は い．え．な い 。

　私見 に よれば 、
ハ トや ラ ッ トに よ りオ ペ ラ ン ト行動

の 基本的制御変数を同定す る作業 はもは や完 了し
、

こ

れ か らは ヒ トの 日常場面 に おけ る さまざまな行 動の 分
Vlに 努め ねばな らな い 。 そ の た め に は、三 項随伴性 を
基本としなが らもよ り細部 に わ た ・

， た理論的枠組が必

要 とさ れ る。

　こ の ような見地 か ら 、 今 回はまず手始め に弁別刺激
の 埋論的分析を試み る 。

理論的分析

弁別刺激 の 定義

　弁別刺 激 の 概念 は 、Skinner（1938）に よ り導入 され た

｛、の と思 わ れるが 、そ こ で は 弁別刺激 の 定 義は なされ

て い な い 。

　私 の 知 るか ぎ り、弁別 刺 激 の 定義は 、
FcrslcT　and

Sklnner（1957）お よ び
’
VcrplamL二k（】．957）の もの が最 初 で あ

る。

以 下 に こ れ ら二 つ の 定義 と、それ以後 の 定義 の うち
の い くつ か の もの を列挙 してみ よう。

　旦⊆辿鮎 彑數訟唖 贐 ：オペ ラ ン ト弁別 に お い

　　て 、反応が、そ れ が存在 して い れ 1ず強化 され、そ

　　れが存在 して い なければ強化 されない ような刺激。

　
Vc1Dlanckr19 躯｝の笈譱 ；そ の もとで は反応が強化 さ れ

　　る ような機会 となる刺激 。 もし反応が弁別刺激 の

　 存在の もとに の み 強化 され る な らば 、動物は 、 そ

　 の 刺激が存在す るときに は、存在 しな い ときに 比

　 べ て よ り高率で あ る い は より大 きな 反応愚 で 反 応

　 する。
Cat・ni　 196跏 麟 广 つ の miXla、行動鯖 ll御 に お

　 い て 弁別 的機能を もつ 刺激 。 他 の用法 は 、 もう
一

　 つ の 刺激が 消去と結び つ い て い るとき、反応が 強

　 化 され る こ とと結 びつ い て い る刺激 。

Fantino＆ ReVDO ［dsd逃 ）盤 ：オ ペ ラ ン ト条件づ け

　 に お い て 、そ の存在の も とで 反嘘が 強化 さ れ る 刺

　 激 。 こ の よ うな刺激は 、行 動が強化 され る
”
？di会

　 を設定
P’
し、そ の もとで 強化 され た行 動 を 、 そ の

　 もとで は 生起 確率が高 くなるように 制御す る。
！tK！uRg9223vazeit ：強化 の 得 られ る こ と （または得

　 られな い こ と）を合図す る が 故 に、道具的行動 の

　 遂行 を制御す る 刺激 。

　弁別刺激 の 定義には、上記の 例か ら明 らかな よ うに 、
（1）「そ の 刺激 の もとで の 反応 が強化 され る刺 激 」 と

い う操 作的な定義 と 、 （2）「反応を制御す る刺激．」と
い う行動の 制御変数として の定義 の 二 つ が あ る 。

　（1）の 定義による弁別刺激 は 、 分析 の対象 とな っ て い

る特定 の 佃体 の特定 の 行動 の 制御 に閧わ っ て い るか 否
か とは独立 な物理 的 刺 激 ともい うべ きもの であ り、一

方、（2）の 定義 に よ る 弁 別 刺 激 は、物理的 に 存在す る刺
激の うち、分析の 対象 とな っ て い る特定の 個体の 特定
の行動の 自発 の され方を制御する機能的刺激 ともい う
べ き もの で ある 。 物理的刺激 として の 弁別刺激 は行動
とは 独 立 に 知 る こ とが で き るが 、 機能 的刺激 として の

弁別刺激は 行動を通 じて の み知るこ とが で きる。こ の

両者が 同一
で は な い こ とは、ReyIiolds（lg68）に よ る

「ハ トの
’卩
注意

ll

」 の 実験か らも明らか で あ る 。

　私は、以前か ら両者 の 区別を厳密 に し なければな ら
な い こ とを指摘 して い るが（佐藤，1968）、 現在 も両者の

混 同が認め られ る 。

　行動分
．
析学 の 目的は 行動 の 制御変数を同定す るこ と

に あ り、弁別刺激 は オ ペ ラ ン ト行動 の 制御変数 の
一

つ

で あ る か ら、弁別刺 激 は 、当 然、物埋的刺激 と して で

はな く、機能的刺激 と して 定義 されねばな らな い、，
こ こ で の 分析 は、弁別刺激を次 の ように定義する こ

とか ら出発する 。

讖 ：弁別刺 激 と は 、 そ の もと で の 特定 の 個体 の 特

　 定の オ ペ ラ ン ト行勤の 自発 の され方を制御する刺
　 激 で あ る 。

弁別刺激 の 種類

　弁別刺激は 、 Skhmcr（19318）以 来、　sL
，
とS ‘上

を 区別因 る

以外に は、そ れを分類 しよう とい う組織的な試みは ほ

とん どなされ て い な い。

　弁別刺激 とい う概念 は 、 上 記 の ように 定義した だ け
で は きわめて 広 い 。弁別 刺 激をさ らに い くっ か の 種 類
に分類す る こ と は、ヒ トの 日常場面における さまざま
な行 動 の 分析に 必要で ある の み な らず、実 は 、 ラ ッ ト
や ハ トに お ljるオ ペ ラ ン ト箱 内で の 単純 な行動 の 分

．
析

に お い て も必須で あ る。

　現在 、 多 くの 行動分析家は 、レバ ー
や キ イ は オ ペ ラ

ンダム とよび、弁別刺激 とはみ な して い な い c しか し、
上記の 定義か らは 、レバ ーや キ イ も弁別 刺激 の

一ttで

あ り、
Skbmer （1938）も、ラ ッ トの レ バ ー

押 しを ラ イ ト

がっ い た ときに だけ強化 す る と、ラ ッ トは ラ イ トの つ

い た とき に だけ レ バ ー
を押す ように な り、、そ の 際、ラ

イ トは弁別刺激で あ る が レバ ーも弁別刺激で あると し

ー「
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て い る。

　こ の 例 の よ う に 、ラ ッ トの レバ ー
押 し吃 ライ トカ っ

い た ときに だ け強化 して 、 ラ ッ トが ライ トの つ い た と

きに だ け レバ ー
を押すよ う に な っ た 場合、ラ イ トも レ

バ ーも弁別刺激 で ある とすれ ば、次の 二 つ の 可能性が

あ る 。 すはわち、（1）［ラ イ ト＋ レ バ ー
］ とい う姦 合

刺 ，M1） 、 レバ ー
押 しの 自発を制御す る 機能をもっ 弁 別

刺激 で あるか、（2）ライ トと レ バ ーは い ず オザ
） レバ ー

押 しの 臼発を制御 す る践能を もつ 弁別刺激 で あるで あ

る か 、両者 は 薩台刺激と して 機能する の て はな くそれ

ぞ れ別個 の 種類の 弁別刺激 て の る、．1 、 であ る、、

　一ヒ記 の 例の tt．｝か らは、（t）と（2）の い ずれ で あ る か は 決

足 しカ f：い っ 、 レバ ー
押 しが ライ トがつ い て い る とき

に は FR で 愬 化され 、 ブ ザ ー
が な っ て い る とさに は F賎

強化 され、それ以 外の とix
，
に は亨

『fLされVs ：い とい う混

成 ス ケ ジ ュ

ー
ル の 場合を考え て み れば、（2）fJ麦当て あ

る よ う に 思われ るの て あ る 。 こ の 1
．
こ成 ス ケ ジ ュ

ール r

場合 は 、レバ ー
lt
’
しの 反応 パ タ ー

ン は、ラ イ トi
］　 い

て い るときに は プ レ イク ・ア ン ド・ラ ン 、ブザ
ー

が な ）

て い ろ と遥 に ド ス カ ラ ッ プ とな る 。 こ の 際、（／）［ラ

イ ト丁 レバ つ が プ レ イク ・ア ン ド・
ラ ン の 反応パ タ ・・

ン を制御 し、　［ブ ザ
ー

＋ レバ ー］が ス カラ ッ プの 反応

パ タ ーン を制御す る、と考え る よ りも、（2）ライ トが

ブ レ イ ク
・

ア ン ド・ラ ン、ブザーが ス カラ ッ プの 反 応

パ タ ー
ン を制面 し、レ バ ー

はそ こ を押すとい う反応 を

制御する、と考え る ほ うが 妥 当だ か らで あ る 。

　　の よう｝，♪析する と、少な くと も 2 種類 の 弁別刺

激が 区別 され るこ とに な る、，

　鉱の 現在ま で の 分析 で は 、冫な くと も次 の 4 種類の

弁別刺激を区別する必要 があ る ように思 わ れ る。

　1．　 搬 ：そ こ へ の反応の 自発 を制 卿

　　す る 弁別刺故 ，い わ ゆるオペ ラ ン ダム
。 分化 強化

　　 （シ ェ イ ビ ン グ） に よ り形成 され る。 上記 の 例で

　　は レ パ ー
。

　2． 応　
） 1　 Hll ’

盥 邀：反応確率 を時間軸に そ っ

　　て制御する弁別刺激 ． い わゆるsDや S △

。 弁別訓練

　　 （強化 ス ケ ジ ュ
ール ） に よ り形成され る 。 上 記 の

　　例 で は ラ イ トやブザー
。

　3．　応
臨 禾 ・鐡 ：特定の 反応 の 自発を制御す

　　る 弁別刺 激 。 分化 強化 に よ り形成 され る 。

　4．竝 ∠上鐙鑽 懋 ：馬定 の 高次オ ベ ラ ン

　　 トの 自発 を制御す る弁別刺激。同種単純オ ペ ラ ン

　　 トの 覆数訓練に よ り形成され る 。

　こ れ らの うち、反応指示 性弁別刺激 とオ ペ ラ ン ト｝1
定性弁別刺激 は新しい 概念 で ある 。 こ の ような概念が

必要で ある理 由をい くつ か の 例 で 示 して み よ う 。

塾 ≧盤 個別的模倣 の場合 、モ デ ル の 示範行動は

　　摸倣者に と っ て 反応指示性弁別刺激 として 機能す

　　る。い くつ か の 個別的模倣を強化 して い くとい わ

　　 ゆる般性模倣が生 じるよ うに な る 。 そ の 際の い ま

　　 まで 」1　 f匕され た こ との な い 示箪行動 は 反応 ！b示性

　　弁別刺激 で あ るカ 、こ れ が 反応指示性弁別刺激 と

　　 し て 機彪す る た め に は、モ デル そ の もの な りそ こ

　　 で の 阿 らか の 状況 な りが 般性模倣とい う高次オ ベ

　　 ラ ン トを制御す るオ ペ ラ ン ト濤足性弁別刺激 と し

　　 て機能するように な っ て い る はずで ある。

　庭  ま ンゴ工瓦 之岡引1的目
一

マ ッ チ ン グの 場合、

　　い くつ 　う分析が可能 で あるが、私は、．自常 の 条

　　 rrj 弁別 とみ る分析 はと ら
暫
戯 伽 癡，1993）、（1）見

　　本刺激 は反応確肆 罰御任 泙別刺1聖で 、選択刺激 は

　　 ワ 「宀 、劇 惣 rl激で あ る か 、 （2）見本刺激 は反応 指

　　示　弁別刺激で 、 選択刺激は反応対象性刺激 で あ

　　 るか 、の い ずれか て あ る とsV
杜1 して い る 。 訓練 さ

　　れ た こ との な   見オ剥 激 　　　
’r も同

一
マ ッ チ ン

　　ク　生 じる 般菅同
一・

マ ッ チ ン　c，／め 合 は 、何ら か

　　 の 文脈刺 激が 般善．L、一．・マ ッ 　
．
ン 　ソ FI「揖1するオ ペ

　　 ・ ン ト む 生允 1抹嗷 と な ゲ ごお り、見本刺げ
・
は

　　 1 厂 ：昌
一
量弁 別 客II激で あ

．1
，．）

　ニ ュ．．止 ム 辺 」装会塑 私 の 丸敦 み を 「方れ た 莫人カ オ

　　 ベ
．

〆 トギ E一み て ［そ れ は 何 な の ？」 と マ ン ドし

　　た，L’　’！
．『
る と 、こ の マ ン ドは 、孔 に と っ て は タ ク ト

　　ξ il［1レ
’
る オ ベ ラ ン ト拒 し 勧弁別刺激 で、オ ペ ラ

　　ン トe，1｛．＋ JU 指 ・i　 弁別 凄1「」激 π あ る 。 私力 窯え る

　　際 ；よ、オ∠照 ポ 1「．一
．．
ご

イ エ ン 淑 あ る が 、 こ の オ ー．一

　　 ア イ エ ン J〈は くた L こ H ／ 　
／

副 躍 づ
’．
る オ ペ ノ 〆

　　 トftvL性 弁別刺激　 ち る

　なお 、 同
一

の 刺激 が幾種 類か の ∫別 刺 激 曙）醗 走を 同

時 に 有す る こ とが あ る の は い うまで もな い u

　　　　　　 　　　　引 用 文献
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行動分析学の新 しい 視点を さ ぐる （1 ）
　　　　　　　 阻 止 の 随伴性

”
をめ ぐる問題

　 長谷川芳典

（岡山人学．文学部）

亅

　 行 動 分 析 学 の 研 ．丿tは 、 JEAB お よ び jABA と い

う 学 術 誌 に 象 徴 さ れ る よ う に 、実 験 的 彳
．
∫動 分 析 と 応 用

行 動 分 析 に 大 別 さ れ て き た。　しか し、最 近、こ れ ら と

は 別 に 、伝 統 的 な 強 化 随 伴 性 概 念 の 再 構 築、ル ール 支

配 行 動 の 磧 極 評 佃i、社 会 的 行 動 に 対 す る 研 究 方 法 の 見

vi〔し な ど を 中 心 と し た 概 念 分 析 的 研 究 の 流 れ が 着 実 な

進 展 を 見 せ て い る （Malott 　 ct 　 aL ，1993 ； 杉 LLIほ か 、
1995 ； Gverinand 　 Foster 、】994 な ど ）。

　 今 阿 の 発 表 で は 、 そ の な か の
”
阻 止 の 随 伴 性

”
概 念

に つ い て 考 察 し、行 動 分 析 学 の 既 し い 視 点 の
一
端 を さ

く
．
る こ と と し た い c、本 発 表 で は 、 ま ず 自 然 環 境 下 に お

け る 阻 Iltの 随 伴 牲 の 可 能 性 を 検 討 し、 さ ら に 、阻 止 の

随 伴 姓 の 意 義 に つ い て 論 じ る 。
　 な お、 こ こ で は、簡 略 化 の た め 、杉 山 ほ か （！995）の

川 語 法 に 従 い 、　
“
il／，の 強 化 子

”
、　

”
負 の 強 化 了

・”、　
”

；iザ の こ と を、 そ れ ぞ れ
「’
好 子

”
、　

唱’
嫌 子

”
、　

’／
弱 化

門
と 呼 び 変 え て 議 論 を 逃 め る こ と に す る。

阻 止 の 随 伴 性

　 従 来 の 行 動 分 析 学 の 入 r】再 で は 、オ ペ ラ ン ト強 化 の

随 伴 性 は 、　（好 r・か 嫌 了
・
か ） x （提 示 か 除 去 か ） と い

う ・1 通 り に 分 類 さ れ て き た （例 え ば 、【lolland ＆ Skin

ner ，　［961 ；　Reynolds ，　1975 ；　｛！l：藤 ，　1976，　p、58 ；　ノ亅、 丿ii、
1989，p．17 ； Baum．1994 ，　 p．59 ） 。 隈 ILの 随 伴 性 （Pr

evonting 　 contingeilcies ）の 主 張 は 、 こ れ ら 基 本 的 随 伴
跳 に 、好 了

・
提 示 の 阻 IL、 嫌

．
子 提 示 の 阻 止、好 子 除 去 の
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れる。 　以上、 　 2 樋
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A253
−
254 ）
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性（ permitting 　contin
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ﾉ
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ﾉ ” 改 悪 の 随 伴 性 ” に ． な る 場合も あ る が 。 　 唱

阻 止 の 随伴性 ” の 存在は 、 進 化 と 適 応 の 観 点 か ら あ

程 度想 定 で き る も の で ある 。 単 に 環 境 を 変 え る だ
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性

止 ． た ゜
伴
し 阻 し る

随
を 　 ス あ 　　 　 　

の動た パ が ゜ り 行 つ を 点 　 　 　 　 利 　 　

基 本 的 な 随 伴 性 と 阻 止 ． の 随 伴 性 の 複 台 　 阻
の 随 難 性 は ” 何 も し な

い
と勝手 に 起 こ る 変 イ ピ ’ を

い 止 め る ” 保 守 の 随 伴 性 ” で あ る指
し た 。 し か

し、
現 実 の 日 常 生活 場 面 で は 、 対 象 行 動 と

独

立
し
た 別 の オ ペ ラン ト 行 動 が 環 境 を 変 化 さ せ て い る 場

も
あ

る 。 こ の 状況の もとて’も 、 当該 行 動 は阻止の随伴牲 に よっ
て
変容する も

と考えら れ る。 　たと えば、　層’マンマと言っ て 食 事 を 頼 むと や が
て食

j ． ； が も ら え る が、 攻 撃
行動

を 起 こ す と 食 事 が もら え

い tt と い う 事
例

（ Malott 　 et 　 aL ， 　

993 ； p ．
250

− 251 ； 杉 llf ほか ． 1
5 ，　p ． 192 ． ． 193 ） を 考 えて み る 。 ここて

tt

事 前 の 平 穏 状 態 ⇒ 食 事 提示 t1 と い う 環 境 の 変 化

、 」

行 動 と は 独 立 し た ” マ ン

tt と い う 発 話 がも た ら す 変 化 で あっ て “ 勝 手 に

こ る 変 化 ” で は な い 。 攻 撃 行 動 は 、 こ の 変 化をく
止 め る 結 果 を も たら す た め 、 　 ‘ ’ 好 子 錠 示 の阻

によ

弱
化（

 

”によ
り
減少 す る の で ある 。 阻 止 の 随 伴性の必 要 条 件
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発達障害児の親の セル フ マ ネー ジメン トに よる行動の 般化と維持につ い て

　　　　 〔 指 導 手 続 き の 作 成 と セ ル フ チ ェ ッ ク 〕 の 勉 強 会 を 通 し て

　 　 　 　 　 細 谷 忠 司

（ 埼 玉 大 学 教 育 学 部 附 属 養 護 学 校 ）

藤 田 継 道 　 　 　 井 上 雅 彦

　 （ 兵 庫 教 育 大 学 ）

1 ．　 問 題 と 目 的

　 発 達 障 害 児 と そ の 親 に と っ て ．　家 庭 場 面 で

の 親 と 子
・
の か か わ り が よ り 改 善 さ れ れ ば、　 指

導 の 効 率 性 や 般 化 と 維 持 の 促 進、　さ ら に 親 の

ス ト レ ス の 改 善 な ど 、　子 供 に と っ て も 親 に と

っ て も 多 く の 利 点 が 考 え ら れ る。 現 在、 発 達

障 害 児 や そ の 親 の ニ
ー

ズ に 対 応 す る た め に 心

理 的 な 側 面 や 福 祉 的 な 側 面 か ら い く つ か の サ

ボ ー ト が 用 意 さ れ て い る が t　親 の 多 様 な ニ
ー

ズ に 十 分 に は 対 応 で き て い る と は 言 え な い 状

況 で あ る 。

　 今 回 の 研 究 で は、　子 供 と 上 手 に か か わ り た

い と い う ニ
ー

ズ を 持 っ て い る が 、　そ の 方 法 が

わ か ら な い 親 に 対 し て 、　行 動 論 的 ア プ ロ
ー

チ

に 基 づ い た 子 ど も の か か わ リ 方 に 関 す る 勉 強

会 を 実 施 し、　そ の 効 果 を 検 討 す る こ と と し た。

さ ら に 、　親 の 行 動 の 般 化 と 維 持 を 客 観 的 に 測

定 す る こ と が 目 的 と さ れ た。

n 　． 方 法

1 ．　 参 加 者

　 本 研 究 は 発 達 障 窖 児 3 名 と そ の 親 を 対 象 と し

て 行 わ れ た。　対 象 児 の プ ロ フ ィ
ー ル が Table 　 1

に 示 さ れ て い る。　参 加 し た 母 親 の 年 齢 は 38 〜

46 で あ り、　3 名 と も 専 菓 主 婦 で あ っ た 。

　 　 Table 　 1 　 対 象 児 の プ ロ フ ィ
ー

ル

さ れ た。　介 入 で は 課 題 1 の み に つ い て 直 接 訓

練 が 行 わ れ た。　直 接 訓 練 の 内 容 は、　手 続 き の

作 成 方 法 と セ ル フ チ ェ ッ ク の 方 法 の 学 習 、　及

び そ れ ら を 実 際 に 課 題 1 に 対 し て 応 用 す る こ

と で あ っ た 。　具 体 的 に は、　親 は 説 明 を 受 け た

後 に 課 題 1 に つ い て 手 続 き を 作 成 し、　自 分 で

作 成 し た 手 続 き に 従 っ て 実 際 に わ が 子 の 指 導

を 行 い ．　そ の 後 自 分 の 行 動 を ビ デ オ を 視 聴 し

て チ ェ ッ ク を 行 っ た 。　直 接 訓 練 の 時 間 は ケ
ー

ス に よ っ て 若 干 の 違 い は あ る が 2 時 間 半 〜 3

時 間 の 間 で あ っ た。　ブ ロ
ー

ブ 及 び 4 カ 月 後 の

フ t ロ ー
ア ッ プ で は ．べ 一 ス ラ イ ン と 同 様 に 課

題 1 ．2 ．3 ．4 に お け る 親 と 子 の 行 勦 が 測 定 さ

れ た。　直 接 訓 絃 以 外 の 課 題 つ い て は 、 親 に 対

し て 課 題 の 目 標 と 試 行 数 の み が 示 さ れ 、　方 法

に つ い て は 親 が 決 め る よ う に 教 示 さ れ た。　選

択 さ れ た 課 題 が Table 　 2 に 示 さ れ て い る。

　 　 Table 　 2 　 選 択 さ れ た 課 題

　 　 　 　 　 　 　 A 児 　 　 　 　 B 児 　 　 　 　 C 児

源 題 11 旗 纏 訓 纈 ｝　 　 　 着 獻 　 　 　秘 の 丑 け 濯 し 　 ボ
ール 入 れ

課 題 2 （謀 届 般 化 ， 　　 ポ
ー

ル 入 れ 　　 澗 席 　　 　　 届 席

踝 題 3 〔場 面 鍛 化 ｝　 　 釁 席 　 　 　物 の 畏 け 濃 し ポ
ー

ル 入 れ

踝 題 4 ｛騾 題
・
場 面 殻 化 1 か た づ け 　 　狽 h 禾 柵 み 　 か た づ け

　 　 生 沽 年 齢 　発 違 年 齢 　 GARS

ξ兎 　 ；1
．
6 　 0 目 　巨

’
m ． 瞳 喜

T 児 　 　 121 　 　1d 　 　 自 閉 且 瞳 喜

M 児 　 　 95 　 09 　 　 自 閉 旺 雌 冒

性 別 　 在 騒

男 　 養 護 掌 校

男 　 費 謹 学 校

男 　 饗 護 学 校

　 　 　
＊ 尭 還 年 齢 は K ； DS 乳 幼 児 髭 遼 ス ケ ール に よ る

2 ．　セ ッ テ ィ ン グ 、　及 び 期 間

　 実 験 は H 大 学 瞳 害 児 教 育 冥 践 セ ン タ
ー．　及

び 各 冢 庭 に お い て 、　対 象 児 の 夏 期 休 業 中 に 集

中 し て 行 わ れ た 。

3 ．　実 験 手 続 き

　 実 験 デ ザ イ ン は 被 験 者 間 の マ ル チ ブ ル ベ ー

ス ラ イ ン デ ザ イ ン が 用 い ら れ た 。

　 親 の 行 勤 の 般 化 と 維 持 を 測 定 す る た め に 直

接 訓 練 課 題 （ 課 題 1 ） と 般 化 測 定 課 題 （ 課 題

2 ．3 ．4 ） が 設 定 さ れ た。　ベ ー
ス ラ ィ ン で は

課 題 1 ．2 ．3 ．4 に お け る 親 と 子 の 行 動 が 測 定

4 ．　結 果 の 処 理 と 測 定 手 続 き

D 親 の 行 動 の 測 定

　 子 供 に 課 題 を 行 わ せ る 際 の 親 の 行 動 が 「 先

行 刺 激 の 提 示 」 　「 正 反 応 へ の 対 応 」 　「 誤 反 応

への 対 応 」 の 三 つ に 分 け ら れ た。　さ ら に そ れ

ぞ れ の 行 動 は 、　実 験 者 に よ っ て い く つ か の カ

テ ゴ リ
ー

に ま と め ら れ た 。　カ テ ゴ リ ー の 表 が

Table 　 3 に 示 さ れ て い る。　次 に 、　べ 一 ス ラ イ

ン ・プ ロ ー
ブ に お け る 親 の 行 動 と 子 供 の 正 反

応 率 と の 関 係 を 考 慮 し、　実 験 者 か ら 見 て 望 ま

し い と 思 わ れ る 親 の 行 動 が 標 的 行 動 と し て 選

択 さ れ た。　Table 　 3 で ア ン ダ ー
ラ イ ン で 示 さ

れ て い る の が 操 的 と さ れ た 行 動 で あ る。　そ し

て 、　1 試 行 中 の 親 の か か わ り で 、　先 行 刺 激 と

後 続 刺 激 の 両 方 に お い て 標 的 行 動 が 生 起 し た

場 合 を 正 反 応 、　そ う で な い 場 合 を 誤 反 応 と し

て 、　1 セ ッ シ ョ ン 中 の 親 の 行 動 の 正 反 応 率 が

E

．
1厂
ヒ
 

ー

ー

｝

一46一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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測 定 さ れ た。

　 　 　 丁ab ！e　 3 　 親 の 行 動 の カ テ ゴ 1丿 一

先 行 刺 ＃ の 曝 示

meL2 　
・nvtMXWANkqll ．／S．　 〔1 　

‘一
　〕

’
同 じ よ う な ．；旨 示 を 何 度 も 隈 り 返 t

’
切 め か ら 畢 や 肩 を 押 さ え て ず っ と 謎 導 す る

・指 示 な L

子 f共 の 正 反 応 への 対 応

ぶ 乱棚 廴 鰤 一 臨
・書 語 の み で ほ め る

・
反 応 し な い

干 供 の 誤 反 応 に 対 ず る 対 応

一 脚 一 講 爾 樋 鳳

　
・
　繍　反　応　に　ヌ重　し　r 　i三　琶　や　勝　導　を　fテ　う　が　失　敗 　し　て　し　ま　う
・

誤 反 応 に 対 し て 黒 反 応 ．　あ る い lt ほ め る 導 を 行 う

2）子 供 の 行 動 に つ い て の 測 定

　 子 供 の 行 動 は 正 反 応
・

擾 助 つ き 正 反 応
・

誤

反 応 の 3 つ に．分 け て 測 定 さ れ た。

5 ．　行 動 の 記 録 と 信 頼 性

　 行 動 の 記 録 と
一

致 率 の 測 定 は ビ デ オ を 用 い

て 行 わ れ た。　実 験 者 と 実 験 者 以 外 の 2 者 に お

け る 評 定 の 一
致 率 は 88 、4 ％ で あ っ た e

皿 ． 結 果

1 ．　標 的 行 動 の 生 起 率

　 親 の 標 的 行 動 の 生 起 率 が Fig ．1 に 示 さ れ て

い る。　グ ラ フ の 縦 軸 は 、　 1 セ ッ シ ョ ン 中 の 親

の 標 的 行 動 の 生 起 率 を 示 し て い る。　横 軸 は セ

ッ シ ョ ン 数 で あ り、　介 入 （直 接 訓 練 課 題 の 実

施 ） は 母 親 S が 9〜 11 セ ッ シ ョ ン 、　母 親 T が

12 〜 17 セ ッ シ ョ ン 、　 母 親 M が 13 〜 15 セ ッ シ ョ

ン に 実 施 さ れ た。

　 ベ ー ス ラ イ ン で ぱ 3 ケ ー ス と も 全 て の 課 題

に お い て 望 ま し い 行 動 の 生 起 率 は 低 か っ た 。

し か し ．　課 題 1 へ の 直 接 訓 練 に よ っ て 直 接 訓

練 し て い な い 課 題 2 ，3 ．4 に お い て も 生 起 皐

が 上 昇 し た。　4 カ 月 後 の フ ォ ロ
ー

ア ッ プ で は

プ ロ ー ブ に 比 べ て や や 生 起 率 が 下 が る 傾 向 が

み ら れ た が 、　セ ッ シ ョ ン を 重 ね る ご と に 生 起

率 が 上 昇 す る 傾 向 が み ら れ 、，　維 持 へ の 効 果 も

確 か め ら れ た 。

3 ．　子 供 の 行 動 の 変 化

　 子 供 の 行 動 の 生 起 率 が Fig ．2 に 示 さ れ て い

る。　グ ラ フ の 縦 軸 は そ れ ぞ れ の 課 題 に お け る

「 正 反 応 」 と 「 援 助 つ き の 正 反 応 」 を 込 み に

し た 生 起 率 が 示 さ れ て い る。　横 軸 は セ ッ シ ョ

ン 数 で あ り、　1 セ ッ シ ョ ン は 6 試 行 よ り な っ

て い る。　全 体 的 に は 、　親 の 握 助 行 動 が 適 切 に

な り 逸 脱 行 動 が 減 少 し た た め に 、　結 果 と し て

誤 反 応 が 減 少 す る 傾 向 が 見 ら れ た。

N ． 考 察

　 3 間 時 間 と い う 非 常 に 短 い 時 間 で あ っ た に

も か か わ ら ず、　こ の よ う な 効 果 が 示 さ れ た と

い う こ と は 、 親 指 導 に 十 分 な 時 間 が と れ な い 、
養 護 学 校 や 障 害 児 学 級 な ど の 教 育 現 場 で も 十

分 に 使 用 可 能 で あ る と 思 わ れ る。　し か し な が

ら、　4 カ 月 後 の フ ォ 囗 一 ア ッ プ で の デ ー
タ を

見 る と、　勉 強 会 の 直 後 に 獲 得 し た 親 の 行 動 が

十 分 に 維 持 し て い る と は 言 え な い 状 況 で あ る。
し た が っ て 、　今 回 の プ ロ ク

’
ラ ム は 単 発 で 行 う

の で は な く、　維 持 の た め の 手 続 き を プ ロ グ ラ

ム の 中 に 積 極 的 に 取 り 入 れ て い く こ と が 必 要

で あ る と 思 わ れ る
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1

中度知的障 害児の 疑問詞 （「どこ 」 、　「だれ 」 ）に 対す る応答訓練
｝

　　　　　　　　　谷 　晋二

（発達教育硲究 所 ア トム 、薫英女子 短期 大学） t

　WH 型の 疑問詞 に 対す る応 答を獲得 す る事が 中度 ・重度の 知的

　障畧児に は 困難 で ある事 が 指 摘 され て お り、ま た その 臨 床 的 重

　要 偉も指摘 され て い る。本研究 で は．1名 の 知 的 障害 児 に 疑問
罰 （「ど こ 亅 ・　「だ れ 1 ） に 対 す る応 答 反 応 を指導 し、概 念学

　習の 観点か ら、考 え 「：み た。
対 象児　　　　　　　養證学 校中 等 部 に 通学 す る知 的 障署 児

　 〔11 才） で 、意味 不明 の 奇 声 をあげ る事 も あるが、2〜3 語
文 で 要 求 を伝 え た り、見た 物 を報告する た めに 使 用 する事 が で

き る。5 才 か ら応 用行勤分 析 に よ る 指導 を簸 者 が 実 施 して い る。
こ れ ま で 、平 仮名 の 読 み 書 き、数 の 学 習、大 小 概 念の 学 習 な ど

を行 っ て き た。音 声 刺 激 に よ る学習 が 非常に 困難 で 、音声瑚激
に ょ る 平 仮名の 選択、音声 刺 激 に よ る大 小 弁 別 に は 長期 の MSItt
が 必 要 で あ っ た。対 諏 児は、絵 カ ー

ドや 写 真を見て 、　「公 園」 、
　「学 校 」、 「○ ○ さん J な ど と塙所の 名 前や 人 の 名前 を言 う事
が で きた。ま た、平仮 名や 渓享 を読ん で 、場 所 や 人 物 の 絵 や 写
真 を選 択 す る＄ や 、そ れ らの 絵 や 写 真 を見て そ の 名 称 を書 く 車
も で き た。K 式 発 達診 断 検 査 で の 発達指 数は 認 知 適va　42 、言
藷 社 会41 で あ っ た。て ん か ん 発 作 が あ り現 在服 薬 中 （テ グ レ

　ト
ー

ル ） で あ る。
手続き
刺激教材　　　　　　場 所 の 名 前が 售か れ た 文 字 カード2 種
類 （場所の 名 縮カ

ー
ド） と人 の 名前 の 書 か れ た文字 カード2 種

類 〔人 の 名 前 カ
ー

ド）、 「場所 亅、 「人 の 名葡 亅 と書 か れた 文
宇カ

ー
ド。　「どこ 」 、　「だ れ 1 と 書かれ た 文 宇 カード。

ベ ース ラ イ ン 　　　　 「QO さん は、　 OO へ 行 きま した 1 と
い う短文を話 し言葉 で閏 か せ、復唱 させ

’
る。そ の 後で 「どこ へ

行 きま したか ？亅 ある い は 「誰 ？亅 と尋 ね た。正 しい 回 答 に 対
して も、誤 っ た 回答 に 対 して も 「は い じ ょ うず 亅 とい う受け 答
え を し た。
分類訓 練　　　　　　 訓 練 者 と 対 象 児 は 机 の 前 に 対 面 し て 座
り、対 象 児の 前 に 「場 所 J と 「人 の 名前亅 と晋 か れた カードを
置 く。そ の 後、場 所 の 名 前 カード2 枚 と 人 の 名 前 カード2 枚

　（セ ッ ト 1 、教 室
・
プール 、山 田

・
田 中 ） をラ ン ダム に 手 渡 し、

　
f場所 」、 「人 の 名前」 カ ー

ドの 下 に 置 か せ る b 正 しく置 け た

場 合 は、握手 や 拍手 、ほ め 言 葉 等 で 強化 し 、ま ちが っ た場合 に
は、　「遅 うよ 」 とい っ て 訂正 させ た。強 化．あ る い は 訂 正 させ た

あ とで 、置 い た カ
ー

ド を撤去 し、次 の か
一

ドを是 示 し た。1
セ ッ シ ョ ン を 8 試行 と し、連 続 3 セ ッ シ ョ ン 中 の 2 セ ッ シ ョ ン
で 100 ％ の 正 反 応 率 が達成 された時点で、　「場所」 、　f人 の

名 前 」 カードと 「どこ j ．「だ れ 」 カードと の マ ッ チ ン グ訓 練
を行 っ た 。
マ ッ チ ン グ訓 練 　　　 マ ッ チ ン グ訓 練 は 分類訓 練 と同 じ よ う
に 対面 して 座 り、対象児 の 前 に 「場所 丿 と 「人 の 名 前」 と醤か

れ た カ ー
ドを 置 き、訓 絞者 は 「ど こ 」 あ る い は 「だ れ 1 と書か

れ た カ
ー

ドを呈 示 し、　「場 所 j あ るい は 「人 の 名 前 」 と書か れ
た カ

ー
ドを選択 させ た。正 し く選択で きた場 合 は、握手 や 拍手、

ぼ め言葉等 で 強化 し、ま ちが っ た 場 合 に は、　「逗 うよ 」 とい っ

て 訂正 させ た。達 成 基 準 は 8 試 行 連 続 正 反 応 と し 、違 成基 準 違

成 後、　
「場 所 」 あ る い は 「人 の 名 前 j の 刺激統 制 が 「ど こ 」 、

あるい は 「だ れ 」 カードへ 転移 して い る か ど うか を調べ るた め 、
転 移 プ ロ ーブを 行 っ た。
転移 プ ロ ーブ 　　　　対 象 児 の 前 に Mlltt　1で 用 い た場 所 の 名
前 カ ードと 人 の 名 前 カードを各 1枚 つ つ 置 き、対 象 児に 「ど

こ亅、ある い は 「だれ1 と 害い た カードを呈 示 な が ら （訓練 者
は 「ど こ 1 あ る い は 「だ れ ∫ と 言い な が ら ）、選 択 させ た。正
し い 回 答 に 対 し て も、娯 っ た回 答 に 対 し て も 「は い じ ょ うず 」
とい う受 け 答え を した1．
この 転 移 プロ

ー
ブで 80 ％ の 正 反 応 率 が え ら れ た 場 合、新 し く ．

場 所 の 名前 カ
ー

ド、人 の 名 前 カ
ー

ドを導 入 し 〔セ ッ ト2 、集会

所
・
病 院、松田 ・

長 島 ）、分 類 訓 練．転移 ブ ロ
ー

ブ を行 っ た．
セ ッ ト 2 の 酬 練 が 終 了 した 時点 で 、ベ ー

ス ラ イ ン 条件と同 じ 条
件 で、音 声刺激に よる 「どこ 亅、　「だ れ 亅 疑 問罰 に対 す る応 答

をテ ス ト した。

結果
図 1 に 示 した よ うに 、セ ッ ト1 の 分類訓練は ゆっ くりと した 学

習 を示 し、そ の 後 の マ ッ チ ン グ訓 練 は 12 試 行 で 8 鼠 行連続正

反 応 と い う達 咸 基準に 到 達 した。　「ど こ 」 、　「だ れ 」 カ ード を

呈 示 して の プ ローブテ ス トで は、100 ％ の 正 反 応 が得 られ た。
セ ッ ト2 で は、8 セ ッ シ ョ ン の 分 類訓 練 で 基 準に 到達 し 、転移
プロ

ー
ブで も 87 ，5 ％ の 萵 い 正 反 応 率が 得 られ た。しか し、

文 字カ ー
ドを使 わ な い ペ ース ラ イ ン条 件 で の、音 声 刺激に よ る

応 答 テ ス トで は 37 ．5 ％の 正 反 応 しか得 られず、音声で の 応

答は 困難 で あっ た。
そ の た め 新 しい 刺 激セ ッ ト （セ ッ ト 3 、勦物園 ・レ ス トラ ン 、
上 田 ・青木） を用 い て、同 様 の 訓 練 を行 っ た。分類課題の 学習
は次第に 速 くな っ て い き、転移 プ ロ ーブで も 100 ％の 正 反 応

率 が 得 ら れ た が、ベ ース ラ イ ン 条 件 で の 応 答 テ ス トの パ ー
フ t 一マ ン ス は 向上 し なか っ た。
移行訓練 　　　　そ こ で 、音声 刺 激 へ 刺激統制を移 行さ
せ るた め、セ ッ ト3 を 用 い て 遅延 ブ ロ ン ブ トを用 い た移 行 訓練

を行 っ た。こ の 訓 練で は、最 初に訓 鰊 者 が 場所 の 名 前 （例 え ば

動 物 園 ） と 人 の 名前 〔膏 木 ） の 害 か れ た カ ードを見せ なが ら、
「OO さん が○ ○ に行 き ま した 亅 とい う問題文 を口 頭 で 星 示 し、

そ の 後 で 「ど こ J ある い は 「だ れ」 と 質問 し、正 しい カードを

選択させ た （ス テ ッ プ 1）。ス テ ッ プ 1が 6 膩行 連統で 正 し く

選択 され た ら、ス テ ッ プ 2 へ 移 行 す る。ス テ ッ プ 2 で は、ス

テ ッ プ 1 と同様に ロ 頭 で質問す るが、場 所 の 名前 〔人の 名前）
カードは 裏 向 き で 机 の 上 に 置 か れ、ロ 頭 で 返答す る事 を求め た ．
正 し く返 答 す る 事 が で きな い 場 合や 無反 応の 場 合 に は、カ

ー
ド

を表に 返 して 返 答 させ た。ス テ ッ プ2 で 6斌 行連続正 し く返答

で きた 場合 に は、ス テ ッ プ 3 に 入 っ た。ス テ ッ プ 3 で は 、カー
ドは 使用 せ ず、問 題 文 も返 答も すべ て ロ 頭 で な された。すべ て

の ス テ ッ プで 正 反応 の ときに は 幄 手 や 拍手 な ど で 強化 した。訓
練 セ ッ シ ョ ンは 毎 回 ス テ ッ プ 1か ら開始され、順次ス テ ッ プ 3
ま で 行われ た （た だ し、第 2 セ ッ シ ョ ン か らは ス テ ッ プ 2 か ら

開始 し、ス テ ッ プ 2の 正 反 応 率が 80 ％ 以下 の 時に は ス テ ッ プ

を下 げ て 行 う事に した）。

結果　　図 2 に示 したの は、ス テ ッ プ3 条 件 で の 、口 頭 質

周 に対 す る 正 しい 応 答反 応 の 正 反 応 率 で あ る。訓 練 開 始 後 4
セ ッ シ ョ ン で 音声の み の 口 頭 賃 問 に 100 ％ 正 し く応 答で きる

よ うに な っ た。しか し、新 しい 刺激セ ッ ト （セ ッ ト4 ） に 対 L．
て は 、50 ％ の 正 反 応 宰 で し か 応 答 す る 事 が で き なか っ た。
セ ッ ト4 の 刺激 に 対 して 分 類 訓 練 を行 っ た とこ ろ、　「ど こ 」、
「だれ」 刺激への転 移 が 見 られ、移 行訓練で は 最初か らス テ ッ

プ2は 100 ％ の 正 反 露 率 を示 し、ス テ ッ プ3 で も 100 ％ の

正 反 応 率 とな っ た。しか し、斬 しい 刺 激 セ ッ ト （セ ッ ト5） に

対 し て は ま っ た く紹 答 す る攀 が で きなか っ た。セ ッ ト5で は 最

初に 「銀行 は 場 所 の 名前だ よ 」 と教示 を行 っ て か ら、分 類 訓 練

行 っ た の で 分 顛 訓練 は 最初か ら 100 ％正 し く分類 で き るよ う

に な っ た。セ ッ ト 4 と 同様 に 「ど こ 亅、　「だれ」 刺激 へ の転移

が見 られ、移 行 Mll鰊 で は最初か らス テ ッ プ 2 は 100 ％の 正 反

応 ＄ を示 し、ス テ ッ プ 3 で も 100 ％ の 正 反 応率 と な っ た。
考察

　本 研 究 の 手 続 きで は 、学校や 公 園 な どの 名 称 を 「場 所j と い

う言 葉 の 刺 激 統 制下 に 置 き、ま た．　 「田 中 」　「青木亅 などの 名
称 を 「ヒ トの 名前J とい う言 葉 の 刺 激統制下 に 置 くために 分類
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訓 練 を行 っ て い る．こ れ は 、＜だ も の とい う刺激に よ っ て イ チ

ゴや りん ごが 選択 で き る よ うに な る 事 と同 じ様 に 、機 能的 な 等
価 ク ラ ス を形 成す る籟 で あ る．さらに 、　「ど こ 」 ある い は 「だ

れ亅 とい う疑問詞が 「場所 」　「人 の 名前．1 と マ ッ チ ン グ され る
こ と に よ っ て、　「どこ 」 あ る い は 「だれ 」 とい う疑問詞 に ょ っ

て、所属クラス の メ ン バーを選択で きるよ うにな っ た。
　しか し、新 しい 刺激 セ ッ トに 対 しては 分 類学習が 必 要 で あ っ

た事 か ら、対 象児 は こ れ ま での 言 語学習に お い て 、場所 ・
人 の

名 箭 な どの ク ラ ス 概 念が 未形 戍で あ っ た と考 え られ る。分 類 訓

錬の セ ッ ト数 が 増 え るに つ れ て、学 習 逮壌が 速 くな る傾 向 を示
し て い るの で 、場 所

・
人 の 名 齣 とい うク ラ ス 概 念 の 学 習セ ッ ト

が で きつ つ あ る と弩 え られ るか も しれ な い ．
　音 声 刺 激 に よ る テ ス トで は 、ま っ た く 「どこ 」 、「だ れ 」 と
い う音 声 刺灘 へ の 刺激 統制 の 移 行は 見 られ なか っ たが、移 行訓
練 を行 う事 に よ っ て 、音声 に よ る 「ど こ i 、　「だ れ j へ の 応 答

がで き るよ うに な っ た。セ ッ ト 3 の 刺 激 に 対 して 、音声で の 応
答 が で きる よ う に な っ た 後 で は．ク ラ ス へ の 分 類 が で き る よ う
に な っ た だ け で 、音声に よ る覧：答 も可 能 に な っ た．t
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自 閉 症 生 徒 の 地 域 生 活 技 能 に 関 す る 社 会 的 評 価
　 　 　 　 　 　 　

−
渡 部 匡 隆

（愛 知 県 心 身障害 者 コ ロ ニ
ー

発 達 障 害 研 究 所 ）

　 近 ．年、障 害 を 持 つ ll占i人 の 社 会参 加 技 能 に 関 す る 研 究

が 行 わ れ て き て い る （渡 部 ・lh本 ・小 林，1990）。障

穿 を も った 人 々 の 地 域 生 活 を 考 え る と き に は、一・
股 の

人 々 が 生 活 し て い る 現 実 祉 会 で の 問 題 を 考 え て い く必

要 が あ る 。障 害 を も っ た 人 々 と 障 害 を持 た な い 人 々 が

共 に 生 活 し て い く の で あ り、そ こ に は 当 然 さ ま ざ ま な

関 わ りや 相 互 作用 が 起 こ る と 考 え ら れ る。そ の 反 応 が

ど の よ う な も の で あ り、障害 を 持 つ 人 々 の 生 活 や
一

般

の 人 々 の 生 活 に ど の よ う な 影 響 を も た ら す か 考 え て い

か な け れ ば な ら な い 。

　 そ こ で 本 研 究 は 、自 閉 症 生 徒 に 形 成 し た 交 通 機 関 の

利 用 技 能 （バ ス 乗 車 技 能 ） に つ い て 印 象 評 定 さ せ る こ

と に よ っ て 、一
般 の 人 々 の 態 度 に 何 ら か の 違 い が あ る

か ど う か 明 ら か に す る と と も に 、障 害 を も つ 人 々 へ の

地 域 で の 援 助 方 法 に つ い て 考 察 す る こ と を 目 的 と す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 方 法

評定者　評 定 者 は　136名 で あ り、年 齢 構 成 は 20歳 代 が

55 名 、3D歳 代 が 46名 、40歳 代 以 上 が 33名 で あ っ た 。男

牲 が 73名 で 女性 が 6．4名 で あ っ た 。評 定 者 の 内 訳 は 、T

大 学 事 務 区 に 勤 務 す る 55名 の 職 員 （男 性 25名 女 性 30名

平 均 年 齢 は 35歳 ）、評 定 対 象 者 と な っ た 生 徒 が 通 学 し

て い る 地 区 の バ ス の 運 行 に あ た っ て い る K 鉄 道   Y 営

業 所 と T 営 業 所 の バ ス 乗 務 員 40名 （男 性 の み 平 均 年 齢

36歳 ） 、 K 看 護 学 校 に 在 籍 し て い る 看
．
護 学 生 41名 （男

性 8 名 女 性 33名 平 均 年 齢 25歳 ； 含 準 看 護 婦 ） で あ っ た 。

実 験 セ ッ テ ィ ン グ と 材 料

　セ ッ テ ィ ン グ ： 評・定 者 の 勤 務 先 に お い て 評 定 を 行 っ

た 。事 前 に 実 験 者 が 連 絡 を と り、直 接 の 管 理 者 の 許 可

を 得 た 。大 学 職 員 は 上 司 の 許 可 を 得 て 勤 務 時 間 1丿3 に T

大 学 の 教 室 で 、バ ス 乗 務 員 は 次 の 運 行 ま で の 時 間 調 整

の 間 に 休 憩 室 で 行 った 。看 護 学 生 は 、学 校 と 学 生 の 協

力 を 得 て 業 間 に 実 施 し た 。 調 査 は 、評 定 用 紙 と 評 定 刺

激 用 の ビ デ オ カ セ ッ ト、そ し て 刺 激 提 示 用 の ビ デ オ セ

ッ トを 用 い た。教 室 や 休 憩 室 に 実 験 者 が 用 意 した V［1S ビ

デ オ デ ッ キ と テ レ ビ モ ニ タ ー （実 験 場 所 に 応 じ て 画 面

の 大 き さ を 変 更 し た ） を お い た e 筆 記 用 具 は 実 験 者 や

評 定 者 が 用 意 した も の を 使 用 し た。事 務 区 職 員 と 看 護

学 生 は
一

斉 に 、バ ス 乗 務 員 は 調 整 が 可 能 な 時 間 に 集 合

し て も ら い あ る 程 度 人 数 が 集 ま っ た と こ ろ で 行 っ た 。

　材 料 　評 定 用 ビ デ オ ； 養 護 学 校 に バ ス 通 学 を 行 っ て

い る 1 名 の 自 閉 症 男 子 生 徒 （K．L ）　（養 護 学 校 高 等 部

1 年 生 ） を 対 象 に し た。本 生 徒 は 以 前 バ ス 乗 単 技 能 の

訓 練 を 受 け て い た （渡 部 ・上 松 ・小 林 ，1993） 。 本 生

徒 が 土 曜 日 の 下 校 時 に 学 校 の 近 く の 停留 所 か ら T 駅 ま

で バ ス 乗 車 して い る 状 況 を ビ デ オ 撮影 し た 。乗 車 時 間

が 約 30分 で あ る た め、乗 車 時 か ら 5 分 間 毎 に 1 分 間 隔

つ つ 録 画 ・編 集 し た 約 6 分間 の 評 定 用 ビ デ オ を 作 成 し

た。生 徒 は 、実 験 者 が 課 題 分 析 し た バ ス 乘 車 技 能 の 行

動 項 目 を す べ て 達 成 して い る 。

　 評 定 用 紙 ： 訓 練 に 関 係 の な い 30名 の 大 学 生 と 大 学 院

生 に 評 定 用 ビ デ オ を 視 聴 さ せ 、印 象 や 気 づ い た こ と を

各項 目毎 に 1 枚 つ つ 用 紙 に 記 入 さ せ た 。こ れ らの 結 果

を、K ・J 法 に 基 づ い て 関 連 す る 項 目毎 に 集 め て 分 類

し た 。そ し て 、こ れ を 実 験 者 を 含 め て 2 名 で 協 議 して

5 段 階 の リ ッ カ ート法 に よ る 23項 目 の 評 定 尺 度 を 作 成

した 。次 に 因 子 分 析 に よ り項 目 分 折 を 行 った。専 門 学

校 生 、大 学 生 並 び に 整 護 学 校 を 主 と す る 教 員 131 名

（平 均 年 齢 25歳 ） を 対 象 に 先 に 作 成 し た 評 定 用 ビ デ オ

を 視 聴 さ せ 、そ の 印 象 を 「そ う 思 う 」 か ら 「思 わ な い 」

ま で の 5 段 階 評 定 さ せ た，，そ の 結 果 を 筑 波 大 学 大 型 計

算 機 セ ン タ ー
の SPSSX に よ り分 析 し、各 項 目 の 因

子 負 荷 量 が O．5 以 上 の 項 目 を 抽 出 し た 。 そ の 結 果 、第

1 因 子 「発 声 ・
発 語 に 関

．
す る 因 子 」 と し て 2 項 目、第

2 因 子 「落 ち 着 き ・多 動 に 関 す る 因 子 」 と し て 4 項 目、

第 3 因 子 「楽 しそ うに 過 ご し て い る こ と に 関 す る 因 子 」

と し て 3 項 目 の 合 計 9 項 目 と な っ た （項 目順 に 示 す ）。
「ひ と クで芙

．
っ て

齟
い る 」　「激 ク言 を 言 っ て

尸
い る一1　「・パ

’

ズ の 揺 ノz を 筥ん で い る」 「勤 きが
’
多 い 」

「

撚惹畉を発

声 か
’
あ る 」　「潛

’
ち者

：
い て い る 」　「一駁 の 皇ヨ徒 と変 わ う

な い 」　「．渠1乙 ぞ
L
づで あ る 」　「社会 控か

’
身
・
に つ P τ い る 」

こ の 9 項 目 を 最 終 の 評 定 尺 度 と し た 。

　手 続 き ： 評 定 者 が 集 ま っ た と こ ろ で 、評定 用 シ
ー

ト

と 篭 記 具 を 手 渡 し、実 験 者 が 記 入 方 法 に つ い て 説 り」を

行 っ た 。 　「こ れ か ら ビ デ オ を 見 て い た だ き ま す。 II寺闘

は 約 5 分 間 で す。こ れ は 私鉄 の 乗 合 バ ス に 乗 車 し て い

る 1 名 の 高 校 生 を 撮 影 し た も の で す 。自 分 が こ の 生 徒

と 一絡 に バ ス に 乗 車 して い る と して
一

般 的 な 印 象 と し

て お 答 え 下 さ い 。 質 問 項 目 は 9 項 目 で す 。各 項 目 に つ

い て 該 当 す る と 思 わ れ る段 階 に っ い て ○ を 記 入 し て 下

さ い 」 と 教 示 し た 。 記 入 は ビ デ オ を 視 聴 し て い る と き

1
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1
’

lii

　　　　で も終 了 後 で も ど ち ら で も よ い と し た。ビ デ オ の 生 徒

［　　 が 自 閉 症 と 診 断 さ れ て い る こ と 事 前 に 説 明 し な か った ，，

i　 縱 終 r 後 に 、協 力 へ の お ／；しや 蹴 の 、姻 と と も に 生
「
…　　 徒 に つ い て の 説 明 を 行 っ た 。 ビ デ オ を 視 聴 し 評 定 用 紙
1　 　 　 ，
｝　　 に 記 入 す る ま で の rl寺問 は 約 20分 で あ っ た。ま た 、評 定

i ・ 紙 ・ の ・・人 終 了 後 、・ ・ 報 告 ・こ よ り ・1・ に ・ 査 嚇
旨

　　 想 を 求 め た 。

　　　　 分 析 ： 5 段 階 の リ ッ カ ー ト尺 度 に よ る 調 査 結 果 は 、

　　　　
1 そ う思 う 」 と 「や や 思 う 」 を 「思 う 」 に 、 「そ う 思

　　　 わ な い 」 か ら 「ど ち ら と も い え な い 」 ま で を 「思 わ な

1　　 い 」 と し て ま と め た。職 業 的 な 分 類 の 3 条 件 （公 務 員

｝　
・バ ス 縮 員 ・飜 学 生 ） と 先 の 2 値 に お い て 分 害・陵

； ・ r’・・・… そ れ ぞ れ 蝋 贓 ・ を ・ ・ す る と と も に X
・

1　 検 定 を 行 っ た ．有 意 差 の あ っ た 項 即 ま、残 差 検 定 を 行
lv
　 　 っ た 。 こ れ ら の 検 定 に は 統 計 ソ フ ト 「Sしa しView （Abacu

　　　 sConcepts ，1冂 c ）」 を 用 い た 。言 語 報 告 は 関連 す る 項 目

　　　 毎 に カ テ ゴ リ
ー

分 け を し た 。

｝　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 結 菓
〔
．

　評 定 尺 度 へ の 回 答 　項 目 1 は 「思 う 」 へ の 回 答 が 公

務 員 で 了4．5M、乗 稱 貝 が 68．4M、看 護 学 生 が 7L 郊 で あ り、

ほ ぼ 同 様 の 傾 向 で あ っ た ．項 目 2 は 「思 う 」 へ の 回 答

が 公 務 員 で 65，4職 乗 務 員 が 6L5 ＄で あ っ た が、看 護 学

生 は 52．4％と や や 低 か っ た 。項 目 3 は 、公 務 員 20．4％と

乗 窃 員 28，2％が 「思 う 」 と の 回 答 で あ っ た が 、看 護 学 生

は 4t．5％の 回 答 で あ り、人 数 の 偏 り に 有 意 傾 向 が あ っ た

（xz （2）・5．G4．p く．10）。残 差 分 析 で は 公 撈 員 が 「思 わ

な い 」 に 多 く 回 答 し、看 護 学 生 が 「思 う」 に 多 く 圓 答

し て い た。項 目 4 は 、公 務 員 が 18．2N、乗 務 員 が 2L 隅、

看 護 学 生 が 35．TSIと 「思 う」 へ の 回 答 が 少 な か っ た 。残

差 分 析 で は 公 務 員 と 看 護 学 生 に 回 答 の 有 意 差 が 倹 出 さ

れ た s 項 目 5 で は 「思 う1 へ の 回 答 が 、公 務 員 は 45．5

職 乗務 員 は 56．4Mと や や 異 な っ た 回 答 の 傾 向 が あ る こ

と が 示 さ れ た 。看 護 学 生 は 両 者 の ち ょ うど 中 開 的 な 回

答 を 行 っ て い た。項 El　6 で は 、公 務 員 が 4脇 、乗 務 員 が

30．8N、看 護 学 生 28．6％と 「思 う」 へ の 回 答 が 少な か っ

た 。項 目 7 は 「思 う 」 へ の 回 答 が 公 務 員 で 47．脇 、乗 務

員 が 33，3％、看 護 学 生 が 19：：で あ り、人 数 の 偏 りが 有 意

で あ っ た （x2 （2）・8，42，p く．OD 。公 務 員 が 「思 う 」 に 、

看 護 学 生 が 「思 わ な い 」 へ の 回 答 が 多 か っ た。項 目 8

で は、乗 務 員 と 看 護 学 生 が 「思 う1 に そ れ ぞ れ 56．覇 と

59．5％回 答 し て い る の に 対 し て 公 務 員 は 45．5．Y と 低 か っ

た 。項 EI　9 は 公 務 員 の 58．2％が 「思 う 」 に 回 答 し て い る

の に 対 し て 、乗 務 員 は 30．孫 看 護 学 ‘1三は 47．鷭 と 人 数 の

1扁 り が 有 意 で あ っ た （X
： ・6．89．p ．：．05） 。 公 務 員 は

「思 う 」 に 回 答 し て い る の 対 し て 、乗 務 員 は 1
．
思 わ な

い 」 と 回 答 す る こ と が 多 か っ た 。以 ．L の 結 果 か ら、項

目 3 と 7 と 9 に お い て 回 答 に 有 意 差 が み ら れ た 。項 日

3 と 項 日 7 で は 公 務 員 と 看
’
護 学 生 に 、項 目 9 で は 公 務

員 と バ ス 乗 務 員 に そ れ ぞ れ 差 異 が あ っ た 。

　 バ ス 乗 務 員 の 言 語 報 告 　T 営 業 所 長 か ら 最 近 に 起 き

た 次 の よ う な 逸 話 を得 た 。知 的 障 1辱を 持 つ 女 子 が バ ス

降 車 の ブ ザ ー
を 押 し た D

バ ス が 止 ま っ た と こ ろ で 、

「足 が 痛 い 」 言 い 出
』
し そ の ま ま 泣 き 始 め た 。乗 務 員 か

ら 営 業 所 に 連 絡 が あ り、降 ろ す わ け に い か な い の で と

り あ え ず 目 的 地 ま で 行 く よ う に し 、そ の 聞 に 営 業 所 で

対 応 す る こ と を 指 令 し た 。 営 業所 で は 直 ち に そ の 女 子

が 乗 車 し た 淳 留 所 の 近 くか ら 、そ の 女 子 の 名 字 の つ く

家 を 電 話 帳 で 調 べ 次 々 に 11二 う ゆ う お 子 さ ん は い ら っ

し ゃ い ま す か 」 と 連 絡 を．始 め た 。 そ し て 幸 い 3 軒 ［［で

連 絡 が つ き、母 親 が す く
．
迎 え に 来 る こ と に な った。バ

ス が 営 業 所 に 着 い た と き に 母親 に 引 き 取 っ て も ら っ た

と の こ と で あ っ た 。 そ の 他 の エ ピ ソ
ー

ドと し て 、運 行

し て い る と き に 「急 に 声 を 出 す か ら 回 り の お 客 さ ん が

び っ く りす る 」 「お ぱ ち ゃ ん ゴ ミ 落 ち て る よ と し つ こ

く言 っ た り す る 」 な ど が あ った
。 各 ル ー

トに 2 〜 3 名

の 障 害 を 持 つ 人 々 が 乗 車 し て い る が 苦 情 が 米 た こ と は

な い と の こ と で あ った 。乗 車 に つ い て は 、　「他 の お 容

さ ん と 同 様 に 運 行 に 差 し障 りや 迷 惑 の な い 限 り、一．・
般

の お 客 さ ん と 同 じ で あ る J こ と が 乗 務 員 と 営 業 所 長 か

ら 報 告．さ れ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 考 察

　 自 閉 症 生 徒 の 交 通 機 関 の 利 用 技 能 に つ い て 、社 会 の

・一
般 の 人 々 に つ い て 印象 評 定 を さ せ た 。 そ の 結 果 、公

：務員 と バ ス 乗 務 員 並 び に 看 護 学 生 と い う 職 va　rl｛Jな 立 場

の 違 い に よ っ て 障 害 を も つ 人 々 へ の 態 度 が 異 な っ て い

る こ と が 明 ら か に な っ た 、、ま た 、バ ス 乗 務 員 の 言 詒 鞦

告 か ら、乗車 中 に 起 き た トラ ブ ル は 、乗務 員 と 営 薬 所

の 連 絡 の も と で 対 応 さ れ る と と も に 、障 害 を 持 った 人

々 を 「お 客 様 （消 費 者 ） 」 と し て 捉 え て い る こ と が 示

さ れ た 。以 上 の こ と か ら、障 害 を も つ 人 々 の 祉 会 参 加

に お い て 、サ
ービ ス 提 供 者 倒 の 職 業 的 な 行 動 と し て の

援 助 行 動 の 可 能 性 と、障 害 を 持 つ 人 々 を 消 凱 者 と し て

地 域 に 参加 さ せ て い く こ と の 重 要 性 が 示 唆 さ れ た 。

注
L

本 研 究 は 、平 成 6 年 度 科 学 研 ラヒ費 浦 助 金 奨 励 研 児

（A ） 課 題 爵 号 【067toO68】 の 助 成 を受 け た 。

注
Z

本 研 究 に お い て 、関 ．東鉄 道   乗 合 バ ス 課 卿 田 脈 と

土 浦 ・谷 ［日部 営 ，鬟再iの 皆 様 、並 び に 筑 波 大 学 事 筋 レ〔中

島 様 白 井 様 を は じ め 皆 様 の ご 協 力 を 得 ま し た ，、ま た 、

筑 波 大 学 心 身 障 轡 学二系 小 E・1重 雄 先 嵐 と 肥 後 洋 治 先 生 に

ご IVt嵩
．
を 頂 き ま し た し こ こ に 記 し て 感 謝 申 し．Lげ ま す 、t
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要求文脈利用 によるコ ミュ ニ ケ …
シ ョ ン指導 （1 ）

　　　　　
一
　研究の意義と 、 今後の 方向性　一

加藤　哲文　 （っ くば国 際大学 ） 1

［は じ め に ］

　 こ れ ま で に、ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を も つ 人 達 へ の 機 能

的 言 語 行 動 を 指 導 す る プ ロ グ ラ ム や 指 導 技 法 が 数 多 く

発 表 さ れ て き て い る 。 こ こ で い う 機 能的 言 語 行 動 と は 、

日常生活機 会 で 実際 に 使 用 さ れ る も の で 、こ れ ま で に

も、要 求、応 答 、拒 否、助 言、報 告な ど の 機能 を も っ

た 言 語 行 動 を 形 成 す る プ ロ グ ラ ム が 発表 さ れ て き て い

る。そ の 中 で も 「要 求 、1 機 能 を 形 成 す る プ ロ グ ラ ム や

実践 が 数 多 く、ま た、機 会 利 用 型 指導法 （incidental

teachig ）、マ ン ド ・
モ デ ル （：】and −

model ）法、時 間

遅 延 （time 　 delay ） 法 、あ る い は 環 境 利 用 型 指 導 法

（milieu 　 teaching ｝ な ど の
一

般 化 さ れ た 言 語訓練プ ロ

グ ラ ム や 技 法 で も要求 言 語 行 動 の 形 成 が 中 心 と な っ て

い る 。そ こ で 、本報告 で は 、要 求 言 語 行 動 の 形 成 に 焦

点 を あ て た 研 究 の こ れ ま で の 成 果 に っ い て 、特 に、わ

が 国 の 行 動 分 析 学 的 な 立場 か ら の 研 究 を 中 心 に 概 観 し、

指 導 や 訓 練 の 標 的 と して の こ れ ら の 行 動 の 意 義 と、今

後 の 研 究 の 課 題 や 方 向性 に つ い て 検 討 す る 。

［要 求 言 語 指 導 の 目 的 ］

　 わ が 国 で 、要 求 言 語 行 動 を 明 確 な 指 導 の ダーゲ ッ ト

と し た の は 、藤 原 （1985） が 最初 か と 思わ れ る e こ の

年 に は 、出 口
・
山 塞 （j．98［，） が in〔：idental　 teachSng

を 「機 会 利 用 型 指 導 法 」 と 邦 訳 し、こ の 方 法 論 の 体 系

的 な 整 理 を 試 み て い る e そ の 後 、　
“
要 求 言 語 行 動

”
や

“
機 会 利 用 型 指 導 法

”
と タ イ トル の っ く 研 究 が 数 多 く

発 表 さ れ て き た 。こ れ らの 研 究 は 、こ れ ま で の 伝 統 的

言 語 指 導法 へ の 批 判 と、今 後 の 新 た な ア プ ロ
ー

チ と し

て の 要 求 言語 指 導 を 提案 し て き た。し か し、多 く の 研

究 で は 、な ぜ 要 求 言 語 行 動 を 形 成 す る の か と い う 点 に

つ い て の 明 確 な 記 述 は な い 。藤 原 （1988 ） は 要 求 言 語

形成 の 意義 と し て、  発 達 的 に も 早 期 に 獲得 さ れ る 言

語 機 能 を 備 え 、  日 常場 面 で も 使 用 機 会 が 多 く 実 用 性

も 高 い 、  他 の 言 語 行 動 そ の も の も 動機 づ U ら れ る 可

能 性 が 高 い 、と い う 3 点 を 指 摘 し て い る。特 に 、発 達

障害 者 に は 、コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン や 社 会 的 相 互 作 用 の

障 害、孤 立 や 対 人 回 避 傾 向 な ど の 行 動 特 徴 が あ る た め、

  は、要求 言 語 行 動 の 形成 に よ っ て、他 の コ ミ ュ ニ ケ

…
シ ョ ン の 生起 を 促 し、対 人 関 係 の 成 立 に も 応 用 で き

る 可 能 性 を 持 っ と い う 点 で 意 義 が あ る と 思 わ れ る。

　
一

方、最 近 で は 、ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を 有 す る 人 が、
権 利 と サ ー

ビ ス を
’L
要 求 す る

”
た め に 要求言語行 動 を

実現 化す る こ と の 重 要 性 が 指摘 さ れ て き て い る （望月 ，

1991）。こ れ は、自 己 決 定 権 、ラ イ フ ス タ イ ル の 重 視 、

あ る い は QOL 向 上 と い っ た 目 的 を 実現 す る た め の 方

法 論 と な る と 考 え ら れ る。

［わ が 国 の 研 究 の 実 際 ］

　わ が 国 の 要求言 語行動 の 研 究 の 特 徴 を 要約 す る と 次

の よ う に な ろ う 。

辺 　♪
雪 虱

厂
動≦p− ： 要 求 事 態 を 物理 的

に 設定 す る、強 化 メ デ ィ エ
ータ ー

と して の 要 求 充 足 者

の 対応、要 求 充 足 者 へ の 親密度 な ど の 条 件 が 、要 求 言

語 行 勤 成 立 の 変 数 と な っ て い る。　 （藤 原 ，」985な ど ）

uamalwaLww ： 機会利用型 ，マ ン ドモ デ ル

法 ，時間遅延 法 ，行 動 連 鎖 中 断 法 な ど の 言 語 指 導 技 法 、

動 因 操 作 （要 求 対 象 物 0）遮 断 化、剥 奪 ）、確立 化 操 作 、

誤 物 品 提 示 、反 応 型 の 移 行
・
機能化 （シェ イビ ング 、fエ仁

ング 、ボ インティング の 機能化） な どの 諸 手 続 き ・技 法 が 用

い ら れ て い る が 、 い く つ か の 手 続 き を 併 用 し て い る 場

合も あ る。　（山 本 ・望 月 ，198S；加藤 ，1988 ；藤金 ，

1988 ； 小 笠 原 ほ か ，1994 ；松 原 ほ か ，1991な ど ）

値．鯉 ； 食 物 や 遊 具 ，遊 び ，動 作 的 援 助 ，指 示

に よ る 要 求 ，情報 ，欠損 品 の 欠 如 部 分 の 要 求 な ど 。

．し碧．豊丞．反艦 r 音 声 言 語 （単語 、発 声 、1 ・2 語 文 ）、

非音声言語 （マ ニ ュ ア ル サ イ ン、書字、指 さ し、ジ ェ

ス チ ュ ア ） な ど あ ら ゆ る も の が 対象者 の 実 態 に 合 わ せ

て 選 択 さ れ て い る e

重L害栗の 査
虚

： 大 部 分 の 研 究で は 、  要 求 の 頻 度 や 要

求 機 会 あ た り の 標的要求 反 応型 の 出 現 率 が 示 され 、併

せ て   般 化 （場面般化、対 人 般化、反 応 型 の 般 化 ） や

維 持 の 測 定 が 行 わ れ 、  そ の 他 の 副 次 的 効 果 （そ の 他

の 言 語 機 能 へ の 般化、対 人 相 互 作 用 へ の 効 果 な ど が あ

る が、そ の 大 部分 が エ ピ ソ
ー ド記 述 ） が 行 わ れ て い る。

［今 後 の 課 題 ］

1　　
1

の 整 理 ： こ れ ．ま で に紹 介 し て き た よ う に、要

求言語行 動 の 形 成 ・実 現 化 に 向 け た 方 法 論 は 実 に 多 岐

に 渡 っ て い る 。従 っ て 、こ れ ま で の 方法論 を 整理 し、

様 々 な ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を 持 っ 対 象 者 に 適切 な プ ロ グ

1
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ー．

ラ ム や 指 導 技 法 を 提 供 す る た め の データ ペ ー
ス を 構 築

す る 必 要 が あ る ． 要 求 行 動 が 成 立す る た め に は 、要 求

事 態 が 対象者 に．存在 す る こ と が 必 要 だ が、そ の た め に、
動 因 操 作 や 確 立 化 操 作 と い う 訓練 設 定 が 取 られ て い る。
そ し て 、対象者 に と っ て は 、伝 達 す る 相 手 方 へ の 注 意

の 喚 起 と、要求 内 容 の 特 定 化 と い う 2 っ の 行 動要 素 を

含 む 行 動連鎖 が 必 要 と な る 。 こ れ ま で 用 い ら れ て きた

主な手続 き は 以 下 の 通 り で あ る。
・
自由 反 応 事 態 （無条 件性 確 立 化 操 作 事 態 ） ： 要求内

容 が 自 己 入 手 不 可能な環境設 定 （棚 の 上や 、大 人 が 持

っ て い る ） を し （動因操作 ｝、要求 言 語 行 動 と し て の

篦 能 が 十 分 に 定 着 し た 後 に、マ ン ドモ デ ル 、磯 会利用

型 指導法、時 間 遅 延 法 な ど に よ っ て、自 発 性 や 反 応 型

の 洗 練 化 が は か ら れ る。
・
確立 化 操 作 事 態 ： 指 導 者 の 教 示 に よ っ て 、見 え な い

物 品 や 要 求 内 容 に 対 す る 要 求 言 語 行動 を 指 導 す る。 こ

の 時 に 、　（要 求 充 足 者 の ）誤物 品 提 示 手 続 き に よ っ て

マ ン ドと し て 機 能 し て い る か ど う か が 確 認 さ れ る （再

要 求 や 否 定 表 現 の 形成 ）。

　両手続 き に は 問 題 点 も 指 摘 さ れ て お り、自 由 反 応 事

態 で は 目に 見 え る 要求 物 へ の 反 応 が マ ン ドで は な く、
タ ク トで は な い か と い う 問 題 や 、確立 化 操 作 事 態 と自

由 反 応 事 態 で 形 成 さ れ た 要 求 言 語行動 が 双 方 向 で 維 持

可 能か と い う 問 題 が あ る 。

〔2）旨導 ・訓 練 害甦 一訓 練 室 な ど や 特 定 の 環 境 で 形

成 さ れ た 要 求 行 動 行 動 が 維 持 さ れ る環 境 シ ス テ ム の 分

析 が 必 要 と な る。こ れ ま で も維 持 の 調 査 の 結 果 、常 に

環 境 の 中 に プ ロ ン プ トが 必 要 と な る （望 月 ほ か ， 1988）

こ と が わ か っ て い る。さ ら に、環境側 の （対 象 者 が 要

求 言語行動 を 用 い る こ と に よ る ）強化事 態 が 存 在 す る

こ と も 維 持 の た め の 重 要 な 変 数 と な る だ ろ う。
3　 ）

tt　；E　”
　鱒 　か ら 　

’
る 正 の f［）　・　 、： い

ま ま で に 副 次 的 な 効 果 の 査定 を 含 め た 研 究 が 少 な い

（Kaiser，1993）が 、エ ピ ソ
ー

ド記 述 は 大 部 分 の 研 究 で

報 告 さ れ て い る （例 え ば、許 可 の 機 能 へ の 般化 （加藤 ，
1988 ）や 社 会 的 相 互 作用 の 増加 （小 笠 原 ほ か 、工994）

な ど ）。 今後 は、標 的 と し た 要 求 言 語 行 動 の 形 成 と、
そ の 他 の 対 象者 の コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 行 動 や 社会的 行

動な ど の 成 立 との 聞 の 因果関係 な ど を 精 密 に 査定 し て 、

相互 の 関連性 な ど を 明 ら か に し て い く こ と が 望 ま れ る 。

w w enUtmaikuawa ・ 訓 練

場 面 （特定 の 文 脈 ） で 形成 され た 要 求 言 語行動 は、日

常 の 生活 環 境 に お け る 要求 文 脈 で 使 用 され る か ど う か

が 課 題 と な る。そ の た め に は 、こ の 行動 が 社 会 的 文 脈

の 中 で 維持 さ れ る 変 数 の 分 析 が 必 要 で あ る 。 こ れ ま で

も、生 態学的調査 や、社 会 的 妥 当 性 を 検 証 す る こ と で 、
E 常 環 境 に お け る 行 動 ト ラ ッ プ に 入 り や す い 行 動 を 同

定 す る 作 業 な ど が 行 わ れ て き て い る。 し か し、日 常 環

境 は た い へ ん 複 雑 な 条件 が 重 な っ て い る。例 え ば、単

に 要 求 言語 行 動 が 生 起 す る こ と の み て
．
は な く、要 求 が

通 らな い （要 求 充 足 で き な い 〉 文 脈 に 対 す る 代 替 行 動

を 形 成 す る 必 要 も で て く る。こ れ ま で も、要 求 す る 情

報内容 が 確 実 で な い 場 合 の 対 処 行 動 （否 定 表 現 や 再要

求 行動 ）を 形 成 す る プ
．
ロ グ ラ ム も 開発 さ れ て き て い る

（Yamam ・t ・ ＆ H・ chizukj ，19B8 ； 望月 ほ か T　 I98，6 ；野

呂 ほ か ，1992）。

［ま とめ ］

　今 後 も、般 化 や 維 持 を 計 画 的 に 進 め る た め の 方 略 の

開 発 が 必 要 と な る が、特 に、環 境 を 制 御 で き る よ う な

実 験 環 境的な場 面 に よ る 技 法 の 開 発 と、般化 や 維 持 を

必 要 と す る 環 境 で の 直 接 的 指 導 シ ス テ ム が 重 要 と な ろ

う。特 に 後 者 か ら は 、強 化 工
一

ジ ェ ン トを ど れ く ら い

確 保 で き る か 、対 象 者 と 彼 を 取 り ま く 閲 係 者 と の 間 で

相 互強化 シ ス テ ム を 構築 で き る か を 知 る た め の 情 報 が

得 られ る こ と が 期 待 さ れ る。さ ら に 、こ の よ う な訓練

が、単 に 要 求 す る こ と を 実現 さ せ る た め だ け で は な く、
要 求 文脈 の 指 導 に よ っ て 、副次的 効 果 （コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン 技 能や 機 能 の 拡 大 ） を 可 能 と す る こ と を 実 証 的

に 示 し て 、そ の 成 果 を．積極的 に ア ッ ピー
ル し て い く必

要 が あ ろ う。

［引 用 文献 ］
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行動論的親訓 練 の 検討
　 父 親 参 加 の 指 導プ ロ グラ ム の 作成

○亀 井 哲 宏 　 清 水 直 治

（東 京 ・旭 出養 護 学 校 ）　（東京学芸 大 学 ）

　

目　 的

　障害 を持 つ 子 ど も の 療育活動 に 父親が参加す る こ と

の 必 要 性 は 臨 床 現 場や 発達研究 か ら指摘 され るが、父

親の 多 くは 時 間 的 な 余 裕 が な く、知 識
・
技術も不足 し

て い る た め に 療育活 動 へ の 参加 は 困 難で あり、参加を

促 す た め 「援 助 技 術」 の 研究も少ない 。

　乳幼 児 期 に 「ポ ーテ ージ 乳 幼 児 教 育 プ ロ グ ラ ム 」 を

適 用 した 指 導 （以 下、ポー
テージ 指 導 と 記す ） を受け

調 査 の 時 点 で 学 齢 期 に達 して い た 児童とそ の 母 親 な ど

を対象 と し た追跡調査 で は、母 親 の 90％ 以 上 が ポー
テ

ージ指導 に何 らか の 効 果 が あ っ た と述べ 、そ の 回 答 と

母親へ の 父親 の 協力 と の 問 に は 統計的 に 有意な正 の 相

関 関 係 が 得 ら れ、父 親 の 協 力 は ポーテージ 指 導 の 効果

を 高 め る と指摘 され た （山 ロ ら，1991）。

　本研 究 で は、ダ ウ ン 症児の 2 事例 （女 児 UI 、男児

RH ） を 通 して、父 親が 家庭の 療育活動 に 参 加 す る際

の ア セ ス メ ン トや指導プ ロ グ ラ ム の 作成、親訓 練 （

Parent　Training）　の 方法 を 検 討 す る こ と を目的す る。

方 　 法

（1）エ コ ロ ジ カ ル 調査と指導プ ロ グ ラ ム の 作 成

　 父 親 の （タ イ ム ス ケ ジ ュー
ル や ニ

ーズ ） を 含ん だ 表

1に 示 す 項 目 を 調査した。そ の 結果 を も と に両 親 との

話 し合 い を 通 して 家 庭 指 導 の 対 象 と な る 行 動 の リス ト

を作成 し、その 優先 順 位 を評 定 し、高 位 の 行動か ら標

的 行 動 を選 定 し た。子 どもへ の 援 助 の 方 法 （強 化 の 手

続きな ど〉 や 指 導 を 実施す る時 間 帯 （両 親 と子 ど も が

そ ろ う時間 ） も調 査 結 果 か ら抽 出 し、特 に 父 親 に 負担

が か か らな い よ うに 醍 慮 した。

（2）親 （父 親） の 訓 練

　親訓練 は 計 4 回、行動 分 析の 知識 （強 化、ス モール

ス テ ッ プ 、シ ェ イビ ン グ、記 録 の 方法 な ど ） を 記 した

冊子を用 い て 子 どもの い る 家 庭場面で 実施 し、同 時 に

ビ デ オ テ
ープ や 連絡 用 紙 を 用 い て 情 報交換 した。

〈3） 事 例

　例 1 の ・　
旧

と」讎

　 U 工児 ｛CA4；5、　 DQ運 動 100、探 索 90、社会79、生 活

習 慣 1GO、言 語 67｝　は 両 親 と本 児 の 3 人 家族で あ り、

現 在都下 H 市 の 幼 稚園で 統合保育 を 受 け て い る ダウン

表 1　 実施 した ア セ ス メ ン ト項目

　

症女児で あ る。父 親 は 公 務員 （34歳 ） 、母 親 は 専 業 主

婦 （39歳）で、ア セ ス メ ン ト時 の 面 談 で は 母 親は 朝 の

UI 児 の 身 支度 の 負担の 軽減 や ポーテ ージ 指 導 に 対 し

て 、父 親の 協力 を 希 望 して い た。

　標 的 行動として TB　1 ： 「顔 を 拭 か せ る 行動」　（朝 の

身 支 度 の 場 面 で 、顔を拭かせ る よ う に促 す 呼 び か けの

後 で、両 親の どちらか
一

方が UI 児 の 顔 に タオ ル を 当

て 顔 の 汚 れ を拭 き 取 る ま で 動か な い ） とTB2 ： 「ブ ラ

ン コ を こ ぐ行動 」　（UI 児 自身 の 動作 で ブラ ン コ を動

か し、動 き始 め よ りも大きな 振 幅 で ブ ラン コ を こ ぐ）

を 選 定 した。TE　1で は 呼びかけ の 後か ら 行 動 の 自発 ま

で の 時 間 を 5 段 階 に、TB2 で は ブ ラ ン コ の 振幅を も と

に 3段階に 分けて 父親が 段 階 的 に 援助 した。
一列 2 の ・　 旧 　 の

　 RH 児 （CA2；6、　 DQ78）　は、都 下 H 市 に 住 み、両 親

と兄 （10 歳）と姉 （9歳 ） の 5 人 家 族 で あ る。父 親

は 運 送 業 （36 歳 ） で 障害を持っ RH 児 へ の 接 し方 に

つ い て の 知 識を必 要 と して お り、母 親は 専業 主 婦 （3
7 歳 ） で、父 親 に 家事や育 児、ポ ーテージ指導へ の 協

力を求め て い た。

　標的行動 は ポーテージ指 導と関連 した 「人 を呼 ん で

くる 行 動 」　（RT 児 が 両 親 ど ち らか一
方に 指 示 を受け

た 後 に 「呼 ば れ る人」 の もとに 行 き 、 ともに 「指示 す

る 人」 の もとに戻 る ） を選び、　「呼 ば れ る 人 」 の もと

に 行 く過 程 （TB3 ）と 「指示 す る 人 」 の もとに戻 る過

程 （TB4 ） を父 親 が 5 段階 に 分 け段 階的 に援助した。

（4）指導計 画

　各事例 の 標 的 行 動 と もに 援助 段 階 をもとに した基準

変 更 デ ザ イ ン を 用 い た。指導の 結果 は 所 定 の 記 録 用 紙

に 記 入 す る よ う両 親 に 求 め た。指 導 開 始 前と指導終 了

後 に 各標的 行 動 を ビデオ 録画 し、同 時 に 父 親 に は KB

PAC （25 項 目） に 回 答 す る よ う求 め た 。
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結　果

（1） 慓 的行 動 の 達 成

　図 1 〜4 に 示すよ うに、各1票的行動ともに 段階的 に

行 動が 形成 され て い き、指導が 終 了 した。指導開 始 前

と指導終 了 後の 映像記録から得 られ た 正 反 応 率 も各 々

の 図 中 に示 した通 りで ある。

図 1　顔 を 拭 かせ る行 勁の 援 剛丿段階 と正反応率の 推 移

は

図 2 　プランコを こ ぐ行動の 援助 段 階 と正 反応 率 の 推 移

△

囲

図 3 　人 を呼 ん で くる 行動 （TB　3） の 援助段階 と 正反

　　　応率 の 推 移

（2）援助 技術 の 習得

　父槻 の 1〈　BPAC の 結果 は、事 例 1 （t3−→16）、事

例 2 （IG→ 18）の ように推移 した。

　指 導 終 了 後の 両 親 との 面 談で は、2 事 例 と もに、父

親が 行 動 分析 の 知識 を 日常 の 子 どもの しつ け な ど に 応

躑

図 4 　人 を 呼ん で くる行動 （TB4 ）の 援助 段 階 と正 反

　　　応率 の 推 移

用 して お り、以 前 よ り も協力的に な っ た 父 親を評 価

す る 母親 の 報告が 得 られ た m2 人 の 父 親 は 毎 日子 ど も

の 指導 に 参加 して おり、親 訓 練 を受けるこ と や 家 庭鬚
導へ の 参加 に 負 担 は な か っ た。

考　察

　各事例の 標 的 行 動 と もに段階的に 行 動が 形成 され、

父親 の 家庭 指 導 へ の 協 力が 毎 日 な さ れ た こ とか ら、本

研究で 用 い た、ア セ ス メ ン ト、指導プロ グ ラ ム 作成、

親 訓 練 の 方 法 は 有 効 で あ っ た とい え よ う。す なわ ち、
エ コ ロ ジ カ ル 調 査 を通 して 父親の ニ ーズや 家庭で の 指

導 に 参 加 可 能な 時 間帯 を調 べ 、両 親 間 の 話 し 合 い で 双

方 の ニ
ー

ズ や 負担 な どを互 い に考慮 しながら標的行動

を 選定 し、家庭訪問 や ビデ オ テープ を用 い て 父親 を訓

練 す る 方法は有効 で あ る と示唆 され た。特 に 父親の ス

ケジ ュ
ール 調 査 は、家庭 で の 指 導に 参加 をす るた めの

重要 な 要 因 で あ っ た。

　KBPAC の 結果 に は 各 父 親 と もに 大 きな進歩は な

か っ たが、こ れ は時間 に余裕 の ない 父親 に行 動分析 全

般 で は な く標 的 行 動 へ の 援助 で 必 要 な 部分 を重 点 的 に

訓 練 した ためで あ る 。 各亊例 の 父 親 は獲得 した 知識 を

EI常生 活 で 応 用 し、負 担 も な か っ た こ とか ら、 必要な

部分 に焦点 を当て た 親訓 練 は有 効で あ っ た。

　障害児 を持 っ 父 親を訓練で は、ア セ ス メ ン トや 子 ど

もの 標的行 動 の 選定過程も重 要 で あ り、父 親 の ニ
ー

ズ

や 負担 に 充 分配 慮 して 実施す る必 要 が あ る 。
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　　　　　　自閉症児に対する信号横断指導
　　　　　　　　シ ミュ レ

ー
シ ョ ン訓練 を利用 した 指導 プ ロ グ ラ ム の 検討

　　　　　　　　　菅野千晶
一一井上 雅彦

一一井上 暁子 ・小林重雄
”

（
’
牛久市社 会福祉課 一t’兵庫教育大学障害児教育実践セ ン ター ・冖’

筑波大学心 身障署学系 ）

〔目的】

　買物や公 共の 乗 り物の 利用な ど、障害者の 社会参
．

加の た め に 必 要な訓練が積極的に行 われ る よ うに な

っ て きて い る 。本研究で は、単独 で の 外 出の ス キル

が未獲得で あ っ た 自閉症 児を対象に 、信号横断 ス キ

ル の指導 を行 っ た 。 そ して 、 信号横断ス キル指導 に

おける シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン訓練 と現実の 信号 へ の般化

に つ い て 検討を行 っ た 。

【方法1
1 ．対象児 ： 自閉症で重度の 知的障害で ある N 子。

指導開始時養護学校中等部 2 年生。MA ； 3 ： 8 。

「赤止 まれ 」 「青進め 」 とい う言語行動はあ るもの

の 、実際 の信号や 行動とは一
致し て い な か っ た

。

2 ，デザイ ン ：  前訓練 （室内シ ミュ レ
ー

シ ョ ン訓

練 ）、  プ リテ ス ト、   直接訓練 、   屋外 シ ミュ レ

ーシ ョ ン訓練 、   ポス トテ ス ト、 の 5条件 。

3 ．手続き ：対象児が横断 歩道の 端 （縁石 ） に着 い

た ときに 、赤あ る い は 青で あ る試行 それ ぞれ 1 回ず
つ を 1 セ ッ トと し 、 赤 ・

青の どち らが先に提示 され

るか は ラ ン ダム と した 。赤 ・青それ ぞれ の 信号 を横
断する 場合 に つ い て 、Table　1に示 した よ うな課題分
析 を行 っ た 。  お よ び   の 訓練条件で は 、 Table　lの
各 項 目が 正反応 とな る ように 、誤反応や無反応 に対
し て 、言語 的プ ロ ン プ トや身体的プ ロ ン プ トを行 っ

た 。また 、  お よび   の テ ス ト条件 で は 、訓練 者 は

基本的に は危 険な状態 へ の 対処の み行うこ と と し、
1 回め の 横断 の チ ャ ン ス で 正 しく横断で きなか っ た

場合は 、 2 回め の チ ャ ン ス の ときに 対象児を促 して
一緒 に横断 した。

4 ．  屋外 シ ミュ レ
ー

シ ョ ン訓練条件に っ い て ：対
象児の エ ラ ーパ ター

ンよ り 、 以下 の 3 つ の 付加 的な

手続 きを導入 し、こ れ ら の 手続 き を徐 々 に 取 り除 く

こ とに よ っ て 訓練を行っ た ：a）横断歩道の 手前に テ
ープで四 角 い 囲み を作 り、 立ち止まる 位置を示す
b）自己刺激行動に没頭し信号 へ の 注意 がそれ て しま

うこ とを防止す るため に 、両手に荷物をもた せ る

c ）信号の 変化 に注 目させ るた め 、　「赤止まれ 」 と言
わせ、それ に 対 し 「そ う」 な ど の フ ィ

ー
ドバ ッ ク を

行う。屋外シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン訓練の 各 フ ェ イズの条

件 はTa恨 e　2に示 した通 り で あ る 。

Table　 1 信号横断 ス キル 訓練 の課題 分析

　  T1 の指示 で歩き始め る

　  横断歩道 の 手前 で止 まる

  信号 をボインティンゲし「アカトマレ」。r 「
アtススメ、と言 う

＊  赤 の 間止 ま り続ける

＊  赤の 間「アカトマレ」と言 い 続 け る

＊  （信号が青にな っ た ら）
「

ア1ススメ」と言う

  渡 り始め る

  横断歩道の 反対 側ま で 安全に 歩 く

  T2 の と こ ろに 着く

　　　　＊は、青信号 の とき には省略 さ れ る項 目

　【結果 と考察】

　 現実の信号 4 カ所に お けるプ リテ ス トとポス トテ

ス トの 結果 をFig．1に示 した （それぞれの 信 号で 3セ

ッ トずつ
、 赤 ・青各計 12試行）。対象児は前訓練 と

し て 室内で の シ ミュ レー
シ ョ ン 訓練 を受け て い た が、

そ の 効果は現実の 場面で は般化せ ず、信号の 色に か

か わ らず渡 ろ うとす る か、縁石 の 手前で 止 ま っ た ま

ま促 され る まで渡 ろ うと しな い と い う状態で あ っ た。

　そ こ で信号 A で の 直接訓練を導入 したが 、直接訓
練 は 信号の 変化 にあわ せ て 横断の cue を出す の で 、タ

イ ミ ン グが合わ な い と 次の 機会ま で待た な けれ ばな

ら ず訓練 の 効率が悪 い こ とや 、右 左 折車があ る と き

に もた も たす る と危険であ る こ と な どか ら、10試行
で 中止 した 。

　プ リテ ス トと直接訓練の 様子か ら、騒音の 大 きさ

が対 象児の 自己刺 激行動を誘発しやす い と い う こ と

が わ か っ た ため 、 やや騒音の ある大学構 内で 屋外 シ

ミ ュ レー
シ ョ ン 訓練 を行 っ た ．こ の 条件 で は 、自己

刺激行動 と拮抗す る行動 とし て 荷物 を持た せ た り、
信 号 を指さ しなが ら 「赤止まれ 」 と言わせ 続け る こ

とに よ っ て 、信号の 変化 に注 目させ る こ とが で きた．
また、シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン訓練が終了に 近づ く に つ れ

て 、課題分析の い くつ か の 項 目は 自然に 省略 され 、

一
般的な信号横断の パ フ ォ

ー
マ ン ス に 近づ い たが 、

その こ とによ っ て 誤反応が 増え る と い う こ とはなか

．

ー
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っ た。こ れ らの 訓練 の 結果は 、 1 セ ッ ト15項目中の

正 反応 と し て 、 Fig．2に示 した 。その後の ポス トテ ス

トでは 、 現実の 信号 で も正 し く横断で きた試行数が

増加 した （Fig．1）。

　 本研究 で は 、 「青の 点滅」 と 「車の接近に対す る

危険回避」 に つ い て訓練を行っ て い な い が 、訓練終

了後 、 母親が 自宅近 くの 信号で登下校の 際に指導を

行 っ た結果 、 その信号 に つ い て は安全に横断で きる

よ うにな っ た と の報告 を受けた ． しか し、

「点滅 」

や 「車の 接近 」 は、安全な横断に直接関係す る こ と

で あ り 、 曖昧な情報で柔軟に対応す る とい う自閉症

児に と っ て難 し い こ とを要求さ れるため 、 今後の 課

題 と して 重要で ある 。

1謝辞】指導の 実施に あた り、羽鳥裕子さ ん 、木沢

建司 さ ん 、小沼芳明 さん 、 高桑 さん の協力を得ま し

た 。記 して感謝致 します 。
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Fig ．1 　現 実 の 信 号 で の 横 断

Rtt ＄ ．B は ffを 示 ヨ
1。赤信 号 で は 止 ま り 、腎

ほ 号で 渡 り 、檎 頭 中 危 隈 な 状 鮗 が 生 じ る こ と な

く 反 対 倒 に 鉋 趨 で 善 た な ら ば 、正 し く 横 断 で き

た と し た 。

TabLe　 2　屋外 シ ミ ュ レーシ ョ ン 訓練 の 各 フ ェ イ ズ の 条 件

　 　 BLTRAIN
工IG　L

TRAII　ING　2

TRA工NING　3．．1 ：

TRA工NING　3−2 ：

TRAIN工NG　3−3　：

　 PROBE　 l
　 PROBE　 2

：テ ープ な し

テープ40cm四 方

テープ4ecm四 方

テ
ープ 10cm

テ
ープ 10cm

テ
ー

プ10cm
： テ

ープ な し

テープな し

荷物 な し

荷物 な し

荷物 あ り

荷物 あ り

荷物 あ り

荷物 あ り

荷物 あ り

荷物 な し

フ ィ
ー

ドバ ッ クな し

ブ イードバ ッ ク あ り

フ ィ
ードバ ッ ク あ り

5 試行 に 1 回 フ ィ
ードバ ッ ク な し

3 試行 に 1 回 フ ィ
ードバ ッ ク な し

フ ィ
ー

ドバ ッ クな し

フ ィ
ードバ ッ クな し

フ ィ
ードバ ッ ク な し

注）TRA工NING　3一工，3−2の 条件 で は 、フ ィ
ー

ドバ ッ クお よび プロ ン プ トを行わ な い

　　プ ロ
ーブ 試行 の み Fig．2に 示 した e

匿
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（
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Fig ．2 　 調 辣 条 件 に お け る対 象 児 の パ フ ォ
ー

マ ン ス の 変 化

● プ ロ ツ ト は 譲 反 応 時 に 調 N ＃ に よ る ノ ロ ン プ ト が 行 わ れ た 条 件、E］圏 フ ロ ッ ト は 誤 反 応 時 k ブ U ン ブ ト を 行 わ

な い ブ ロ
ープ 藁 群 で あ ろ こ と を 示 す リプ ロ

ーブ 条 偉 で は ．t 廱 目 の チ ャ ン λ で 横 晒 で き な 炉 っ た 唱 合 試 行 を 麟 競

し ．次 の チ や ン ス に 槽 断で き た 場 合 は そ の 行 勲 哂 目 を 正 反 あ と み な し た 。ま た 、臼鰒 き の プ 〔〕
・
y ト 蚊 、ブ 匸1・一ブ

塾 件 で 信 号 の 確 認 な ど の 順 目 が 省 路 さ 孔 て も ．轄
tkl

と し て 正 し く 措 廢 で 蓉 た 試 行 を 示 t 。
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糖尿病 の コ ン トロ ー ル 入院 を考える
　　　 　　　　　　　　　　 三 浦まき子

　　　　（財団法人朝 日 生命成人病研究所 ／慶應義塾大学文学部）

1 ．は じめに

　 12th 日本 行動分析 学会 で の シ ンポジウム 「人 間行

勳 の 分 析を め ぐ っ て 」 を 受 け て 発 想 す る と、私た ちが

今 生 き て い る こ の 世界 に 、応 用行動分析学 の 見地 を意

識する こ とな く 広 範 囲 に 渡 っ て 人間行動を 探 っ て い る

もの 、記録 して い る もの が 埋ず もれ て い る と考 え られ

る 。 例えば人間 の 歴 史的足跡の 集合体 や人間情報の集

まる ビ ジネス 、医 療、教育分野 の 中 に 眠 っ て い る デー

タ は 、今
一

度応用 行動分 析学 の レ ン ズを通 して 再認識

できれ ば、そ こ か ら学術 的 に
一
歩も 二 歩も貢献す る 可

能性が 示 唆され る 。 そ の 意味 も含め て 、こ こ に成人病

の 中 で も今 と み に ク ロ ーズ ア ッ プされ て い る 糖 尿 病

（diabetes　 mellitus ：DM ）、そ の コ ン トロール 入院 に

焦点をあて て み る。

2 ．糖 尿病 の 概要

　平成 5年度の 厚生省糖尿病調査研究報告書 によると、

日本の糖尿病患者は 500 万 以上 と推定 され、40歳以 上

の人 口 の約 10 ％ にあたる 。 こ こ 数年 の 有病率 は、健康

意識 の 啓蒙な ど も 影響 しっ っ 増加率 は多少 の 衰 え は あ っ

て も、 こ の ま ま で い く と 21 世紀初頭 に は 1000 万人 を

突破 し、な お 増加すると言われ て い る。

　こ の 糖尿 病 は 、膵臓 ラ ン ゲ ル ハ ン ス 島 B細胞 で 作られ

る イ ン ス リン の作用不足 に よ っ て 引 き 起 こ され る 疾患

で 、そ の 結果血糖 の 上昇 が起 こ り、長年 の 間に は高血

糖 に よ っ て 細小血管障害が でて 、合併症 と し て 網膜症 ・

腎症 ・神 経 症 、ひ い て は 高血 圧
・
脳 出血 ・脳梗塞 ・

狭

心 症 ・
心筋梗塞 ・肝臓障害 ・感染症 な ど の 併発症 も見

られ る こ と に な る。

間の コ ン トロ
ー

ル 入院 とな る が 、こ の シ ス テ ム は全 く

患者 の 環境を変 え て ・ス キナー
箱 の 中で 治療効 果 を 上

げて い るよう に考え られ る。しか し、血 糖値が 下が っ

て 退院 して も、また 1 年 2 年と経過 す る うち に 入院の

必要性が出て 、こ れ を繰 り返 す こ と に な る。

　こ の 状 況 を 一
人の 糖尿病 患者を例に と っ て 、血糖値

に 限 っ て 見 て い く と次 の よう にな る 。

065歳男性　1973 年 10月初診 （当時43 歳 ）

　糖尿病キ ャ リア 22年

コ ン トロ
ー

丿レ入 院 入 院 時 の FBG 退 院 時 の FBG

11973 ，10／15 〜11 ／2 213 104
21974 ，　 6／5〜6／19 109 96
31977 ，7 ／15 〜7／28 120 91
41979 ，2／28〜3／23 157 95
51984

，　 9／3 〜9／19 229 99
61986 ，6／23〜7／10 166 135
71988 ，12／5〜12 ／Z9 242 168
81989 ，9／19 〜10／’14 189 88
91990 ，7／18〜8／4 156 99

101990 ，12／25〜12 ／29 137 127
111992 ，8〆27〜9／7 194 102
121994

，　 2／7〜3／1 173 11B
B1994 ，12／11 〜12／22 158 1τ9

こ こ で は、日常生 活 を ベ ー
ス ラ イ ン期と 考え る と、コ

ン トロ ー
ル入院時 は 食事療法 、運 動 療法 に加え て 、医

師、看護婦、栄養士などが、行動的介入を行 い　その

繰 り返 しに よ っ て 多層 ベ ー
ス ラ イ ン法で の 表琥が 成立

する 。

　
一方、行勦随伴性 ダイア グラ ム で ベ ー

ス ライ ン期と
： ン トロール 入院時を対照 させ る と次 の よ うに な る 。

1

EL

○ べ 一ス ライ ン 期

3 ．糖尿病 の 「 （血糖 ） コ ン トロール 入院」 は

　 ま さに ス キナーボ ッ ク ス

　糖尿 病患者 の 場合 、血 糖憊は食事の 影 響を敏 感に 受

けるた め 、朝 食前 の 空腹時血糖値 （fas　ti　ng 　blood

gt　ucose ：FBG ）が 110rng／d 以下 に保づ ように ⊇ ン ト ロ
ー

ル され る の が 望 ま し い。しか し、現 実は ともすると力

ロ リー
オ

ーバ ー
の 食事に 運動不足 の 他、患者 の 日常生

活 に は血糖を上げ る 要素が積み重な っ て い る 。
通常月 1 回 の 外来受診 で チ ェ ッ ク して い て も、血糖値

は 長年の 間 に 徐 々 に上昇 する こ と に な る 。こ こ で 2 週

直 前 環境 行 　動 直 後環 境

美 味 し い 味 な し 食べ る 美味 し い 味 あ り

直 前 環 境 行 動 直後 環境

FBG 艮好

力 ロ リ
ー

オーパ ー
の

食事 をす る

FBG 上昇

直前環境 行 動 直 後 環 境

FBG良好
運 動 よ り

仕 翠を とる
FBG上 昇
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1

　 こ の 「食 べ る」 と い う行 動は食 べ た直 後に 出現する

　
”

お い し い 味
”

と い う好子 に よ っ て 即 座 に強化され

る （好 子出現 にょ る強化 ）。しか し糖 尿病患者 に と っ

て は
一

定の 力 ロ リ ー以 上 の 食 事 を と る と 、血糖値が 上

が る とわ か っ て い な が ら、
”

今 日は特別 の 日
”

と して

納 得 し て し ま っ た り、十分な量 の 嫌子 と し て弱 化する

に はあま り に 微小 で あ る （累積 的 で は あるが）。その

た め に な か なか食事療法 は維持され に くい 。 1）

○ コ ン トロ ール 入 院時 の 場合 は

匿 ｝

ト

行 動 直後環 境

制限 され た

負事 を とる
FBGが 下 が る

直 前 環 境

FBG が 高 い

行 動 直 後 環境

〒日 1 万歩な ど

　 運 動す る
FBGが 下 が る

．

こ の 他 、医 師 、暦護 婦 、栄養士、患者 間 の ア プ ローチ

に よ り、ベ ース ラ イ ン 期 にはな い （見 られ に く い ）行

動 が 要 求され る 。 それ らを分類す る と、検査結 果の 数

値を 出す の が目的で 現在 の 患者の 状 況 を 考 慮 す る もの

と、退院 後も血 糖 の ：］ン トロール 維持が で き る だ け 保

て る よ う に、言 語 的 ル ール に よ つ て 行動の 制御が行わ

れ る もの とがある。

行 勦の 直後 環境 に 数値 が 明 確に 出 る もの

　各種検査の 実 施 （腎 臓、心 電 図、視力、他 ）

　薬物の 投与 を受ける

　 血圧 測 定
．
（毎 日）

　血糖値の 測 定 （毎日 ）

　尿糖チ ェ ッ ク （毎日〉

　 畜尿 （毎 日）

　体 温 の測 定 と記 録 （毎 日 ）

　体 璽の 測 定 と記 録 （毎 日 ｝

言 瓸 的ル
ー

ル に よる行 勦 の 制御 に 関する もの

　入 院時 の ア ナ ム ネ
ー

ゼ で の 会 膳 （医 師、智 護婦）

　主 治 医 と コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を とる （毎 日 ）

　部 長 回 診 を受け る （週 1 ）

　治 療 方針 やそ の 変更時の 脱明 を 受 け る （医師 ）

　糖尿 病 教 室 へ 参加す る （医師，看獲婦 ，栄 羨 士 ）
智 髄婦との あ い さつ 、雑談

　容麒臆取で の 会話 （毎日．看護婦｝

　べ一パ ー
テ ス トを受 げ る

VIDEO を見 る

個 別 の 栄養 指 導 を受け る （栄 終士）

　入 院 前 の 食事 を書 き 出 して 評 価 を受 け る （栄養士｝

患者 間の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン

糖尿 病に関 する本を読む

退 院 後の食生活 の 予測 と注意 を受 け る （栄養 士 ）

4 ．考察

　糖尿 病 の コ ン トロ ール 入院 は、制限 された食事 が 大

きな要 因 とな っ て 、確実 に 血 糖値 を下 げて い る 。 こ こ

で は日常と違 う環 境 の 中 で 、食事療 法、運 動療 法 に 加

え て 、糖尿病 に関 す る 多くの 知 識が 与え られ x 各種検

査 に よ っ て 体の チ ュ
ー・

ン ナ ッ プが な され て い る。

　 そ し て、コ ン トロ ー一ル 入 院 の も う
一

っ の 目的 は 、退

院後ふ だ ん の 環境 に 戻 っ た際 、で き る だ け こ の 状態 を

維持で き る よ う、食物 の 力 ロ リーを 計算す る 方法や、

食品 の 選び方 など を 具体的 に 指導 され て い る 。こ れ ら

の シ ス テ ム は 、多
「
くの 病 院 で 実施されて お り、評価さ

れ て い る。

　 しか し退院 後、日 常生活 に 戻 っ て しま うと、な か な

か 入院時 の よ うに うまく は い か な い 。仕 事が忙 し く て

力 ロ リ
ー

オ ・一バ ー
の 外 食が続 い た り、間 食 に 夜 食、不

規則な時 間 の 食事、運勦 不足 、ひ と り暮 ら しで バ ラ ン

ス の 良 い 食事が と りに くい とか　い ろ い ろ問題 が出て

く る 。

こ こ で 即座 に、
”

血糖 値が 180 に な っ た らす ぐ目が見

えな く な る
”

とか、
”

標準体重 よ り20kg オ
ーバ ・一し た

ら そ の 時 点 で 必ず歩 け な く な る
”

と い う強 力な 随伴性

が提示 されれば、これらの 理 由は吹 っ 飛 ん で し ま
’
うの

だ が、上記 の 各項 目 に っ い て 考察 して も、数値 自体、

あ る い は 言語的 ル ー
ル 自体 が 強 力 な 嫌子 に な り え ず、

行勦分析学 の 理論 か らする と 「1 回 の 反応 に随伴す る

結 果が 小 さ すぎる （累積 的で あ っ て も） 、ある い は確

率が低い ル ール は行動 を制御 しに く い 」 2）と い うこ と

に な る。最近 の 医療事情 で は 、コ ン トロ
ー

ル入院 も、
月 1 回 の 外 来 受 診 も混み合 っ て い る の が現状 で あ る 。
その たぬ こ の 自己管理 こ そ具 体的に 研 究 さ れ な け れ

ばな らない テ
ー

マ で あ る 。

その自己管 理 に つ い て は 、決 して 意思の 強 さを 問題 に

す る の で はな く、行動の 望ましい 方 向 に 制御すべ く、

環境を ア レ ン ジ し 、新 し い 人為的な随伴 性 を導入す る

こ と で あ る。1）　行動分析家 は、そ の 自己管理 に 科学

的 に 対 応が可 能 で 、患者 の ラ イ フ ス タイ ル を個別 に 分

析 し、望 ま し い 行 動 に 強 力な好 子を探 り当 て て 大 い に

こ の 疾 患 に 貢献で きるはずで ある。

引用文献

1）杉 山 尚子 ・佐藤 方 哉 ：行 動 分析 学 か らみ た糖 尿病 の

　 自己 管理 　Diabetes　Frontiier　 Vol．6，
　 大阪、メデ イカル レ ビュ

ー社．1995

2）マ ロ ッ ト
・
ウ エ イ リ イ

・マ ロ ッ ト ・杉 山 ・島宗 ・

　　 佐藤 ： 行 動析学入 門 （基礎編）東 京、産 図テ

ク ス ト．1994
3）羽 倉 優 子 買 任 編 築 ： 糖 尿 病 ケ ア マ ニ ュ ァル ．東 京．
　照 林社、　1993

一59 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Behavior 　Analysis （JABA ｝

算 数 の 応 用 悶 題 は ど
’

こ が 難 し い の か ？

一 ．
イ ン ト ラ バ ー一 バ ル と し て の 算 数 解 法 一

　　 　　 　　　 　　 〇 遠 藤 清 香 ・
杉山尚子 ・佐藤 方 哉

　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　（慶 應義 塾 大 学 ）

　 教 育 場面 に お け る 問題 の i っ に 課 題 遂 行 の 困 難 が あ

る が 、課 題 が 遂行 で き な い と い う 事 態 は 、課 題 従 事 行

動 が 欠 如 し て い る 場 合 と，課 題解 決 が で き な い 煽 合 と

の 2 つ に 分 け ら れ よ う 。後者 の 課 題 解 決 行 動 の 欠 如 が

顕著 に 見 ら れ る の は 、算 数 の 応 用 問 題 を 解 く 場合 で あ

る 。本 研 究 で は 、公 式 は 知 っ て い る が そ れ を 使溺 し て

解 く 応 用 問 題 の 解 決 は 困 難 な 生 徒 を 被 験 者 と し て 、課

題解 決行動 の 形 成 を 試 み る と 共 に 、そ こ で の 課題解決

行 動 の 理 論 的 分 析 を 行 う 。

　 　　 　　　 　 ブヲ 　 　 　 　 　 　法

蠅

　 IM 〔中 学 2 年 生 女 子 ）、MM 〔中 学 1 年 生 女 子 ）、OY （小

学 6 年 生 女 子 ） の 3 名 。い ず れ も 文章 を 読 む こ と．公

式 を 暗 唱 す る こ と ，計 算 を す る こ と は で き る が ．応 用

問題 は 解 け な い 。

遡

　 表 1 に 示 す よ う に 、速 さ 、金 額 と 割合 、濃度 に 関 す

る 応 用 問 題 を 諜 題 と： し．て 用 い た 。各 種 類 4 問 ず っ 合 計

12 悶 を こ の 順 序 で 解 く こ と を 1 セ ッ シ ョ ン と し、 1

回 3 セ ッ シ ョ ン ず つ を 週 2 〜 3 回 、被験 者 の 自 宅 で 行

っ た 。被 験 者 の 学 年 は 違 う が 同
．．一

の 問 題 を 使 用 し た 。

嫐

　被 験 者 が 提 出 し た 解 答 用 紙 を も と に ，次 の 2 つ の 変

数 を 記 録 し た 。

　   セ ッ シ ョ ン ご と の 正 答 率

　   1 問 ご と の 平 均 公 式 使 用 回 数

　 　 　 …公 式 に 数 値 を 正 し く 当 て は め た と み な さ れ る

　 　　 　計 算．式 の 数

墨

　 実験 は 以 下 の 4 条 件 か ら な る 。

  手掛 か り 無 し 条 件 1 、ll

　　問 題 文 の み 提 示 し た 。実 験 の は じ め に 行 っ た も の

　 を 手 掛 か り無 し．条件 1 、最 後 に 行 っ た も の を 手掛 か

　 り無 し・条 件 llと 名 づ け た 。

  方 略 提示 条件

　 　 悶 題 文 中 の 解 決 に 関係 す る 部 分 に ア ン ダ ー
ラ イ ン

　 を 引 き 、問 題 文 の 下 に 、解 き 方 の 順 序 を 提 示 し た 。

  公 式 提 示 条 件

　　悶 題 文 中 の 解 決 に 関 係 す る 部 分 に ア ン ダ ー一．
ラ イ ン

　を 引 き、問 題 文 の 下 に 、解 決 に 必 要 と な る 公 式 を 提

　 ・コ1 し た 。公 式 の 各 項 の 下 に 、数魑を穴埋 め す る た め

　 の か っ こ を 合 わ せ て 提示 し た 。

  方 略 ＋ 公 式提 示 条 件

　　方略提 示 条 件 と 公 式 提 示条件 を 合 わ せ た も の 。

　 い ず れ の 条 件 で も 、解 き 方 に 関 す る ヒ ン ト、結 果 の

フ ィ
ードバ ッ ク ．強 化 は 与 え な い 。計 算 間 違 い は 、そ

の 都 度 指 摘 し 直 さ せ た 。 解 答 時 間 は 制 限 せ ず 、次 の 問

題 へ の 移 行 は 、被験 者 の 判 断 に よ っ た 。

　 こ れ ら 4 条件 の 効 果 を 多 層 ベ ー
ス ラ イ ン 法 を 用 い て

確 か め る 。

　　　　　　 糸吉 果 と 考 察

　図 1 に 、セ ッ シ ョ ン ご と の 正 答率 を 示 し た 。図 1 か

ら、ど の 被験 者 で も 方略 ＋ 公 式 提 示 条 件 で の 正 答 率 が

最 も 高 い こ と が わ か る 。

　 悶 題 文 の 条 件 を 変 え る こ と で 、な ぜ 、課 題 解 決 が な

さ れ る よ う に な っ た か を 考 え て み た い 。

　本 実験 で 対象 と し た 課 題 の 解 決 行 動 は ，以下 に 示 す

よ う な 複数 の 行動 の 連 鎖 で あ る 。

t る一解答

　公式 に 当 て は ま る 事 柄 が 文 中 に 提 示 さ れ て い る 応 用

問 題 の 場合、問 題 文 を 見 る だ け で そ れ を発見 す る こ と

が で き る の に 対 し 、提 示 さ れ て い な い 応 用 問 題 の 塀 合

は 、閊 題 文 の
一

部 か ら、・同 ら か の 数 値 を 導 か ね ば な ら

な い 。つ ま り 、後 者 の 場 合 に は 、問 題 文 の 書 き 換 え と

い う ．イ ン ト ラ バ ーバ ル が 必 要 に な る 。

　本実 験 で は 、ア ン ダ ー
ラ イ ン に よ っ て 問 題 文 の 弁 別

刺激 と し て の 特 性 を 強 調 し 、方 略 提 示 条 件 に お い て ．

公 式 に 当 て は ま る 事柄 を 見 つ け る た め の イ ン ト ラ バ
ー

バ ル を 示 唆 す る 刺 激 を 提 示 し，公 式 提 示条件 に お い て

公 式 に 当 て は ま る 事 柄 を 見 つ け る 行 動 の 弁別刺 激 を 外

的 に 提示 し た。

　 ど ち ら の 条 件 が よ り 有 効 か に っ い て は 、方 略 提 示 条

件 に お い て 公 式提 示 条件 よ り も正 答 率 が 高 い 問題 で は

手 掛 か り無 し 条 件 llで の 正 答 率 が 高 く維 持 さ れ る 傾 向

が あ る こ と か ら 、イ ン ト ラ バ ーバ ル を 示 唆 す る こ と の

方 が 課 題 解 決 に 必 要 だ と い え る 。図 2 に 示 し た よ う に

！．
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i

方 略 提 示 条 件 に お い て 1 問 あ た り の 平均 公 式 使 絹 回 数

が 増加 し た こ と か ら も ，方 略提 示条件 に お い て 提 示 し

た 刺 激 が イ ン ト ラ バ ーバ ル を 喚 起 し 、そ れ に よ っ て 公

式 に 当 て は ま る 事 栖 を 見 つ け る こ と が で き 、解答 が 得

ら れ た と 考 え ら れ ．課 題解 決 に お け る イ ン ト ラ バ ーバ

ル の 重 要 性 が 窺 え る 。
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自閉症児 にお け る他 者意図理 解 に 関す る研 究

一
状況 に応 じた援助行 動の 分化 一

　　　　　 ○ 松岡勝彦
＊

　 ・　 小林 重雄
料

’

筑波大学心 身障害学研究科　
’ ＊

筑波大学心身障筈学系

畷

　 自閉症児の 中で い わ ゆ る 「高機能 」 とい わ れ て い

る子 どもた ち は
， 日常 生活 に お ける基本的 な事柄に

つ い て は さほ ど支障 は な い も の の ，
コ ミ ュ ニ ケ ーシ

ョ ン にお い て は．，
い くつ か の 問題点 が指摘 され て い

る 。例えば ， 相 手か らの 言語 的な指 示に対 して ， 状

況 に応 じて 反応 す る こ とが困 難 で あ るとい う こ とが

あげ られ る 。

　本研究で は ， 状 況に応 じた指 示理解 が 困難な高機

能 の 自閉症 児 1名を対 象 に
， 相 手 の 言語 的指示 を状

況 に よ っ て 弁別 し ， それ に 応 じた 2 つ の援助行動 の

形成を行 っ た 。 そ し て ， そ の 際の 訓練変数な ど に つ

い て 検討 を試 み た 。

PIPtnv
　 1．対象児

　 本研 究 の対象児 は ，自閉症 と の 診断 を受 け て い る

1 名の 男 児 で あ っ た （小林 ，
1980に よる） 。 本児は

小学校通常学級 の 3 年生で あ っ た 。 訓練開始時 の 生

活年齢 は 8歳 10か月 ，精神年齢は 7 歳 9 か 月 で あ っ

た （田 中 ビ ネ
ー

式検査 に よ る ）。指 示 理 解 ， 要求 ，

報告な ど簡単な 言語 的や りと りは 可能 で あ っ た 。

　 2 ．セ ッ テ ィ ン グ

　本研究 は
， 現実場面 （ベ ー

ス ラ イ ン 期 ，プ ロ
ーブ

期）と ビ デ オ モ デ リ ン グ に よ る シ ミュ レーシ ョ ン 場

面 （訓練期）か らな っ て い た 。

　 1）現 実場面 ： 丁大学養 護 ・
訓練室の 2 室 （A 室 ，

B 室 ）を使用 し て 行わ れ た 。 A 室で は大人 1名 が

（以 下 ，T1 ）勉強をして い た 。 そ こ へ ，大人 2名

が 入室 し ， 野球 や ゴ ル フ を し て 騒い だ り （以下 ， 騒

音条 件） ， 入 室 せ ず に 室 外 で 待 機 した まま で い た

（以 下 ， 静寂 条件 ）。また ， B 室 に は 大人 1名 （以

下 ，T2 ）が 待機 して い た 。

　 2 ）シ ミ ュ レーシ ョ ン 場 面 ： 丁 大学 心理 観察 室 の

1室 （C 室 ）を使用 し ， 対象児 と訓練者 が モ ニ タ ー

に 正対 した状態で訓練 が 行われ た 。 こ の モ ニ タ
ー

は ，

隣室に設置 して ある ビ デ オ デ ィ ス ク と接続 さ れ て い

た 。 ビ デ オデ ィ ス クは ，リモ コ ンユ ニ ッ トVS−412Aを
用 い て 制御 され た 。

　 3 ．標的行動

　標的行動は
，
Fig．1に 示 した よう に

， 対 象児に よる

T1 へ の 援助 行動 で あ る 。 こ の援助 は （1 ＞騒 音条

件 にお い て は 「○○先生い ま した」 と情報 を提供 し ，

迂惣 轡 潔 慰黙 筈碧尊礙 一
条　 件 ：

T1 の 言 語 反 応 ：

T 工の 恵 図 ：

対 敦 児 に よ る

援 助 行 動 ：

騨 音条 件 静寂 条件

応 ： あ っ ちの 郎 屋 見て きて くれ る ？

こ の 部麗 は うる さ い なあ

向 こ うの 部壗 に 錐 も い な

け れ ば ，そ っ ちで 勉
1
強 し

た い な あ

こ の 聞題 は 難 しい な あ

向 こ うの 部 渥．に 誰 か い れ

ば・乎伝 っ て ほ しい なあ

T1 に 維 か い た か ど うか

の 悄 鰕 を 伝 え る

T1 の と こ ろに T2 を 迎

れ て い く

　 　 　 Fig．1 本 研 究 に お け る 2 つ の 条 件 に 応 じた 標 的 行 動

　 4 ．手続 き

　 訓練は ，週 1回約 15〜20分 の 範囲 で行わ れ た 。 1

ブ ロ ッ ク を 6 試行 と し ， 以 下 の 各フ ェ イ ズ か ら構成

さ れ た 。 各 フ ェ イ ズ の 手続 きに つ い て ，概略 を以下

に 示 す 。

　 1）ペ
ー

ス ラ イ ン 1 二 静寂条件 と騒音条 件 の 各条

件 に 応 じ た援助行動 が 分化的 に 生起 す る か を測定 し

た 。

　 2 ）ベ ー
ス ラ イ ン 2 ： ペ ー

ス ラ イ ン 1 とほ ぼ 同様

だ が ，T1 は 静寂条件に お い て は 厂う一ん ，大変だ

な あ」 ， 騒音条件に お い て は 「うる さ い なあ 」 な ど

と い う言語的手が か りを付癩した 。

　 3 ）訓 練 1 ：先に 記 したセ ッ テ ィ ン グ に お い て ビ

デ オ モ デ リン グ言川練を行 っ た 。 こ の 訓練 で使用 する

ビ デオ で は ，対象児の 役 を演 じ る訓練者 （T3 ）が

A 室 で T1 か ら 「あ っ ちの 部屋 見て きて くれ る ？」

と指示 を受け ， B 室 に入室 した時点 で （T2 を T1
の 所 へ ） 「つ れ て い く」 ， （B 室 に 誰が い た か ）
「お しえる 」 の 選択 肢 が提 示 された 。そ して ， 対象

児 は こ れ ら 2 つ の うちの 1 つ を選択 する こ とを求 め

られ た 。

　 4 ）ブ ロ
ーブ 1 ： べ 一

ス ライ ン 2条 件 に 同 じ。

　 5 ）訓練 2 ： 訓練 ユの 内容 に加 え て 選択肢 と選択

した後の T3 に よ る援助行動の マ ッ チン グ訓練を行

っ た 。 例えば ， 「お しえる」 を選択 した場合 ， 訓練

1 で は T3 は 選択肢 が 示す 「○ ○先生 い ま し た」 と

い う援助行動 を行 っ て い る様子 が常に映 し出され た

が
， 訓練 2 で は選択肢 が 示 す実際の 援助行動が そ れ

と
一

致 して い な い 条件も設定 した 。 そ して ， 対象 児
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1

は 「選択肢」
一 「T3 に よ る援助行動」 が 同 じ な ら

「○」 を，異 なっ て い れ ば 「× 」 を選択 する こ とを

求め られ た 。

　 6 ）プ ロ
ーブ 2 ：ベ ー

ス ラ イ ン 2 条件 に 同 じ 。

　 7 ）訓 練 3 ： 提示 する選択肢 を 「お しえ る」
「
つ

れ て い く」 か ら ， 「何 もい わ ない （＊ ）」　「○○先生 ，

きて くださ い 」
へ と変更 した 。 そ れ 以外は 訓練 1に

同 じで あ っ た 。＊ B 室 で は何 も い わ な い が ， A 室に

戻 っ て か ら 報告 す る 。

　 8 ）プ ロ ーブ 3 ： ペ ース ラ イ ン 2 条件に 同 じ 。

　 9）プ ロ
ー

ブ 4 ：ペ ー
ス ライ ン 1条件に同 じ 。

　10）維持 プ ロ
ーブ ： 1 か 月後 ，維持を測定 し た 。

讎

　Fig．2に 標 的行 動 の 正 反応 率 の 推移 を示 した 。
ベ ー

ス ラ イ ン 1 、 2 で は T1 に よ る 「あ っ ち の 部屋 見 て

き て くれ る ？．」 の 後 ，対 象児 は条 件 に 関係 な く 「○

○先生 で し た．」 と い う 報 告を行 っ て お り ，T2 を連

れ て くる 行 動は生 起
’
しなか っ た 。 訓練 1に お い て 条

件 に 応 じた援助行 動を選択 する訓練を行 っ た 。こ の

訓練 の 開始 当初 は ，反応 す べ き刺 激 を抽 出す るの が

困難 な よ う に 見 え た 。し か し ，訓 練 を 進 め る に つ れ ，

対象児 は 「ス ポ ー
ツ コ

ーナ ー
の 時 は お し え る 」 な ど

と言い ，条件に応 じた 選択 が可 能に な っ た 。 プ ロ
ー

ブ 1 では ペ ー
ス ラ イ ン 1 ，2 と同様 ，報告の み が 生

起 し ，連れ て くる行動 は生起 しな か っ た 。

　訓1練 2 で は 訓練 1 に 加 え て ，各選択肢 と T3 の 援

助行動の マ ッ チ ン グ言川練を行 っ た 。プ ロ
ーブ 2 も ベ

ー
ス ライ ン や ブ ロ

ーブ 1同様の結果 で あ っ た 。 但 し ，

報告の 内容が 「○○先生い ま した 」 とな っ た 。 訓練

3 で は選択肢を具体的 に した 。 こ れ ま で の 「お しえ

る 」
「つ れ て い く」 を 厂何もい わ な い 」

「○○先生 ，

きて くだ さ い 」 に 変更 した 。 対象児 は こ の 訓練が 開

始され た 当初 ，選択を行 っ た後 ，モ ニ ターを凝視 し

て い た 。 ブ ロ
ーブ 3 ，4 で は 正反応率は 100％が続 い

た 。 1か 月後 ，維持プ ロ ーブ を測定 し た が ， 対 象児

は 100％の 正 反 応率を維持 し て い た 。

醺

　 自閉症児の 行動 上 の 特徴 の 一つ と し て ，櫚 手 か ら

の 言語的な指示 に対 して ， 状 況 に応 じて 反応 する こ

とが困難で あ る ， と い う こ とが あげ られ る 。本研究

で は ， 相手 か らの 言語的指示 が 状況 に よ っ て 決定 さ

れ る場合 をと りあげ ， 情報を提供 し た り ，他人を っ

れ て く る と い っ た援 助行動 を形成 し た 。 そ の 結 果 ，

ビ デオ モ デ リン グ訓練に よ っ て学習 が 成 立 し ， 現実

の場面で も標的行動 が 生起 した 。

　本研 究で 行われ た 3 つ の 訓練 は ，状況 と い う複雑

な刺激 に対 して ，注意が機能 し やす い よう に   周囲

が 静寂 か ，騒 昔 か と い う 条件 ，   「あ っ ちの 部屋 見

て きて くれ る ？ 」 と い う 単
一

の 言語的指 示 ，   情 報

を教 え るか ，他 者 を連 れ て く る か と い う援助行動 の

選択 を設定 し た 。 訓練 の 結果 か ら ，複雑 な 刺激 の 中

か ら ，適切 な刺激を 抽出 し ，どう反応 すべ きか を具

体的 に 示 す訓練 が 有
’
効 で あ っ た こ とが 示 唆 さ れ た 。

こ れ ら言川練は い ず れ も 2 つ の 標的行動を 「選択 」 す

る も の で あ り ，対象 児 にそれ を 「表出 」 する こ とは

求め れ られ て い な か っ た が ，訓 練 3 で 行 われ たよ う

に 実際 に どう行動す べ き か を 具体的 に 示 し た選択肢

を提 示す る こ と に よ り ， そ れ まで は見 られ な か っ た

現実場 面 で の 「表 出 」 が 可 能 に な っ た と考え ら れ る 。

　訓練開始 当初 ，対象児 は条 件 に 関係 な く 「○○先

生 い ま した 」 と い う報告を行 っ て い た 。 しか し、い

くつ か の 訓練 に よ り、条件 に 応 じた援助行動が 可能

にな っ た 。 こ の よ うな分化的な援助行動を獲得す る

こ とに よ り ， 社会 的 な強化 を受け られ る機 会 が 増加

し ， 生活 の 質 の 向上が 期待で き る と考え ら れ る 。
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の 澤 村 まみ さん ， 茨城 県 立 下 妻養護 学 校の 川 畑融 さ

ん ，筑波大学の 李在旭 さん ， 今本繁 さん ， 高畠妙子

さん ， 小沼 芳明さん ，遠藤美 紀 さん ， 桑島昭子 さん
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